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序章 

 

第一節 問題関心 

 

 「マンガ1」といえば、多くの国家と地域に影響を及ぼした、日本マンガ文化に思い至

る人が少なくないだろう。 

 現代日本において、マンガは巨大な市場を形成している。2008 年、1 年間に出版され

た雑誌・単行本の約 4 割、4483 億円がマンガで占められている（『出版指標年報 2009』）。

学齢前の子どもから高年齢層の人たちにわたって、多種のマンガが読まれている。おそら

く、マンガを一冊も読んでこなかった日本人は、ごく少数だろう。風刺・風俗マンガ、少

年・少女マンガ、青年マンガ、生活マンガ、ユーモアマンガ、ギャグマンガ、そして学習

マンガ、それらのマンガが多様な形で、人々の生活に関わっている。 

 また、日本マンガは、ほかのメディアとも緊密につながり、巨大な産業を形成し、他国

のマンガ制作・鑑賞にも大きな影響を及ぼしている。アジアや欧米など世界中の人々に愛

され、海外の街角にも日本のマンガ書店が並び、「MANGA」はそのまま世界で通じる言

葉になった（伊藤，2008）。  

 戦後日本マンガの巨大な発展を受けて、2003 年 1 月 17 日、文化庁の「国際文化交流

懇談会」が、日本映画やマンガ、アニメーション、コンピューターグラフィックスなどを

重要な日本文化芸術として位置づけ、積極的に海外に発信することなどを提言し、日本文

化の国際交流の方策について発表した（「国際文化交流懇談会・中間報告」2，文化庁，2003）。

同年 12 月 25 日、総務省の情報通信ソフト懇談会では、アニメーションやゲーム、マン

ガなどのポップアート、ポップカルチャーを国の政策として伸ばすことが日本の経済競争

力強化につながるとする報告書がまとめられた。マンガが世界中で高い評価を得ていなが

らも日本国内では低い評価を招いているという状況および関係者の劣悪な就業環境など

の現状が見直され、その改善が提唱されている（「情報通信ソフト懇談会・最終報告書」3，

総務省，2003）。 

 ここでは、ひとつの矛盾が見られる。すなわち、マンガ産業の発展と海外への進出を見

                                                   
1 本文において、「マンガ」という言葉は、主に戦後日本の「ストーリーマンガ」のことを指している。 

2 「国際文化交流懇談会・中間報告」参考 URL：

http://www.bunka.go.jp/1kokusai/kokusai_kouryuuhokoku1.html  
3 「情報通信ソフト懇談会・最終報告書」参考 URL： 

 http://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/235321/www.soumu.go.jp/s-news/2003/031225_8a.html 
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れば、戦後日本マンガの発展は極めて眩しく、かなり成功しているものである。しかし、

もしこのような認識（すなわち、マンガ文化あるいはマンガ産業の発展の素晴らしさ）が、

マンガの発展の各時期において、十分に認められてきたならば、上述の懇談会の報告書は、

存在する意義がなくなり、マンガを重視すべきものとする意見も提出されるわけがない。

こういった矛盾を一言でいうと、それは、マンガが海外に及ぼした大きな影響や、関係産

業や技術の巨大な発展と、国内でのマンガに対する低い評価や関係者の劣悪な就業環境と

の差である。マンガへの評価は、マンガそのものの発展とは、異なる次元にある。 

 戦後日本マンガに対する非難は、1950 年代の「悪書追放運動」に遡ることができる。

評論家の竹内オサムは、「悪書追放運動」の起こった要因として、二点を挙げている。第

一に、子ども雑誌に掲載されていたマンガには、「低俗」な描写が含まれているというこ

とである。当時、「低俗」な描写として非難を受けたのは、主に暴力や性的表現および乱

暴な言葉の使用である。第二に、当時、マンガ作品の需要増加にしたがって、新人たちの

作品が起用された。それによって、作品レベルが低下し、それがマンガへの糾弾にも直接

に影響していた。要因が複数あると考えられるが、「悪書追放」の旗を振るマスコミの記

述から判断するならば、「追放」の理由は、「低俗」な描写が主たるものであった。 

 「低俗」な描写に対して、最初に非難したのは、「日本こどもを守る会」、「母の会連合

会」および各地の PTA などの団体であった。同時に、『日本読書新聞』などの図書の専門

紙が、この問題を取り上げた。したがって、運動は日々進展していった。『日本読書新聞』

は、1955 年 3 月から 5 月まで 4 回にわたって「児童雑誌の実態」という連続特集を組ん

だ。このような報道に、『読売新聞』や『朝日新聞』などの大新聞が注目することによっ

て、児童雑誌問題は全国的問題となっていた。1955 年 1 月 20 日付の『朝日新聞』には、

青少年問題協議会に関する記事が掲載されており、当年度の青少年保護育成上の基本計画

の樹立に関して、「不良文化財排除」という方針が報道されている。2 月 11 日付の『朝日

新聞』には、滑川道夫は「青少年読物を健やかに」という文章を発表し、そのなかで、「影

響力のはげしい娯楽雑誌にとってみよう。マンガ絵物語が平均 42％も占めている」と述

べ、さらに、それを青少年の心身的健康と結び付けて、「青少年たちが、おちついた判断

をとれずに粗雑サツバツな行動をとり、思慮深さをうしないつつある要因のひとつは、こ

の俗悪娯楽読物にある」と主張している。4 月に入ると、『朝日新聞』には、「エログロ出

版は致しません：出版団体連合会業界浄化に乗出す」と「ひど過ぎる児童雑誌」という記

事が見られ、4 月 27 日付の夕刊では、「悪書追放」というタイトルを用い、出版界の自粛
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への動きを報道した。その後、不良出版物や青少年健康問題が何度も主張された。結局、

編集者と作者が問題解決に向かって対応を示したことにしたがって、マスコミや評論界の

反応も緩和されていった。 

 50 年代の「追放運動」は、その後の論争に比して、少なくとも、2 つの特徴がある。

第一に、それは戦後民主主義という新しい時代の希望と不安のなかで、新しい文化である

ストーリーマンガが、それ自体奇異な存在に映ったということである（竹内、1995）。第

二に、追放の対象になったのは、マンガだけではなく、当時の青少年読物、特に児童雑誌

に掲載されたもの全てであったことである。しかし、マンガに描かれたものが青少年に悪

影響を及ぼすという論点は、後の評論とは一致している。 

 マンガの有害性が再びマスコミに大きく取り上げられたのは、1990 年代初頭であった。

当時の背景として、「オタク4問題」を確認しておく必要がある。1988 年から 1989 年に

かけて宮崎勤という 27 歳の男性は、幼女 4 人を誘拐殺害した。逮捕されたとき、彼の部

屋からは、大量のビデオ（ロリコン・ポルノ・アニメを含む）と同人誌（実際、宮崎は同

人活動に参加していたこともわかった）が発見された。このことはマスコミに取り上げら

れ、「オタク」が殺人事件を犯したということは多くの眼差しと議論を集めた。「オタク」

という言葉は、ポルノマンガやアニメと関連して、危険性を持つ若者というイメージを持

つようになった。マンガへの視線が一層厳しくなった。 

 この事件を背景にして、和歌山県の主婦数人が、マンガ規制運動をはじめ、マンガにお

ける性的描写が子どもたちの目に触れさせるべきものではないと唱えた。その後、運動は

全国に広がり、マスコミや PTA、フェミニスト、政治家まで巻き込み、出版関係者の逮

捕や各地の青少年保護条例の改定に至った。 

 その後、マンガが有害であるという論調は、1995 年の地下鉄サリン事件によって再び

注目された。事件の犯人の「オウム真理教」を率いる麻原彰晃が、幼い頃から、マンガや

アニメの大ファンであり5、オウム真理教の布教の手段として、アニメやマンガの製作出 

                                                   
4 「オタク」という言葉の定義が曖昧化している今日、一口に「オタク」といっても、多様な意味が含

まれている。『同人用語辞典』（窪田，2004）によれば、それは「アニメ、マンガ、ゲーム、特撮など

の熱心なファン、及び二次元ロリ（ロリコン）ファンで、やや対人関係に難がある人々を指したこと

ばである。また、1989 年の宮崎事件の当時では、オタクという言葉は多くの場合、中森明夫の「『お

たく』の研究①」（『漫画ブリッコ』，1983 年 6 月号）における論説に基づいて用いられている。浅羽

通明は、中森の説をまとめて、「オタク」を、「それまで、マニアとか熱狂的なファンとかネクラ族と

か呼ばれていたマンガやアニメ、SF、コンピュータ、アイドル、鉄道などに没頭する若者の一群」を

指している言葉として説明している（浅羽，1991）。 

5 「麻原教祖の虚像と実像――オウム真理教を開いた男，サリンとオウム」（井原圭子ほか，『AERA』

1995 年 4 月 10 日号）． 
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版が利用され、またアニメやマンガから、恐るべき計画が編み出されたらしい6といった

ことに関する雑誌記事が出た。 

 こういった一連の出来事とマスコミの拍車をかける報道によって、マンガや、アニメ、

および「オタク」と呼ばれるマンガ・アニメ・ゲームの愛好者がますます問題化され、マ

ンガやアニメを好む人たちが精神的に、その作品から悪影響を受けているという評価が一

層きつくなった。 

 上述の流れは、産業およびサブカルチャーとしての日本マンガの巨大な発展と、それに

対する評価との間のギャップを象徴するものである。それはそういったギャップの表現で

もあり、蓄積された矛盾が噴出した結果ともいえるだろう。しかし、こういったギャップ

の存在が、今後、産業およびサブカルチャーとしての日本マンガの発展にどのような影響

を及ぼすのか、この問題はこれまでの研究において究明されていない。多くの評価が主張

しているようにマンガは有害なのかという疑問が明らかになっていない段階では、一口に

「マンガが有害だ」ということは、賢明ではないだろう。これまで、多くの学者、評論家

はマンガ有害論を批判してきた（福島章、1992；フレテリック．L．ショット、1998；

宮原浩二郎・荻野昌弘、2001 等）。 

 戦後マンガ有害論の歴史的流れから考えるならば、論争の中心になるのは、マンガが本

当に読者、とりわけ青少年たちに、強い影響、とりわけ悪影響を与えるのかということで

ある。その「影響」は、少なくとも、二層の意味を含んでいる。第一に、読者は、マンガ

を読むことによって、そこにおける悪質な情報を吸収し、精神的に異常状態になったり社

会規範から逸れる行為（暴力や極端な性行為など）をしたりするという意味がある。第二

に、マンガおよび幻想に基づくストーリーの再生産は、一種の架空の世界（二次元世界）

を作り上げ、そこに陥る人たちは、実在世界から疎外されるという意味である。たとえば、

中島梓のオタク論によれば、オタクたちは、「『自分の場所』を現実の物質世界に見出せな

かった疎外されそうな個体が形而上世界のなかに自分のテリトリーを作り上げる事で現

実世界の適応のなかにとどまった」人間類型である（中島，1991）。近年、「二次元」に

関する出来事として、二次元キャラクターとの恋愛・結婚（場合によって、二次元コンプ

                                                   

6 「共通語は SF アニメだ――オウム真理教式発想のカギ」（井原圭子，『AERA』1995 年 4 月 24 日号）． 
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レックスと呼ばれることもある）がある7。このようなこともまた話題となり、様々な議

論を喚起している。それはマンガ有害論が収まる現在では、論争の焦点になっていないが、

論争の焦点の延長線にあるのではないだろうか。 

 前頁ですでに述べている「社会問題化されたマンガ」の歴史を検討するならば、「性」

や「暴力」、「恋愛」、「現実世界の適応」といったキーワードが浮上してくる。とくに、「性」

と「暴力」に関する表現は、読者の犯罪行為とつなげられ、問題の中心に位置づけられて

いる。この問題について、精神医学者の福島章（1992）と作家のフレデリック.L.ショッ

ト（1996=1998）は、統計調査のデータを用いてこの二つの連関を否定している。福島

は出版科学研究所と犯罪白書のデータを分析し、「その国民がアクセスできる性的情報の

量と、その国の性犯罪の数とは反比例する」という結論を出している。「マンガ有害論」

に対し、福島は、日本の青少年について性的情報に多くアクセスできるといえるが、一般

的な思い込みとは反して、セックスの面では他国の青少年より抑圧され、発達が遅いと指

摘している。性的情報は氾濫しているが、性的犯罪や性行動の増加は見当たらないという。 

 また、「暴力」に関しては、ショットは日本とアメリカのコミックス・マンガの売り上

げおよび両国の犯罪に関するデータを活用して、アメリカの犯罪発生率とマンガ売り上げ

に比して、日本におけるマンガの売り上げが高い一方、殺人およびレイプの発生率がずっ

と低いということを指摘している。さらに、アメリカ一国の数字を見れば、殺人犯罪の発

生率とコミックの販売部数との間には、なんら相関関係が見られないと、ショットが説明

している。日本の状況もそれと同じであり、「マンガやアニメが爆発的に人気を得た時期

に、これらの犯罪件数は、日本においては、増えるどころか、むしろ逆に減っているのだ」

という。 

 たしかに、これらの考察は、当時説かれていた「“有害”コミック亡国論」に有効な打

撃を与えている。しかし、彼らは、「マンガ有害論」に対して、反論をしているが、それ

が国民全体の状態についての分析になっており、個人の状況を不明のままにさせているこ

とによって、万全な論拠になっていないのではないだろうか。 

 上述のような量的分析は、マンガが社会にどのように影響を及ぼしているのかという問

題をある程度究明することができるかもしれないが、その場合、調査の対象がある社会集

                                                   
7 二次元コンプレックスとは、とくにアニメのキャラクターやマンガの登場人物が、実際の女の子より

好きな人を指している（窪田，2004）。事例として、2008 年、『署名 TV』（www.shomei.tv）では、日本

政府に対し「二次元キャラとの結婚を法的に認めて下さい」という署名活動が行われた。また、イン

ターネット上の「2 次元キャラクター結婚認定協会」（2.D.C.M.A）があり、実際にマニアがキャラク

ターと結婚式を挙げたということを報道する記事もある。 
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団に所属する人々になり、「読者」というカテゴリーを見逃すことになる。さらに、マン

ガを受容している主体は読者個々人である。マンガの影響は個々人の人生におけるほかの

出来事とつながり、時間的系列において個人の意識や行動に影響を与えると考えられる。

こういったミクロの視座を失えば、マンガが個人に与える影響のプロセスやそのプロセス

に関与する他要素を把握することができない。影響のプロセスを不明のままにさせる場合、

マンガが有害であるということを論じる足場がぐらつくことになる。 

 では、個人という視点から考えるならば、マンガが読者に強い影響を与えるのか、また

はどの影響を与えているのだろうか。これが本論の中心的な問いとなる。 

 ここでは、こういった問題を二重のものとして理解している。ひとつはメディアが受け

手（場合によって送り手でもある）に対して、どのような影響を果たしているのかという

ことであり、もうひとつは、マンガという文化が、読者の「自己」と、どのように関係し

ているのかということである。なぜなら、マンガはメディアであるが、その一方で、マン

ガというサブカルチャーが広範囲で認識されている現在、それを文化としても見なされて

いる。今日、マンガに関する事情を考察する際、その二つのカテゴリーの特性を同時に対

象としていると言えるだろう。したがって、ここでは、マンガの特性の重層性を意識しな

がら、またそれを一つの全体として把握しようとする。 

 

第二節 恋愛と自己形成 

  

 おそらく、歴史的にいえば、日本マンガ文化には、ひとつの問題の解決が要求されてい

る。すなわち、マンガは読者の人生に影響しているのか、または影響があるとすれば、そ

れがどのような影響であるかという問題である。 

 本研究は、「恋愛」というテーマで個々の読者のライフストーリーに接近したい。以下

では、「恋愛」というテーマの妥当性ついて説明する。 

 「マンガが読者の自己形成においてどのように影響しているのか」という疑問を解く鍵

は、マンガ文化成熟のプロセスにある。とくに、マンガが社会問題化されることに焦点を

当てたい。 

 第一節において概観してきたように、マンガが社会問題化される過程において、いくつ

かのテーマが論争の中心になっている。つまり、「性」や「暴力」、「恋愛」、「現実世界の

適応」という四つのテーマである。たとえば、オタク問題に関する論争がピークに至った
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80 年代末に出版した『おたくの本』に収録された評論の多くは、この四つのテーマをめ

ぐって展開されている。 

 また、マンガ文化そのものの成熟のみならず、読者はマンガから何を受け取るのかとい

うことも重要であろう。家島（2006a=2008）は、「マンガを介した青年の自己形成支援

プログラム作成」の重要性について説明するとき、マンガの教育効果、すなわち、人々が

マンガから学ぶものの存在を指摘している。彼が収集したデータは、「マンガが青年の自

己形成を支援し得ること」を示唆している。彼は、「大切なことはマンガから教わった」

というウェブ上のコミュニティにおける書き込みの分析を行い、人がマンガから受けた影

響について検討している。その結果、人々がマンガから学んだテーマ（原注：マンガから

の影響内容）は、「恋愛」、「友情」、「努力」、「人生」、「知識」という五つの主要なテーマ

に集約されることが分かった。さらに、家島は先行研究・評論の語りをまとめて、「マン

ガの効果（原注：人々がマンガから無意識のうちにさまざまなものを学んでいるという事

実＝マンガが人々にさまざまなナラティブの枠組みを提供しているという現象）が如実に

現れている」と述べている。すなわち、マンガ読者自身のナラティブによれば、彼・彼女

たちはマンガから無意識のうちに何かを学んできた。その学びの内容を並べると、上位の

五つが「恋愛」、「友情」、「努力」、「人生」、「知識」といったテーマである。 

 マンガ文化成熟のプロセスおよび読者がマンガから学ぶものという二つの側面を合わ

せて考えるならば、「恋愛」というテーマは、マンガの影響を分析する際、もっとも適合

的だと考えられる。「恋愛」というテーマから着手すれば、社会問題化されるマンガとい

う現象と、マンガが読者の自己形成に与える影響といった二つの問題に接近できるだろう。 

 このテーマを選ぶもうひとつの理由は、「個人への接近」という研究の方向性にある。

個人のライフストーリー（ナラティブ）を中心にして分析しようとするため、個人の人生

そのものに接近しやすいテーマが要求されている。つまり、あるテーマを用いて、質的調

査の場所と時間において、できるだけ対象者に不快な思い出を残さないように、対象者た

ちの「本音」（ナラティブとしての本音）を収集することが求められている。その場合、

より気楽に語れるテーマが必要である。第一節に提起されている問題に関わる四つのテー

マにおいて、「恋愛」というテーマは他と比較して、具体的な経験として語ることがたや

すいといえるだろう。 

 本研究では、マンガが社会問題化された歴史、および先行研究の成果とそこに残され

ている疑問を踏まえ、マンガ読者のライフストーリーに注目し、そこから、マンガが読
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者の恋愛に関わる自己形成に与える影響を究明する。 

 

 本研究は主に文献調査と聞き取り調査を用いる。 

 まず、文献調査を行い、先行のメディア・オーディエンス研究とマンガ読者研究を概観

し、それらの研究の成果と残されている問題を整理して、「マンガが自己形成に与える影

響」を考察するための研究の方向性を検討する。その方向性に基づいて、適用できる理論

を導入し、理論枠組みを構築する。 

 また、マンガ読者のライフストーリーに接近するため、ライフストーリー調査を行う。

35 人の対象者に対して、聞き取り調査を行い、調査で収集されたデータを整理し、本論

の理論枠組みにおいて分析し考察する。 

 本文は五章によって構成されている。序章において、問題の提起とテーマの設定をふま

え、研究目的を提示した。 

 次に、先行のメディア・オーディエンス研究とマンガ読者研究を整理し、研究の妥当性

を検討する（第一章）。第二章では、理論枠組みの検討を行い、五つの理論的仮説を提示

する。第三章では、理論枠組みを用いて、実際にマンガ読者の状況を考察し、仮説を質的

調査のデータから検討する。この結果をふまえて、「マンガが恋愛に関わる自己形成に与

える影響」について考察する。 

 第四章では、論文の結論を述べ、考察の結果をふまえて、第二章に構成された理論枠組

みを書き直す。最後に、今後の課題と展望を提示する。 
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第一章 メディア受容とマンガ読者 

 

 本章では、これまでの多くの研究の成果を、研究対象および研究上の歴史的流れによっ

て、メディア研究とマンガ‐読者論とに整理する。もちろん、すべての研究と論説を整理

することはできないが、その代表的ないくつかの観点をまとめる。そこで、先行研究の知

見（成果と残された問題）を参考に、本研究の理論構築にとって必要な視点を検討する。 

  

第一節 メディア・オーディエンス研究 

 

アメリカで 1930 年代から始まったマスメディアの効果研究では、マスメディアは受け

手の態度をいかに変えうるかという問題が大きな焦点となった（竹内郁郎，1998）。研究

の初期に登場したのは、メディアが受け手に直接、強力な効果を及ぼすと考える弾丸理論

（＝皮下注射効果モデル）である。1950 年代以降、弾丸理論が批判されつつ、マスコミ

研究の主流は限定効果モデルに移っていた。限定効果理論によれば、メディアの影響は、

それほど大きいものではなく、間接的なものにとどまり、さらに、メディアの主たる効果

は、受け手の既存の態度の補強である。1960 年代後半になると、限定効果理論に対する

批判が登場しつつ、メディアの影響を再評価しようとする路線で、利用と満足研究の流れ

や議題設定効果8や培養効果論9、沈黙のらせん理論10など、メディアの効果を限定的に捉

えるモデルが次々に登場した（吉見俊哉，2001）。 

 吉見によれば、メディア効果研究が前提にしたパラダイムには、いくつかの問題が存在

している。第一に、明示的な意味の背後にあるイデオロギーの問題は、ほとんど思考の枠

外に置かれた。研究の焦点になったのは、メッセージの効果であり、メディアが媒介して

いく社会的なイデオロギーを論外にした。第二に、マスメディアの効果研究にとっては、

メディアは中立的な媒体、すなわち送り手から受け手に一定のメッセージを伝える伝送路

にすぎない。第三に、それらの研究が用いる送り手/受け手図式は、両者の関係を直線的

                                                   
8
 議題設定効果：マスメディアが日々の報道を通して、人々の注目を特定のトピックや争点へと焦点化

する作用である（竹内郁郎，1998）。 
9 培養効果：テレビを長時間見ている人ほど、テレビの現実描写を反映するようなやり方で、現実認識

を形成するようになるという仮説である（竹内郁郎，1998）。 
10 沈黙のらせん理論：ノエル=ノイマンによれば、人はある公共的争点について、自分の意見が社会で

優勢であると知覚すれば、自信をもって公の場でそれを発信しようとする。自分の意見が劣勢の側に

属すると判断すれば、公の場での表明を控えるようになる。この意見の表明と沈黙の過程はらせん的

に進行し、初めに優勢と見られた意見はますます勢力を得、劣勢と見なされた意見はますます孤立化

する（竹内郁郎，1998）。 
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に捉え、媒介的な諸次元に働く力の複雑な絡まりあいを隠蔽している。 

 1970 年代、カルチュアル・スタディーズ（CS）のスチュアート・ホール（1980）はメ

ディア研究の新しい視点、つまりエンコーディング/デコーディングモデルを提案した。

コミュニケーション過程の一方は、エンコーディングであり、それは単なる送り手ではな

く、一種の言説的なメカニズムである（吉見，2001）。そこでは、テクスト生産のため、

重層の諸要素（たとえば、社会的な諸装置や資源）が複合的に作用している。一方、この

コミュニケーションの他方は、テクスト消費の主体であり、デコーディングであり、それ

はエンコーディングから、相対的な自律性を持っている過程である。デコーディングに関

しては、オーディエンスの社会的位置は、解読する際に用いるコードと関係している。そ

れによって、デコーディングにおいて、オーディエンスの立場は多様であり、同一視する

ことができない。 

 その後、ホールの研究の延長線に立つデイヴィッド・モーレー（1980）は、番組の視

聴者を対象とした研究を通じて、デコーディングのプロセスをさらに明らかにした。すな

わち、デコーディングは、オーディエンスの階級やジェンダー、エスニシティ、世代、視

聴の空間的、状況的なコンテクストによって枠付けられ、日常生活の中に織り上げられて

いるという。ここでは、階級のみならず、日常生活におけるダイナミックな諸要素は、メ

ディア消費と関連している。 

 こういった CS のメディア研究には、それまでのマスコミ研究と区別される、二つの革

新点がある。まず、CS は、コミュニケーションのコード形成における対立や葛藤、イデ

オロギー、政治性、個人/集団の社会的属性（たとえば、階級、ジェンダー、世代など）

といった視聴のコンテクストを重視してきた。また、メディアが、社会的現実を伝えるル

ートではなく、言説的実践を通じて「現実」を生産（構成）する装置であると、CS は主

張している。 

 上述のメディア研究の流れを見ると、確かに、メッセージの伝送やテクストの解読のプ

ロセスはある程度明らかにされたが、まだ問題が残っている。 

 第一に、吉見が指摘しているように、マスメディアの効果研究の始まりはきわめてイデ

オロギー的で政治的なものであり、戦時や冷戦時期のメディア利用と関連して、宣伝や世

論形成と緊密に関わっている。CS の研究もまたコミュニケーションにおける政治性を重

視し、オーディエンスをさまざまな差別の文化政治学が葛藤と矛盾を含みながら作動して

いく抗争的な場と看做している(吉見，2001)。しかし、文化政治学的属性に注目し過ぎる
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と、あるジェンダー、ある世代、ある階級、あるいはある国、ある時期、ある文化に所属

していると思われる人々、すなわち、集団というもの、および集団間の差異に注目するこ

とになる。また、視聴という行動にこだわり過ぎると、ある特殊性を持つ空間・時期・状

況についての分析に陥るかもしれない。オーディエンスの視聴状況や、その背景にあるも

のをより精細に捉えるため、個々人の人生とその特性を見逃すことができない。なぜなら、

個人としてのオーディエンスは、必ず何らかの形である集団やネットワークに所属し、必

ずある空間に、ある時間で視聴しているが、その集団やネットワーク、および空間、時間

を統合的に理解するため、個人という視点で考えることも必要である。そもそも、視聴行

為を行っているのは、個人そのものである。こういった個人は、ある時点、ある場所、あ

る集団に限って存在するものではない。個人は生まれてから絶え間ない自己形成を通して、

現在の自己に至っており、そして絶えず変化していく存在である。したがって、オーディ

エンスを理解するため、個人のライフストーリーを考察しなければならない。個人の人生

に接近してはじめて、視聴行為を人生の一連の出来事において、または時間的系列におい

て把握することができる。個人の人生においてこそ、視聴行為に関わる多様な要素と要素

間の相互関係、およびそれらの変動がもたらす視聴行為・受容様式の変化を捉えることが

できる。 

ここで主張したいのは、モーレーたちの論理を批判することではなく、むしろその考え

に基づいて、個人の日常生活に注目しようとし、読解という過程を、個人という視点から

理解しようとすることである。その際、日常世界におけるダイナミックな諸要素が、どの

ようにオーディエンスの意識や行動に影響してきたのか、解読という過程をどのようにオ

ーディエンスの日常生活に位置づけるのか、これらの事柄に接近しようとすると、個々の

オーディエンスの視聴状況のみならず、人生そのものに近づかなければならない。 

 第二に、オーディエンスがある番組やニュースをどう読み解けるかということを解明で

きるとしても、メディアがいったいオーディエンスに対してどのように影響（それが一方

的なものとは限らない）しているのかが分かっているとは言えない。 

 まず、上述のメディア研究の重要な対象は伝送と読解の様式である。しかし、個人ある

いは集団に対するメディアの影響を考察するため、分析の対象になるべきなのは、その影

響を受けて（影響を受けるのは受動的・一方的ではない）、またある状況でその影響を部

分的に表出する、オーディエンスそのものである。人間の人生のストーリーを分析し、そ

こで、メディアとメディアから得る情報をどのように編み込んでいるか、それがその他の
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情報とどう関係しているか、また、メディアが個人の過去・現在・将来の意識や行動とど

う関連しているか、それらに焦点を当てるべきではないか。 

 また、早期のメディア研究は、主に新聞やテレビ番組の視聴について論じている。メデ

ィア技術の発展、メディア産業の連合、メディア利用の目的・方式・行為などの多様化が

進展している今日、メディア研究のパラダイムもその変化に合わせて調整されるべきでは

ないか。まさにマックウエル（1997）が指摘しているように、通信革命がもたらす「根

本的な変化が進行しており、新しい種類のオーディエンスが成立し、メディア利用の古い

かたちが挑戦にさらされている」。それによって、現在の研究者は、変化に直面し、先行

研究の成果をどう継承し、発展するか、どのように新しい研究のパラダイムを切り開いて

いくかを問い続けている（伊藤守，1999）。 

 しかし、変化しているのは、技術やメディアのみならず、オーディエンスとその背景に

ある文化や社会的文脈も変容している。それは単に視聴様式の変化11だけではなく、オー

ディエンスが所属する集団や文化の重層化も進展している。伝統文化とサブカルチャーが

共存している場に生きている人や、多様かつ多重な文化圏、文化集団に参与している人は、

グローバリゼーションや技術の発展にしたがって増加している。このような文化環境にお

いて、複雑になってきたオーディエンスの意識や行動に対して、日々発達しているメディ

アと増大している情報量は、どのように影響しているのか、という問題を見直す必要があ

る。 

 今回の研究は、従来のメディア研究を否定するわけではない、むしろそれらの知見を参

考にしながら、今まで見逃されている問題を意識し、個人としてのオーディエンスのライ

フストーリーに接近して、個人において、メディアとそこから読み出された情報が、どの

ように存在しているのかを発見しようとしている。 

 

第二節 「マンガ‐読者」論 

 

 もう一つ整理しなければならないのは、マンガと読者との関係をめぐる論説である。序

論で述べたように、本稿においては、マンガをメディア・文化として重層的に把握する。

それを前提にして、本節では、読者によるマンガの受容、マンガが読者に与える影響、マ

                                                   
11 たとえば、伊藤（1999）が述べているように、テレビ視聴の個性化、視聴者の細分化・分極化、視聴

者の能動的チャンネル選択・メディア選択は進展している。 
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ンガ読者の特性をめぐる、各論者の観点を整理しておこう（統計学に基づく「マンガ有害

論」<福島；ショット>への反発はすでに序章において述べたため、次項から、その他の

観点を概観する）。 

 

1. 1980 年代末～1990 年代初頭：オタク論のピーク 

 前述したように、マンガやオタクの問題化がピークに至ったのは、1980 年代末から、

1990 年代初頭にかけての数年間である。そのきっかけは、宮崎事件であった。事件の直

後、数多くの学者や評論家は、さまざまな視点から、マスコミや民間団体の発言に反発し

ようとしている（たとえば、事件の同年 12 月に出版された『おたくの本』<『別冊宝島』

104、1989 年 12 月>）は、その一部の論説を集約したものである）。 

 当時の評論家の論説にはいくつかの共通点がある。第一に、オタクの性質、およびオタ

クの問題化を何らかの社会的文脈、たとえば、当時の経済的状況や、学校化、消費社会の

発展、セクシュアリティやジェンダーなどに還元しようとしている（たとえば、上野千鶴

子，1989；朝倉喬司，1989）。第二に、オタクという存在と宮崎事件との間に、共通な点

があると認める。第三に、幻想の世界と「現実」とは、どういう関係であるかについて詳

細に論じていないが、オタクが、現実の世界と幻想の世界のどちらに生活しているか、あ

るいは二つの世界の隙間に存在しているのかといった問題が注目されている。第四に、多

くの評論で用いられる「おたく（あるいはオタク）」ということばの意味は、当時認識さ

れていたもの（すなわち、中森明夫の命名によって認識されてきた「おたく」という言葉）

である。つまり、それまで、マニアとか熱狂的なファンとかネクラ族とか呼ばれていたマ

ンガやアニメ、SF、コンピュータ、アイドル、鉄道などに没頭する若者の一群である（浅

羽，1991）。 

 20 年後の現在という時点に立って考えるならば、上述の観点には、少なくとも、三つ

の問題がある。第一に、社会的文脈は重要であるが、それを強調しすぎると、個人という

レベルの諸要素が見逃される可能性がある。第二に、オタクが好んでいるものは、いった

いオタクに対して、強い影響を持っているのか。もし幻想が存在しているなら、それはマ

ンガ創作や、マンガを読むこととの間に、どういう関係があるのか。それらの疑問にたい

して、明確な答えがない。第三に、オタクの定義は今日においてあいまいになってきたう

え、マンガと愛好者との関係性を考察する際、オタクという存在より、広義のマンガ愛好

者、ないしマンガ読者に視線を広げる必要があるだろう。 
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2. 社会学的マンガ文化研究 

 社会学の領域において、マンガ文化・マンガ読者に関する研究の多くは、ある時代的流

れ、文化的・社会的変容、およびマンガ界の主流（このような主流が実際に存在している

かどうかについては、また疑問を投ずる余地があるが）に当てはまると思われる現象をめ

ぐって展開されている。 

 たとえば、1990 年代初頭、宮台真司を代表とする何人かの社会学者は、マンガ文化を

サブカルチャーとして捉え、質的調査とテクスト分析を行い、マンガというメディアに関

するコミュニケーションや読者の受容様式について論じている（宮台・大塚・石原，1993）。 

 『サブカルチャー神話解体』という著作において、宮台らは各時代におけるマンガと読

者との関係について考察する際、「関係性モデル」という概念を導入している。「関係性モ

デル」とは、マンガにおいて提示されている「私」や「世界」についての理解の形式であ

り、そのような形式は読者に学習され、彼・彼女たちの自らの周囲を解釈するための図式、

一種のモデルとなっている。 

 宮台らの論述において、マンガ研究におけるひとつの重要なポイントに光が当たる。す

なわち、マンガ研究・評論を概観するならば、キャラクターに焦点をあてたものが多い。

確かに、キャラクターはマンガの世界における重要な存在であるが、マンガの世界のなか

に、「関係性」というものも存在している。それによって、マンガが読者に呈示している

のは、登場人物やストーリーそのもののみならず、自己と世界との関係性もある。 

 ただ、こういった関係性がどのように個々の読者に読み出されているか、また、作品や

読者によって、読解や関係性についての理解の差異があるのか。このような疑問が残って

いる。当然、ひとつの時代において、共通性が見られる読解様式や「関係性モデル」の読

み出しが存在しているかもしれないし、それを把握することは社会学的に重要な意味を持

っている。しかし、それを前提にして、受容・読解を把握しようとするとき、いわゆる時

代性から外れる作品（すなわち、学者がある時代に存在するマンガの主流とみなして取り

出している作品群）を楽しんでいる個々人（すなわち、異なる人生を歩んできた人々）の

受容・読解に関する何かを見逃す可能性はあるだろう。それによって、個人レベルでのマ

ンガを読むことの特徴が研究の外に取り残されるだろう。 

 また、80 年代から 90 年代にかけての論説の積み重ねを背景にして、オタク文化をポス

トモダンとして捉える説も登場してきた（東浩紀，2001）。東はオタク文化の特徴を「動
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物化するポストモダン12」として捉え、そこから、戦後日本社会の文化的・社会的変容を

見通そうとしている。このような視座は、1990 年代初頭の評論や宮台らの観点とは異な

っているが、その角度、つまり、時代的な特徴からオタク文化・マンガ文化の変容や特徴

を捉えることや、オタク・読者の行動からある時代の何かを発見しようとするスタンスは

変わらないだろう。 

 

3. 教育研究領域におけるマンガに関する研究 

 この領域において、マンガを学習教材として子どもの教育に役立てようとする方向性の

研究が多く見られる（家島，2007）。また、マンガ受容に関して、住田・藤井（1992）は、

小学校 4 年生、6 年生および中学校 2 年生を対象とした量的調査（合計回収票数：1763

票）のデータについて分析を行い、少年少女マンガの受容過程における受け手としての子

どもたちの特性と反応について考察している。結果として、19 の特性が挙げられている。

そのうち、以下の 2 点は、「マンガの影響」について考える際に参考になると思われる。

第一に、年齢段階別に選択されるマンガのタイプは、いわば空想型から現実型へと変化し

ているが、全体的傾向として年齢が上昇するほど選択されるマンガのタイプは多様化して

いく方向にある。第二に、少年少女マンガの「理解」は子どものマンガへの接触量により

差異が見られ、接触量が多いと理解度が高く、接触量が少ないと理解度が低い。こうした

傾向は、特にストーリーの理解に顕著に現れている。 

 このように、教育領域における一部のマンガ研究も、メディア受容の視点から、マンガ

読者の特徴を把握しようとしているが、それらの研究の対象者は主に低年齢層に集中して

いる。 

 

 これまで整理してきた論説は、マンガ読者研究に有益な指摘をしているが、そのなかに

は、個人レベルへの接近は少ない。 

個々の読者に、「マンガ」という文化あるいはメディアは、どのように影響しているか

という問題は、主に心理学の研究において、問題解決の手がかりがある。 

                                                   
12 東はコジェーヴが主張している人間と動物との区別（すなわち、人間が欲望を持つということに対し

て動物が欲求しか持たないという指摘）を引用し、人間の生活の多くが欠乏－満足という回路に特徴

づけられる欲求で駆動されることを、動物化であると説明している。彼は、今日のオタク文化に見ら

れる二次創作や、社会における大きな物語の弱体化と高度消費社会の進展に伴う、「感情的な満足をも

っとも効率よく達成してくれる萌え要素の方程式を求める」オタクたちの消費行動などを、「動物化す

るポストモダン」として捉えている。 
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4. 心理学におけるマンガに関する研究 

 「マンガ心理学」の成立を提唱している家島明彦（2007）は、心理学におけるマンガ

研究の今後の方向性を呈示するため、マンガと心理をキーワードに検索して得られる論文

（2007 年当時）について概観している。その概観は本節のこれまでの整理した先行研究

の一部と重なっているが、家島の有益な指摘を参考にするため、重なる部分を略せずに彼

が整理している研究を概観しよう。    

 彼によれば、これまでの論考は三種類に分けることができる。 

 第一に、「マンガの影響」に関する論考がある。それらの論考において、①マンガの影

響のうちネガティブな影響ばかりが偏って取り上げられていたこと、②影響の受け手とし

て子どもにばかり焦点が当てられていたこと、③読書科学と関連して教育心理学的な立場

からの論考が多かったことが特徴付けられている。 

 第二に、心理学的論考について、「日本におけるマンガの影響に関する論考は、臨床心

理学の事例に関するものを除き、往々にして一般論化されたものが多く（筆者注：前述の

オタク論やマンガ文化論もその例になる）、読者側の個別的な文脈といった視点があまり

考慮されてこなかったと思われる」ことによって、読者側からマンガの影響を質的に捉え

ようとした研究手法（たとえば、大内，1954）は、今後の研究の参考に値すると、家島

が主張している。 

 第三に、心理学論文に関しては、教育心理学領域と認知心理学領域、臨床心理学領域、

社会心理学領域において、マンガ研究が行われている。たとえば、認知心理学領域におい

て、倉田（2003）は、マンガを構成要素に分解し、マンガを「記号の集大成としてのマ

ンガ」として捉え、複数人で同一マンガ作品の分解を行ったときに異なる結果が生じる現

象について考察している。このような認知に関する研究は、心理学におけるマンガに関す

る研究の中で、中心的な位置を占めていると、家島が指摘している。 

 こういった概観に基づいて、家島は今後、心理学におけるマンガに関する研究の方向性

を展望している。具体的には、マンガのポジティブな影響に焦点を当てた研究と、読者の

自己形成と関連する研究、読者の側からマンガの影響を検討する研究、およびナラティブ

という視点の導入が期待されている。また、マンガに関する研究に向けて、研究の蓄積と、

質の高い研究、および多学問領域の連携を求めている。 

 そのなかに、少なくとも三つの点が示唆されている。第一に、家島によれば、多くの先

行報告は、マンガに登場する人物やマンガに描かれているストーリーが自己形成に影響を
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及ぼしている可能性を示している（家島，2006b；齋藤，2003，等）。第二に、「自己」と 

「マンガ」をともにナラティブ構造を持つもの13としたら、マンガからの影響を受けたと

いうことは、個人の物語論的視座に影響を受けたということを意味しているだろう。第三

に、マンガ研究における横断的な視座が望まれている。 

 こういった視点から、「個人」へ接近するひとつのスタンスが示唆されている。すなわ

ち、「自己」という存在に着目し、より横断的な視座で、文化/メディアの影響を把握する

というスタンスである。文化/メディアが個人に与える影響は、外部に存在する何かが自

己に及ぼす影響ではない。それらは自己の内部に侵入して、自己形成の要素として存在し、

または他の諸要素と関連していると考えられる。すなわち、自己は文化集団に所属し、メ

ディアを利用していると同時に、文化/メディアも自己の一部となっている。また、文化/

メディアの影響は一時的かつ不変なものではなく、それが時間と状況の変化によって生

起・変化・退去していくものである。このような自己形成のプロセスや、諸要素とそれら

の相互関係、時間的・状況的変化を把握するため、自己/文化/メディアを開放的かつ分散

的（たとえば、自己において、文化とメディアが包含される。文化とメディアにおいて、

自己も包含される。自己も文化も多様な要素によって形成されている分散的な存在である）

に捉えるスタンスが必要である。 

  

 以上、メディア・オーディエンス研究の系譜と日本マンガ‐読者をめぐる研究・評論を

おおざっぱに概観してきた。そこから、「マンガが読者の自己形成に与える影響」につい

て考察する際の三つの方向性が見られる。第一に、自己と文化、メディアを閉鎖的なもの

としてとらえるのではなく、それらを分散的な存在としてとらえる視座が要求されている。

第二に、ある時代や、ある文化、ある種の人 （々正しくいうと、ある「種」と呼ばれる人々）

の全体像を描くのみならず、今後は個人的なレベルにも目を向けるべきであろう。第三に、

個人レベルへの接近と社会問題についての読解を同時に捉える際、ひとつの領域に限らず、

より学際的な視点が求められている。そうすると、個々人の人生における文化・メディア

がどういう存在なのかという問いへの回答が浮上してくるだろう。 

 次章では、以上の三点に向けて、本論の理論枠組みを構成していく。 

                                                   
13 家島（2007）によれば、現代における人気マンガの大半はストーリーマンガであるのだから、着目す

るポイントをマンガの「表現形式」から「物語（ナラティブ）」に変えてみると、マンガ研究の物語論

的研究の可能性が見えてくる。また、物語論的視点から「自己」を認識しようとすれば、自己は他者

に対して自己を物語ることによって産み出される。すなわち、物語論的な立場から考えるならば、「自

己」と「マンガ」をともにナラティブ構造を持つものとして理解することができる。 



 

18 

 

第二章 分散的自己の物語的形成 

 

 序論と第一章では、「読者の自己形成におけるマンガの影響」という問題の提起や、こ

の問題を把握するための「恋愛意識の構成」という着目点、そして今までのオーディエン

ス研究とマンガ研究のおおざっぱな流れ、すなわち本論の研究目的が成り立つため、また

は分析枠組みの構成のためのいくつかの重要な点について述べた。 

 ここまでの論述において、研究目的を解明するための一つの手掛かりが浮上している。

すなわち、従来のオーディエンス研究やマンガ研究が持つ視座から一歩はずして、既存の

研究を豊かにしようとする立場に立ち、個々のマンガ読者のライフストーリーに接近し、

自己と文化、メディアを閉鎖的なものとしてとらえるのではなく、それらを開放的かつ分

散的存在として捉える視座が求められていることである。 

自己について論じる際、従来の社会学的自己論は二つの認識を共通の前提としてきた。

その二つの認識を命題の形で表現するならば、一つは「自己とは他者との関係である」と

いうものであり、もう一つは「自己とは自分自身との関係である」というものである（浅

野，2001）。浅野によれば、こういった関係論的アプローチは、現実のなかで、ある実践

的な課題に関わって浮かび上がってくるような種類の困難に出会うことになる。その実践

的な課題とは、「自分を変える」ということだ。まず、対他関係を変えようとする場合、

人は、「自己を変えるためには関係を変えなければならないが、関係を変えるためには自

己を変えなければならない、という奇妙な循環に陥ってしまう」（浅野，2001：147）と

いうことになる。また、対自関係の変化について、浅野は次のように述べている。「そも

そも対自関係を変えようとしているこの自分こそが、その対自関係によって生み出され、

それの上に立って働いているものなのだから、変ろうとしているこの自分がいるかぎり、

古い対自関係がゼロになることはありない」（浅野，2001：152）ということである。す

なわち、従来の社会学的自己論に沿って考察するならば、自己変化を捉えることは、循環

に陥り、結論に接近できない状態になりがちである。 

従来の社会学的自己論に基づき、浅野（2001）は社会学的視座に、臨床心理学の知見

を導入し、物語論的アプローチで自己変化を理解しようとし、新たな自己論、すなわち自

己物語論を提案している。 

 前述のように、自己に注目する際、本論は、ある意識や行動を個人の人生の一連の出来

事において捉え、または個人に与える文化/メディアの影響を日常生活という文脈で把握
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することを求めている。さらに、絶えず変化している環境において、文化/メディアの影

響はどう変化していくかという問題を究明したい。それによって、「マンガが読者の自己

形成に与える影響」を考察するための理論枠組みを構築する際、本章においては、まず、

自己の作り上げと自己変化に関して、新しい示唆を提示している浅野智彦の自己物語論を

概観する。また、浅野の議論において詳述されていない、自己形成の内部および自己形成

と文化/メディアとの関係性について考察するための手掛かりを提供している文化心理学

の知見を導入する。最後は、その二つの理論から得る示唆に基づき、第三章の分析・考察

に適用できる「分散的自己の物語的形成」という理論枠組みを構成し、「マンガが読者の

自己形成に与える影響」に関する仮説を設定する。 

 

第一節 自己物語論 

 

 浅野（2001）は、それまでの社会学的自己論・自我論の論説を整理し、そこに存在し

ているひとつの問題を発見している。彼は、従来の社会学的自己論の視点を、以下のよう

にまとめている。 

 

 これまで社会学は「自己」、「自我」や「私」という現象を他者との相互行為（社会関係）のなかで産

み出されてくるものと考えてきた。すなわち「自己」「私」は、単独の孤立した状態で誕生するのではな

く、他者とのさまざまなやりとりの中で初めて成り立つものと考えるのである。（中略）互いにやりとり

を繰り返す中で他者が返してくる諸々の反応は「私」を映し出す鏡なのであり、これを手がかりにして

人は自分が何者であるのか、何者であるべきなのか、また何者であることを望むかを知り、それにした

がって自分自身をコントロールすることを学ぶのだ、というわけである。（浅野,2001,25） 

 

 すなわち、このような「関係論的自己論」が指摘しているのは、他者・社会に向けて自

己を語るという行為が、他者との相互行為のなかで「自己」を形成していくプロセスであ

るということである。この視点から考えるならば、自己は他者との関係のなかで生み出さ

れているのだから、他者との関係性を変えるならば、自己も変わるということになるだろ

う。浅野はそれまでのいくつかの議論を並べて、「これらの議論はみな、多かれ少なかれ

関係が変われば自己も変わる、だから自己とは変わりやすいものだという主旨の主張をし

てきた」と指摘している。 
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 しかし、実際、今日の高度消費社会に見られる多様なサイコセラピーの流行やさまざま

な自己啓発マニュアルの流通といった状況から考えれば、自己を変えたいのに簡単に変わ

れないということを体験している人々は少なくないだろう。そういった現実には、従来の

社会学的自己論の主張との間のズレが現れている。 

 このことを解決するため、浅野は、物語論的アプローチから自己へ接近しようとしてい

る。彼は家族療法の物語論的展開の流れを整理し、「語り得ないもの」というところに物

語の書き換えの可能性を求めている臨床療法から得る知見を、社会学的自己論に持ち込も

うとしている。 

 以下は、浅野が提案している自己論を「自己物語論」と呼び、その視点における二つの

重要な点について説明する。 

 

1. 自己は自分自身について物語ることを通して産み出される 

 まず、自己に関して、常識的に、それは自らの多様な行為と体験が帰属させられるある

中心のようなものとして考えられる。しかし、このようなまとまりや整合性が決して自

然・必然に生まれてくるものではないと、浅野は主張している。自己物語と自己の形成に

ついて、浅野は以下のように述べている。 

 

 それ（筆者注：自己）は、一定の視角から行為や体験を取捨選択し、かつそれらを一定の筋に沿って

配列していくことによってはじめて産み出されるものである。したがって、自己が「中心」であるのは、

その人の持つ無数のエピソードが首尾よく選択、配列されている限りにおいてのことであるといえる。

実際、自分自身が何者であるのかを説明しようとするなら、人は自分自身の人生のエピソードのあるも

のだけを選びだし（他のものを捨て）、それをある筋に沿って紡ぎ合わせていくほかあるまい。（浅

野,2001,5） 

 

 すなわち、物語化の過程を通じて、自己というものが現れてくる。この過程において選

択や配列が必要であるため、何かの要素（エピソードや行動など）への偏りや何らかの歪

みがときに存在する。この現象について、バイアス（原作者注：すなわち選択・配列過程）

そのものが自己そのものであると考えるべきであると、浅野は指摘している。 

 また、自己物語は、必ずしも明示的に語られたものだけには限定されていない。人間は

日常において、常に無意識的に自己イメージを抱き、それに基づいて行動・思考している。
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この自己イメージは、自分自身のなかで（または自分自身に向かって）、絶えずに自己物

語をかたり続けていることによって維持されている。つまり、「自己とは、絶え間なく続

く『心の中のおしゃべり』によって産み出され、支えられているのである」（浅野,2001,7）。 

 自己物語について考察する際、「物語」という言葉の意味を限定しなければならない。

浅野は彼の論稿において明確な「定義」を提示していないが、三つの特徴を抽出すること

によって、「物語」の含意を示している。A) 物語は、視点を二重化させるような語りで

ある。つまり、語り手の視点のみならず、語られた物語の登場人物が持つもうひとつの視

点も、物語る行為を通じて創出されている。その場合、他者に向かって物語る自己が存在

している世界と、物語られる世界という二つの世界は並存している。B) 物語は、諸出来

事を時間軸に沿って構造化する語りである。しかし、二つの世界にある出来事の流れの構

造は、同一なものではない。物語られた世界は、意味と方向性を持った時間的流れを産み

出す。それに対し、自分自身についての物語は、その結末部分において今ここにある自分

（浅野注：物語を語っている自分）に説得的なやり方で到達する必要がある。したがって、

自己が自分自身について物語る際、必ず結末から逆算された形で選択・配列される。それ

は当然、語られたものがもつ時間的順序とは異なる構造であろう。C) 物語は、本質的に

他者に向けられた語りである。浅野によれば、物語は「納得のいく」ものであり、そこに

必ず他者の存在が含意されている。他者は、自己物語のさまざまな側面に浸透し、他者な

くして自分についての語りに一貫性を与えることは難しくなる。上述の三点によって、「物

語」という言葉が特徴付けられている。 

 さらに、自己物語は二重の正当性を獲得しなければならない。第一に、他者を納得させ

ることによって、語られた自分ははじめて他者との間で共有された現実となり、自己は聞

き手と同じ道徳共同体へ所属することになる。第二に、他者に対して、自己物語を語るた

めの権力の正当化が必要である。その際、そういった正当化を提供できる制度的文脈にお

いて、人は自分自身について語り、自分自身を共有された現実を作り上げていく。 

 

2. 「語り得なさ」と自己変化 

 浅野が主張している二つ目の点は、「自己物語は物語り得ないものを前提にし、かつそ

れを隠蔽するものである」ということである。「語り得ない」ものは、自己物語のなかに

現れてくるようなものであり、自己物語が達成しようとする一貫性や完結性を内側からつ

き崩してしまうようなものである。浅野によれば、「どれほど首尾一貫しているように見
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える自己物語にも必ずこのような『語り得なさ』がはらまれており、これを隠蔽し、見え

なくすることによってはじめて一貫した自己同一性が産み出される」（浅野,2001,15）。 

 「語り得ないもの」の存在こそは、前述した「自己の変わりやすさ/変わりにくさ」に

ついて考える際の手がかりとなっている。物語療法の知見を参照しながら、浅野は自己変

化の要因を「語り得ないもの」に求めている。すなわち、自己物語論によれば、自己が自

己物語によって産み出されるならば、自己物語を書き換えれば、自己そのものも変化して

くるのである。そもそも、自己物語は完全に閉鎖・固定されている存在ではないため、自

己物語の書き換えも可能である。その可能性を提供しているのは、自己物語がはらんでい

る「語り得ないもの」であり、したがって、自己物語を語り直し・書き直して、不確定・

未決定なもの（＝語り得ないもの）をあらわにし、活性化させることによって、自己も変

化していく。当然、このような語り得なさは通常よく隠蔽されているので、書き換えにく

いこともある。つまり、自己変化のカギは、隠蔽の解除にはらまれていると考えられる。 

 物語療法の「脱構築」というアプローチの言葉を借りれば、他者あるいは社会の好みに

合わせるような形で語られる自己物語は「ドミナント・ストーリー」と呼ばれている。そ

の存在によって、他者・社会の側にとって意味のある出来事や経験のほうに光が当てられ、

本人にとって重要な出来事・経験がときに物語の外部に取り残される。この場合、自己物

語と「生きられた経験」との間のズレは大きくなってしまい、本人は苦しみを体験するこ

とになる。苦痛を解除するため、既存の自己物語を書き換える必要がある。そこで、ドミ

ナント・ストーリーの外部に取り残されたもの（=語り得ないもの）は、自己物語の書き

換えのカギとなっている。脱構築的アプローチは、このような部分に光を当てることでド

ミナント・ストーリーの一貫性や全体性、包括性に亀裂をいれ、そこを梃子にして物語の

変化を引き起こすということを求めている。このような精神療法の知見は、浅野の論説に

よって一般化されている――「語り得ないもの」を梃子にし、自己物語を語り直し・書き

直しすることによって、自己変化が起きるのである。また、そういった「語り得ないもの」

の浮上が自己物語の現場に現れていると、浅野は指摘している。 

 最後に、浅野が彼の論稿に引用したペギー・ペン（1998）が報告している事例を紹介

する。この物語療法の事例は、自己変化の特徴をよく表す事例だと思われる。 

 クライアントの夫婦は、愛し合っているにもかかわらず関係がうまくいかないと悩んで

いる。そのことで、彼らはペンのところに訪れた。何度かの面接を通して、その夫婦は二

人とも幼い頃に親から虐待されたことがあるとわかってきた。続いてペンは、その虐待体
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験についての考えを率直に伝える手紙を親にあてて書いてみるようにアドバイスした（そ

れは実際に投函する手紙ではない）。しかし、妻のほうは、その手紙を書こうと思う際、

かつてレイプされた経験がよみがえってきたことによって、体が硬直し、手紙を書くこと

ができなかった。ペンはそのことを聞いて、妻が抱いた自己否定の感覚（「レイプにあっ

たのは自分が悪いのだ、自分に責任があるのだ」という感覚）がレイプされた経験を語り

得ないものにしてしまうのではないかと推測した。次の面接に、ペンはそのことに関して、

「もしレイプの場面にジョー（夫）がいたとしたら彼はどんなふうに相手（加害者）を退

けてくれただろうか」と尋ねた。その答えを書きとめ、何度も声に出して読み返すことに

よって、しだいに彼女の身体の硬直は緩和していった。（ペン,1998;浅野,2001） 

 このケースでは、語り得ないもの（=レイプされた経験）を発見して、手紙や想像的他

者（夫や親）への対話（相手が実在する対話ではない）を通して、彼女の自己物語が書き

換えられるということが見て取れる。 

 以上、浅野が論じている自己物語論の二つの要点、すなわち「自己を物語ることによっ

て自己が産み出される」こと、および「自己物語は物語り得ないものを前提にし、またそ

れを隠蔽するものである」ということについて概観してきた。 

浅野の理論は、自己形成を物語論的に理解する視座と、自己変化を考察する手掛かりを

提供しているが、自己形成を内側から捉える視座、および自己と文化/メディアを開放的

かつ分散的に捉える視座を備えていない。自己物語の編成を人生の内部から考察し、また

は自己と文化との関係性を開放的かつ分散的に把握するため、もう一つの理論を導入する

必要がある。 

 

第二節 文化心理学的自己論 

 

自己の意識、行動および生きている環境を考察するための科学としては、心理学がある。

現代心理学は、人がいかなる環境にあるとき、いかなる意識をもち、いかに行動するかに

関する条件発生的研究を通じ、具体的人間生活についての科学的理解を目指している領域

である（甲村，1990）。人間の「行為‐関係過程」を対象とする社会学（見田宗介ほか，

1994）に対して、心理学は自己の内部における諸要素と諸関係を考察するための枠組み

を提示している。 

 しかし、こういった枠組みにおいて、自己と文化を開放的に捉える際、困難がある。す
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なわち、文化の問題を考える心理学者は従来、心理的プロセスそのものと文化的内容物を

二分する（筆者注：たとえば、比較文化心理学）ことが常だった（北山忍，1997）。北山

によれば、このようなアプローチからすると、基礎的な心のプロセスは、人類に普遍的だ

が、その現れ方が文化にある刺激に応じて異なっていると考える。つまり、心性普遍性と

いうものが認められている。しかし、こういったアプローチの妥当性は、多文化的事柄が

多く見られる今日において疑われつつある。心的プロセスが多文化や多民族により異なる

という可能性が見直される現在、文化心理学の学者たちは、自己と文化の二分法を考え直

し、心性の普遍性に代わる新たな理論的枠組みの構成を求めている。 

文化心理学的アプローチは、自己を作り上げるさまざまな心のプロセスを、人が社会

的・集団的場に参加し、そこにかかわることより作り上げられていくものであるとして捉

えようとすると、北山が指摘している。その見方からすると、「心は、文化に生きること

により成り立ち、さらに、そのような心を持った人がその文化を生きることを可能にして

いる」（北山，1997，22）。それは、「文化と心とは、相互に取り込み合い、いわばお互い

がチューニングしあい、相互に維持し、ある一定の均衡を保ちつつ、同時に、恒常的に矛

盾、コンフリクトを内包し、このようにしてともに変容していく」ということを認めてい

る。 

 このように、文化心理学の見方は、自己/文化の二分法を越え、文化環境における自己

形成を究明する開放的視座を示している。しかし、北山たちが提唱している文化心理学の

視座には、今日の文化状況に適用できない側面がある。北山の論説を借りるならば、文化

心理学では、当該の文化そのものの民族誌的理解に根差した研究が求められている。すな

わち、従来の文化心理学者は、「当該文化」、つまり、主にある文化の影響を受けている個々

人のかたまりとしてのある文化集団を研究対象としている。 

多文化的状況が劇的に進展している現在、自己は、多様な文化を多様なかたちで取り込

んでいるということが考えられる。マンガ読者の場合も、出身国の文化（たとえば、日本

文化、中国文化）や、伝統文化、サブカルチャー（たとえば、マンガ文化）、ある年齢層

の文化（たとえば、若者文化）、外国から伝来されている文化など、多様な文化が自己と

関わっている。読者たちが利用しているメディアも、本、CD-ROM、テレビ、インター

ネット、携帯電話などを含んでいる。このような多文化やマルチメディアが発展している

状況において、対応できる新たな理論が求められている。 

 ここでは、フバート J.M.ハーマンスの「対話的自己論」を導入したい。その視点は、



 

25 

 

「自己に包含される文化」と「文化に包含される自己」を認める「分散的自己」という視

座を提案し、自己と文化を開放的かつ分散的に捉え、自己内部の変動を究明しようとして

いる。自己/文化の二分法とある文化集団について研究する従来の文化心理学と異なり、

ハーマンスは文化心理学が提唱している自己と文化についての非二分法的見方を、グロー

バリゼーションの進展がもたらす多文化状況に対する研究に持ち込んでいる。 

 

第三節 フバート J.M.ハーマンスの「対話的自己論」14 

 

 物語‐心理学および物語‐精神療法といった領域の最先端に立つ研究者として、フバー

ト J.M.ハーマンス（Hermans,1999,2001,2007）は今日におけるグローバリゼーション

の劇的な進展に注目し、それを背景とした自己形成の新たな特徴を把握しようとするため、

「文化に包含される自己」と「自己に包含される文化」を認める分散的な自己論/文化論

を主張し、「対話的自己（dialogical self）」という概念を提案している。 

 「対話的自己」を理解するため、ハーマンスのこういった自己論を啓発した、ウィリア

ム・ジェームズ（1890=1992）の自己論とミハイル・バフチン（1929=1995）の多声的

小説論を見ておきたい。 

 ジェームズは、20 世紀の心理学的自己論の展開にとっての豊かな基礎を提供している

（Hermans,2001）。彼は「I」と「Me」を区別し、それらのいずれも「自己」の一部で

あると述べている。ジェームズの自己論によれば、「I」は「認識する自己（self-as-knower）」

であり、それは連続性（continuity）、特殊性（distinctness）、決断力（volition）によっ

て特徴付けられている。それに対し、「Me」は「認識される自己（self-as-known）」であ

り、それが、「自己」に所属していると経験的に判断される諸要素によって形成される。

そして、「Me」と「Mine」との間には、次第に移り変わる過程が存在し、経験的な自己

が、「彼の…/彼女の…」と呼ばれるすべてのものによって形成されていると、ジェームズ

は指摘している。つまり、「彼の手」や「彼の精神力」などのみならず、「彼の家」や、「彼

の友人」、「彼の敵」までも「彼」の「自己」の一部になる。そういった「自己」に対する

認識によって、「自己」という存在の範囲はそれまでの心身二元論によって認識されてき

たものを越えて、「自己」の存在している環境までに拡張している。このように、ジェー

                                                   
14 「対話的自己論」は、臨床精神療法にも応用されている。それはハーマンスの理論において重要な部

分であるが、本論の展開とは緊密なつながりを持たないため、ここでは、精神療法に関する論述の紹

介を割愛する。精神療法に関しては、Hermans,1999 を参照されたい。 
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ムズは統一的かつ多様な自己に注目し、自己の内的社会性をも重視している。ハーマンス

が述べているように、ジェームズのこういった自己論は、「対抗と対立、交渉が分散的か

つ多声的自己の一部として存在している（Hermans,2001）」という理論展開の可能性を

開いている。  

 ハーマンスの自己論に貢献しているもうひとつの理論は、バフチンの多声的小説論であ

る。彼は、『ドストエフスキーの詩学』（Bakhtin, 1929=1995）という著作において、ド

ストエフスキーの小説の特徴について論じている。その論説によれば、ドストエフスキー

は一種の新しい芸術的思想、つまり「多声的小説」と呼ばれるものを創出している。ドス

トエフスキーの小説を構成しているのは、対話的関係性に関わっている登場人物たちであ

り、それらの人物たちによって、独立的かつお互いに対立している数多くの観点が具象化

されている。各人物の認識や行動は、各人の認知様式に従っていると感じられ、それらの

人物と彼らの持つ観点が、作者の芸術的視点によって創作された受動的な存在であると思

われない。すなわち、ひとつの作品において、多様な人物や人物の運命が、作者の個人的

な知覚に組織されるひとつの受動的な世界に統合されるのではなく、そこには、複数の知

覚や世界が存在している。バフチンは、このような小説の革新が多声音楽と同じ構造を持

っていると述べ、多声的小説という概念を提示している。こういった「多声的」な構造に

おいて、いくつかの要素が見られる。すなわち、複数の声と、声間の相互関係（対立、対

抗、交渉、妥協など）、発声する人物、人物間の立場の空間的差異、および人物間の対話

的関係性である。これらの要素の組み合わせは、ハーマンスの「自己」図式の基礎となっ

ている。 

 上述の二つの知見に啓発され、ハーマンスは、分散的自己と分散的文化という二つの概

念に注目し、「対話的自己」という概念を提案している。ハーマンスによれば、自己と文

化は数多くの多様な「ポジション」と関わり、それらのポジションの間に、対話的関係性

が発展できるという。この観点から考えるならば、従来の本質主義的自己論や文化論とは

異なり、「文化に包含される自己」や「自己に包含される文化」や分散的自己/文化などの

概念に関連する研究の可能性が示されている。 

 以下は、「対話的自己論」におけるいくつかの重要な概念や特徴について説明する。 

 

1. 自己空間（Self Space） 

 ハーマンスによれば、自己は、相関的かつ自主的「自己ポジションズ（I-positions）」

http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ドストエフスキー
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の活発な多様性に基づいて定義されている。こういった分散的かつ多様な自己ポジション

の特徴は、バフチンが提示している多声的小説における登場人物に類似している。すなわ

ち、自己という空間にいて、複数のポジションが存在し、それらのポジションが、自らの

空間的位置を持っている。また、ポジション間には、対話的関係性が存在している。 

 ここで「自己空間」と呼ばれるものは、実在の空間範囲ではなく、想像的な空間である。

そして「自己（I）」は、自己空間において、あるポジションから、ほかのポジションに移

動する能力をもっている。通常、そのような移動は、状況や時間的な変化によって起きる

という。たとえば、ある実在の対話や想像の対話において、「私」の「自己」は、「自分の

ポジション」と「相手（実在の相手/想像の相手）」との間に動くことができる。このよう

な想像的な対話が生じる場合、「自己」は、想像的に、各ポジションに「声」を付与する

能力を持ち、それによって、ポジション間の対話的関係性が成り立っている。当然、対話

はバーバル的なものだけではなく、ノン・バーバル的なかたちもある。 

 また、各ポジションは、ある位置を持っているが、それが不変な位置ではない。状況や

時間的な変化に伴って、各ポジションの位置が変化したり、新しいポジションが生成した

り、既存のポジションが退去・消滅したりすることも十分あり得る。こういった自己空間

とポジションとの関係性は、図 1 で示されている。 

 ハーマンスは、図 1 を用いて、上述のような自己空間とそこにあるポジションを描き、

多声的自己（A-multivoiced-self）というモデルを提案している。 

図 1 多声的自己におけるポジションズ（Hermans, 2001, 253, Figure 1） 
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 図 1 が示しているように、「自己」は、「内的自己」と「外的自己」によって構成され

ている。また、自己とその外部は、多様なポジションによって構成されている。内的自己

とは、自分の一部と感じられる自己（たとえば、母親としての自己、学生としての自己、

あるいは楽観主義者としての自己）である。それに対し、外的自己は、環境の一部と感じ

られる自己（たとえば、自分の子ども、自分の指導教員、あるいは自分の敵）である。内

的自己も、外的自己も、ハーマンスの論説によれば、自己ポジションとみなされ、自己空

間の一部として存在している。 

 図 1 に呈示される空間における二つの同心円は、浸透性を持つ。状況と時間の変化に

よって、外部のポジションは自己空間に入る可能性があり、外的自己におけるポジション

は内的自己の空間に入る可能性も十分ある。また、諸ポジションは孤立的な存在ではなく、

個体は、定位の活発な過程に関連し、その過程において、諸ポジションの協働や競争があ

る具体的な状況において発展するという。 

 大きな点が示しているのは、ある時点において、一部の内的ポジションと外的ポジショ

ンは、活発な対話的過程で相関していることである。たとえば、私はある友人と好きなマ

ンガについて話すとき、彼女<＝外的自己>のマンガという趣味に関連する諸ポジション/

声と、マンガ愛好者としての私<＝内的自己>という空間におけるマンガに関する諸ポジ

ション/声との間には、対話的関係ができ、その対話的過程において、これらのポジショ

ンが活発化している。この際、ポジションの活発化している部分は、私の自己空間におけ

る、主な動きが発生している部分である。 

 小さい点が示しているのは、「自己」の一部として、到達可能なポジションである。そ

の他のポジションは、自己空間から離れて存在し、状況や時間の変化が起こらないかぎり、

「自己」が簡単に（意識的に）それらのポジションに気付くことができない。しかし、可

能なポジションとして、そういうポジションは、ある時点に起こる状況や時間の変化によ

って、自己空間に入る可能性がある。その際、一連の外的ポジションと内的ポジションは、

発展的自己の一部として導入される（たとえば、私は中学校に入って、ある教師の学生に

なる。その場合、「○○先生の学生」という内的ポジションが生成し、同時に、「○○先生」

というポジションが外的ポジションとして、外部から私の自己空間に入る）。さらに、状

況と時間の変化によって、あるポジションの退去、消失、および再侵入が可能であり、新

しいポジションの生成も可能である。一言でいうと、図 1 における点は、変動的ポジシ

ョンである。諸ポジションの変動とそれらの相互作用は、環境の変動によって生じる。 
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 また、多くの場合、新しいポジションは既存のポジションの結合に基づいて生成されて

いる。すなわち、劇的な変化が起こらないかぎり、つまり、ポジションの大規模の退去、

侵入が発生していないかぎり、自己空間における諸ポジションの位置はある程度の一貫性

をもっている。さらに、「自己」の到達ポジションの範囲（すなわち、「自己」が自己空間

における諸ポジションの間に動く範囲）が一定のスペースに非厳密に限られている（詳

細：「4 自己定義と対話の排除」）。それによって、ある人の通常の思考や行動には、ある

程度の一貫性や連続性が見られる。 

もうひとつの重要な点は、個々のポジションがバーバルあるいはノン・バーバルのかた

ちで対話して、賛否や対立、対抗、妥協、問答などの対話的関係性に関わり、自己空間に

おけるポジションの総体的な図式を構成しているということである。「自己」は、すなわ

ちこのような空間に動いている。諸ポジションの対話の展開は、「自己」移動の重要な契

機や依拠を提供し、または新しいポジションの生成や既存のポジションの退去をもたらす

かもしれない。たとえば（以下は筆者が作成する事例）、ある男性はよく出張している会

社員（＝内的ポジション）であり、彼には、15 歳の息子がいる。これまで、半分以上の

時間には、妻は一人で息子の面倒を見ている。しかし、今年、息子が高校生になることに

よって、勉強上も生活上も、父親としての自分が息子のことをもっとサポートしなければ

ならないと、彼は思っている。また、妻の体が急に弱くなって、一人で息子の面倒を見る

ことは大変になる。今までのように仕事を続けるか、あるいは家族のために何か変化を求

めるか、このような問題に直面して悩んでいるうち、彼の自己において、いくつかのポジ

ションは活発化している。内的ポジションとして、少なくとも「よく出張する会社員とし

ての自分」、「父親としての自分」、「夫としての自分」がある。外的ポジションとして、少

なくとも「会社」、「妻」、「高校生になる息子」があり、また「いい父親だったら、子ども

をちゃんと育て上げなければならない」、「いい会社員だったら、自分の仕事をちゃんと完

成しなければならない」、「いい夫は、妻の辛さを分担しなければならない」といった集団

的声（詳細：「3『集団的声』と『個人的声』」）を持つポジションもある。そこで、各ポ

ジションが活発な対話的関係性に関わっている。たとえば、仕事関係に関わる各声は、家

庭関係に関わる各声と対立して競争している。「夫としての自分」や「父親としての自分」

は、「いい父親だったら、子どもをちゃんと育て上げなければならない」や「いい夫は、

妻の辛さを分担しなければならない」といった声に賛成している。結局、彼は両親や妻、

会社の先輩に相談して、出張の少ない職位に異動することになっている。すなわち、数多
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くのポジションが対話して、最後に、ひとつの結論が出され、意見の統合に至っている。

言い換えれば、家族状況の変化によって、複数のポジションが活発化することになる。一

連の対話的過程に従って、家族関係に関する諸ポジションが優位を占め、「よく出張する

会社員としての自分」が自己空間から退去し、「いい父親やいい夫を目指している自分」

と「あまり出張しない会社員」という複数の新しいポジションが生成されている。そして

「自己」は、結論が出されるまえの過程において、ある具体的な時点や状況に起こる対話

によって、数多くのポジションの間に動き、最後に、「よく出張している会社員としての

自分」や「失格する父親」などのポジションが、「自己」の移動範囲から退去している（そ

れらがいつか自己空間に再び侵入するかもしれないが、現時点では、「自己」の移動範囲

から退去している）。このように、ポジションズの構成が、個々のポジションの作用より、

自己における複数の過程（Processes）と関連しているという。 

 

 2.  誤解の生起 

 対話の生成に関しては、相互的-心理的過程と内的-心理的過程が同等に重要であり、そ

の二つの心理的過程がある程度で緊密に関連していると、ハーマンスは述べている。ハー

マンスが挙げている事例で説明してみよう。たとえば、私が同僚と議論する場合、議論す

るまえに、私は独自でその議論のいくつかの部分を練習する（当然、そういった想像的な

議論において、同僚が参与しなければならない。すなわち、相手の反応を予期することが

必要である）。それによって、私は、自分の観点を支持する新たな要素や論点を得ること

ができる。実際に同僚と会う際、私はよりよく議論することができる。そこで私が恵まれ

るのは、事前に予期（想像）した対話から得たものである。 

 このように、内的対話と外的対話はかなり入り混じっている。そこで、「想像」と「事

実」を区別することが必要である。なぜなら、「想像的対話」はいつでも「実在的対話」

と一致しているという保証がない。実際、二人がひとつの対話に関わる際、相互作用が起

きる二つの自己空間の間には、共有している空間が限られ、共有できない空間が必ず存在

している（図 2）。それによって、「誤解」が生じやすい。とりわけ、ハーマンスによれば、

文化的要素は、対話的誤解と強く関連している。多文化的状況において、対話的誤解が発

生する可能性が一層高くなっているという。 
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図 2 対話における実在的な二人（Hermans, 2001 256, Figure 1） 

 

A：内的空間の相互共有（例えば：私は自分の一部を知り、それはあなたも知っている部分である。あ

なたはあなた自身の一部を知り、それは私もしっている部分である。そして、そういったことが、私

たちに自明である。） 

B：内的空間の一方的共有（例えば：私は自分の一部を知り、それはあなたも知っている部分である。） 

C：外的空間の共有（例えば：あなたと私は、同じ趣味を持つ） 

D：共有していない内的空間（例えば：私は自分の一部を知り、それはあなたの知らない部分である。） 

E：共有していない外的空間（例えば：私はこの世界のあることを知っているが、あなたはそれを知っ

ていない。） 

 

3. 「集団的声」と「個人的声」 

 図 1 に示される自己空間において、「個人」の声のみならず、「集団的声」（「社会的声」）

も存在して、状況によって対話に関わることも可能である。前述の「よく出張していた父

親」の事例を見れば、「いい父親だったら、子どもをちゃんと育て上げなければならない」

や「いい会社員だったら、自分の仕事をちゃんと完成しなければならない」などの一般的

な認識のようなものは、ハーマンスがいう「集団的声」に当たる。 

 集団的声の中心的性質は、それらの声が、対話的関係から生成する意味システムを組織

/拘束しているという点にある。その場合、意味システムが、個人の社会的ポジションと
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個体的ポジションとの間にある、緊張感が満ちる範囲において、構成されていると、ハー

マンスは指摘している。 

 ここで注意しなければならないのは、このような「集団的声」も、自己空間にあるとい

うことである。すなわち、ハーマンスの自己論によれば、「集団的声」も「分散的自己」

の一部である。 

 また、個人が所属している集団や社会の声がその人の自己空間に入れるように、個人が

所属している文化/メディアの声も、自己空間に存在し得る。しかし、その場合、外的声

がどこまで自己空間に入れるか、自己がその声をどのように読み取って受け入れるのかは、

個体によって異なるだろう。言い換えれば、集団的声のみならず、外部から自己空間に入

るポジションに、どのような声を付与するかということは、状況や、時間、個体としての

歴史によって異なると考えられる。 

 

4. 自己定義と対話の排除 

 これまでは、ハーマンスが提示している分散的かつ対話的自己の構造に関するいくつか

の重要な点を整理してきた。当然、「分散」ということばを用いて「自己」を形容しても、

「自己」は決してばらばらなポジションの総体ではない。 

 ハーマンス（1999）は、「意味構築としての自己物語（self-narrative as meaning 

construction）」という論文において、対話的自己という概念を、精神療法における物語

分析法に導入している。その論文において、ハーマンスは「殺人犯を夢見る」という事例

について、分析を行っている。ここでは、結論（詳しい論説：Hermans,1999,1206-1210）

における自己形成に関する部分に注目したい（精神療法に関する部分を割愛する）。 

 まず、特定のポジション、とりわけ自己にとってうといポジションや恐ろしいポジショ

ンが自己空間に入るならば、それらのポジションが抑制されたり、自己定義（self 

definition）から切り離されたりする可能性がある。実際、明確な境界線（それが自衛的

な機能を持つかもしれない）は、高度に集中しているあるポジションの周りに描かれてい

る。それによって、ほかのポジションとの対話的相互関係が排除されている。逆に、より

うといポジションを多声的自己の一部であると認めることを通じて、「自己」が拡張され

れば、「自己－非自己」の境界線の拡張も、より分散的な性質をもつ多声的自己を認める。 

 また、自己ポジションそのもの、および自己の位置づけ・再位置づけは、自己における

統一性と多様性の共存を認めている。多様な声の一貫性（coherence）と統一性(unity)は、
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自己によって示されている。自己は、分散的なポジションの間において、連続性を保持し

ている。さらに、自己は、ポジションの間に移動し、特定のポジション間の対話を認めて

いる。こういった自己による対話的動きがあるからこそ、健康な個体（healthy individual 

筆者注：健康な精神状態を保つ個人）の自己の断片化は排除される。 

 すなわち、自己の位置づけと動きは、自己定義と関わっている。自己定義のプロセスに

おける自己の機能は、個体の一貫性や統一性を保持するため、（主に無意識なレベルで）

対話的関係を管理することにある。特定のポジション間の対話を認可、あるいは排除する

ことによって、分散的ポジションで構築されている自己空間の統一性を維持している。も

し、こういった統一性が部分的あるいは完全に潰れるならば、個体の精神状態が混乱的な

いし不健康な状態になる可能性が十分あるだろう。 

 

5. 不確実性（Uncertainty）の生起 

 前述のように、ハーマンスが「対話的自己」という概念を提起する背景には、グローバ

リゼーションの発展がもたらす多文化的状況の一般化がある。また、「意味メカニズム」

としてのメディアは、新たな意味システムの構成を可能にするのみならず、世界中の意味

システムの分化をも促している。それによって、文化の複雑化がいっそう加速されている。 

 こういった多文化的状況の背景にあるグローバリゼーションの加速と技術の進展によ

って、多くの不確実性の生起が起きている。ハーマンス（2001）は、グローバリゼーシ

ョンの加速と技術の進展に巻き込まれる人間の特徴が三つあると指摘している。第一に、

大量な集団や文化に所属していることによって、自己は、高密度をもつポジションズによ

って形成されている。第二に、それらのポジションは比較的異質なものである。第三に、

そういう状況において、自己は、前例のない大きな“ポジション・リープス（position leaps）

15”をしなければならないという。 

 このようなポジションの密度と異質性の増加、およびより大きい“ポジション・リープ

ス”をする可能性の増大が、不確実性という経験の原因のひとつとなっていると、ハーマ

ンスは指摘している。 

 不確実性について、ハーマンスは、それを今後の課題として論じている。彼によれば、

不確実性に関して、まだいくつかの問題が残っている。たとえば、どんな状況において、

人は不確実性を感じるか。そして彼・彼女たちはどのように対応しているか。これらの問

                                                   
15 ポジション・リープスとは、離れたポジションズの間を移動することである。 
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題について、ハーマンスは明確に答えていないが、ひとつの研究の方向性が提示されてい

る。すなわち、不確実性は本来、文化の中心にあるわけではなく、文化の周辺、文化間の

接触区域（contact zones）にあるのである。 

 

 これまでは、ハーマンスが提案している「対話的自己」に関する諸概念、諸特徴につい

て説明してきた。彼によれば、このような対話的関係は、個人が誕生したときから始まっ

たという。そして、個々人が生活している現代社会におけるグローバリゼーションの加速

や、技術、メディアの発展に従って、多文化の状況や自己における意味システムの形成は、

一層複雑になっている。こういった状況にあるからこそ、自己や文化、メディアを開放的

かつ分散的に把握する必要があるのではないだろうか。 

 ハーマンスはわれわれに、このような視座を提供しているが、そこに、また展開の不十

分な部分や未解決な問題が残っている。まず、個人は「自己」について物語るとき（すな

わち、自己定義を行うとき）、どのような基準でポジションを支持/抑制しているか、どの

ような基準で対話を認可/排除しているかという問題がある。第二に、どの程度、どのよ

うな状況や時間の変化が、ポジションの劇的動きをもたらすか。自己は、自己空間におけ

る劇的変化にどう対応するか。第三に、新しいポジションの侵入・生成が起きる場合、自

己は、それに対して、どのように声を付与するか。第四に、どのような状況において、不

確実性が生起するか。そして個々人は不確実性にどう対応するか。ハーマンスの理論には、

少なくとも、この四つの疑問を投ずることができる。これらの疑問を解決するため、新た

な理論枠組みの構成が求められている。 

  

 次節は、自己物語論と対話的自己論の接点（二つの理論の共通点）に基づき、二つの理

論の知見を部分的に組み合わせ、お互いの視点を補充し、新たな理論を抽出することを試

みる。
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第四節 分散的自己の物語的形成――理論枠組みの構成へ 

 

本節では、「分散的自己」という視座を提供する対話的自己論の図式を、社会学的自己

論のひとつの視点、すなわち自己物語論に導入する。その目的は、二つある。第一に、対

話的自己論の図式における未解決の問題を自己物語論の示唆で解決しようとすること。第

二に、現在の自己物語論よりミクロの視点で、自己そのものの構造やそこにおける自己物

語の編成を捉えることである。この新たな視点を、「分散的自己の物語的形成」と呼びた

い。 

 

1.  新しい視点構成の可能性と必要性 

 

 視点を構成するまえに、まずは二つの理論を組み合わせる可能性と必要性を検討しよう。 

 1）前述のように、文化心理学的アプローチと社会学的自己論という視座との間には、

自己に対する共有な認識がある。文化心理学的アプローチは、文化的自己観、すなわち、

ある文化において歴史的に形成され、社会的に共有され自己、あるいは人一般についての

モデル、通念、あるいは、前提に焦点を当てている。その文化的自己観は、社会的表象で

あり、個人的・認知的表象である必要はない（北山，1997）。その点は浅野が提案してい

る社会学的自己物語論とは、共通な前提がある。つまり、社会学的視座からすると、自己

とは、社会的な存在として捉えられ、他者に共有されるものである。そのような自己観も、

個人的・認知的表象より、社会的表象に関心を持っているということである。 

2）二つの理論を同時に導入する際、理論間の接点が要求されている。対話的自己論と

自己物語論の間に、少なくとも、以下の二つの接点がある。 

 まず、両者の「自己」に対する基本的な認識の底には、共通する部分がある。ハーマン

スによれば、自己は、相関的かつ自主的ポジションズの活発な多様性に基づいて定義され

ている。それらのポジションは、特定の状況・時点では、対話的関係性に関わることがあ

る。一方、浅野によれば、自己は、自分自身について物語ることを通して生み出されると

いう。簡単にいうと、対話的自己論も、自己物語論も、語的関係性を通じて、自己が形成

されているということを認めている。さらに、浅野は、自己物語がいつでも「語り得ない

もの」を前提し、かつそれを隠蔽していると指摘している。すなわち、物語の一貫性と連

続性（それが自己の一貫性と連続性でもある）を保持するため、無意識的にいくつかの事

物や出来事を、物語から排除している。それに関して、ハーマンスは、一貫性と統一性を
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維持するため、自己が対話の排除を行うということについて論じている。つまり、自己物

語論が主張している二つの要点（物語による自己形成と「語り得ないもの」の存在）に関

しては、対話的自己論がある程度類似している視点を持っている。 

 また、対話と物語という二つの概念には、共通している部分がある。対話と物語のいず

れの前提にも、語的関係性があり、語り手と聞き手（それが実在の相手であるかどうかは

不問）が必要である。たとえば、ハーマンス（1999）はサービン（1986）の観点を引用

して、ストーリー（物語）の定義について述べている。サービンによれば、ストーリーあ

るいは物語とは、エピソードや、行動、一連の行動を時間的かつ空間的に組織する方法で

ある。それに加えて、「ストーリーが成立すると、語り手と聞き手の存在が仮定できる。

語り手と聞き手との相互作用によって、物語ることがひとつの高度にダイナミックな相互

現象となっている。言い換えれば、物語ることが高度な対話的過程になされている」と、

ハーマンスは述べている。 

 ハーマンスの論説から、二つのことを推知することができる。A) 物語が生じる際、語

り手と聞き手の間に、対話的関係が存在しないとはいえない。むしろ、他者に向けて物語

ることの前提には、対話的関係性がある。B) 物語を創出する際、語り手の自己空間にお

いて、語り手の内的ポジションが想像的な相手（=外的ポジション）と対話しながら、相

手の反応や考え方を推測して、相手の納得できる物語、または連続性をもつ物語を作り出

している。そうすると、対話と物語はそもそも両立できない存在ではない16。さらに、対

話は物語の形成・変化段階においては、不可欠なものだといえるだろう。物語が形成・変

化する際、「自己」は、諸ポジション間に移動し、対話を認可・排除することによって、

一貫性・統一性を持つ自己を維持し、自己と他者が納得できる一貫性・統一性をもつ自己

定義を創出している。すなわち、諸ポジションの対話的関係性と自己の統一性によって、

一貫性・統一性をもつ物語が作り出されている。 

 対話と物語という二つの概念は、論者によってその含意が異なるかもしれない。それに

よって、これからの論をうまく展開するため、本文に用いたい対話と物語の特徴づけをあ

らかじめ提示する。対話の特徴に関しては、浅野が物語療法の会話的アプローチの知見か

らまとめているものを借りたい。すなわち、対話は会話と同じく、二つの側面を持ってい

ると考えられる。一方で、対話とは言葉を用いて意味を産み出すことである。他方で、対

                                                   
16 ハーマンス自身も、精神療法の物語分析に、対話的自己という概念を導入している。 
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話とは他者との相互行為である。また、物語という言葉は、三つの点によって特徴づけら

れている。つまり「視点の二重化」、「出来事の時間的構造化」および「他者への志向」で

ある（浅野,2001）。 

 3）両理論の弁証 

まず、対話的自己論の導入によって、現在の自己物語論よりミクロの視点で、自己その

ものの構造やそこにおける自己物語の編成を捉えることができる。 

 一方、個人のライフストーリーを分析する際、自己の内部と外部状況の関係性を考察す

るならば、質的調査の場で編成される、ナラティブ的（物語的）な性質を持つライフスト

ーリーを理解する物語的なスタンスが必要である。自己物語論こそ、こういった物語的視

座を備えている。 

 さらに、自己物語論の示唆は、対話的自己論の図式における未解決の問題を解決する手

かがりを提供している。 

 対話的自己論の図式における未解決の問題は、①自己がどのような基準で対話を認可/

排除しているのか。②どのような状況や時間の変化が、どの程度、ポジションの劇的動き

をもたらすか。③新しいポジションの侵入・生成が起きる場合、自己はそれに対してどの

ように声を付与するか。④どのような状況において不確実性が生起するか。それに対して

個々人はどう対応するか。 

 本研究は、物語論の「語り得なさ」と自己変化の理論を対話的自己論に導入し、この新

しい視点から質的調査のデータを考察し（第三章）、上述の問題を究明したい。データの

分析は次章に譲るが、ここでは自己物語論から得る問題解決の示唆を説明する。 

①に関しては、浅野によれば、どれほど首尾一貫しているように見える自己物語にも必

ず「語り得なさ」がはらまれており、これを隠蔽することによってはじめて一貫した自己

同一性が産み出される。すなわち、自己を物語る際、個人はできる限り「語り得なさ」を

隠蔽しなければならない。そうしないと、自己物語が達成しようとする一貫性や完結性は

内側からつき崩されてしまう。したがって、自己物語の編成において、編成要素の抑制/

排除が必ず伴っている。すなわち、自己がそのように自己内部の諸要素を管理することを

理解する際、「語り得なさ」という概念は重要な手掛かりとなる。 

 ②と④に関しては、自己変化の理論を用いてこれらの問題を理解したい。すなわち、あ

る状況や時間の変化によって、「語り得ないもの」に光が当たるならば、一貫した自己同

一性が脅かされることになる。その場合、個人の精神的状態において、不確実性が起こり、
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不確実性の緩和が求められる。その際、「語り得ないもの」の浮上を梃子にして、自己物

語が再編成されれば、不確実性の緩和が可能になる。不確実性の生起といい、自己物語の

再編成といい、それらに伴って、自己空間における対話的関係性が変動し、ポジション/

声の劇的動き（たとえば、多くのポジションの侵入・退去・移動など）が起こる。また、

一貫した自己同一性が脅かされる範囲が大きいほど17、ポジションの変動が激しくなるだ

ろう。 

 ③に関しては、自己物語は不変的なものではないが、多くの場合、それの一貫性と完結

性が維持されている。新しいポジションが自己の一貫性を脅かさない場合、声の付与は既

存の一貫した自己物語に基づいて行われる。もし、自己の一貫性を脅かす声（たとえば、

自己の趣味を否定する集団的声）が自己空間に入れば、状況が許す限り、自己はその声の

対話的関係への参加を抑制・排除する。 

 

 以上、二つの理論を組み合わせる可能性、および「文化/メディアが自己に与える影響」

を考察する際、二つの理論を導入して新たな視点を構成する必要性を検討してきた。これ

からは、二つの理論およびその接点に基づき、「分散的自己の物語的形成」という視点を

説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
17 たとえば、個人は時に状況の変化によって、ある物語<たとえば、趣味に関する自己物語>の編成を行

うが、ある状況において、自己の趣味に関する自己物語、恋愛に関する自己物語、家族に関する自己

物語、成長に関する自己物語がすべて「語り得ないもの」の浮上によって脅かされる際、自己は広範

囲の自己物語再編成を行う可能性がある。 
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まず、「自己」という言葉について説明する必要がある。 

自己は、自己を物語る18ことによって産み出されている。こういった「自己」の概念は、

ハーマンスが指摘している、自己空間において諸ポジション間に移動し、諸ポジションに

声を付与している「自己」と同一概念として理解したい。 

 また、本文においては、自己形成のプロセスを自己物語の編成のプロセスとして認識し

ている。 

 こういった「自己」と「自己形成」に対する認識を前提にし、「対話による自己物語の

編成」という視点が形成され、自己形成に関する五つの仮説が設定されている。 

 

2.  対話による自己物語の編成 

 この視点では、ハーマンスが提案している「自己空間」の図式を導入する（第二章・第

一節，図 1 参照）。すなわち、自己とは、一定の想像的空間として認識されている。そこ

には、内的自己のみならず、外的自己も自己の一部として存在している。そういった空間

において、分散的な複数のポジション（I-positions）が存在している。また、自己（それ

は自己物語によって産み出されるものであり、対話的自己論における統一性を持つ自己で

もある）は、諸ポジションに声を付与することができる。それによって、諸ポジション間

には、対話的関係性が生じ得る。 

 当然、自己は、分散的諸ポジションの一貫性・統一性を維持するため、諸ポジション間

の対話的関係性を認可、あるいは排除する能力を持っている。それによって、対話は、一

定の一貫的かつ統一的な範囲で生成して組み合わされていく。それによって、自己におい

て、（変化を引き起こす事態が起こらないかぎり）一貫性と連続性を持つ、ひとりの自分

自身に関する物語が編成され、語り続けられている。 

 自己空間において、自己物語を語り続けることによって、自己イメージが維持され、そ

                                                   
18 自己物語というものは、「対他」と「対自」という二つの性質を同時に持っている（浅野が指摘して

いるように、「自己とは他者との関係である」および「自己とは自分自身との関係である」という二

つの認識は、社会学的自己論における共通な認識である）。浅野によれば、対他関係は物語を通して

自己を産み出し、また対自関係はパラドックスであり、自己物語はそれを前提にすると同時に隠蔽す

るという。対自関係のパラドックスというのは、対自関係と自己とは同時にお互いの成立要件となっ

ているという状態である。それによって、自己物語は、それ自身についての判断を含んでしまうゆえ

に、物語の信頼性が宙吊りにされてしまうことが起こる。結局、他者がその自己物語を受けてくれて、

それに信頼性を付与することによって、対自関係のパラドックスが隠蔽されている。これからの論述

において、自己が持つ「対自」と「対他」という二つの性質に、考察の重点を置かないが、自己にあ

るこういったパラドックスを前提として認めるということを言っておきたい。 
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して人々は日常の行為のなかで無意識のうちに一定の自己イメージを抱き、それを前提に

して振舞い方を選択することができる。 

 また、他者あるいは社会（それらは自己空間の外的自己とは部分的に重なっているが）

に対し、バーバルあるいはノン・バーバルのかたちで、人が自己物語を語ることによって、

自己は産み出される。さらに、一貫的かつ連続的な自己物語を対他的に語る際、「私」は

他者から自己物語の信頼性を得、自己という存在の正当性を獲得している。 

 さらに、この視点には、以下の 8 点を強調したい。 

1) 自己は自己空間において、移動することができる。想像的対話が発生する場合、自己 

は諸ポジション間に移動し、それらのポジションに声を付与する能力を持つ。それに

よって、諸ポジション間の対話的関係性が成立しうる。 

2) ポジションは不変な存在ではない。環境の変化によって、ポジションの生成、侵入、

移動、退去、消滅、および再侵入は可能である。 

3) 対話の様式に関しては、実在的対話と想像的対話、バーバル的対話とノン・バーバル

的対話のいずれも、対話として認められている。 

4) 自己空間において、内的自己と外的自己が存在するにしたがって、通常、自己に属す

るもの（たとえば、身体や財産など）のみならず、自己と関わる他者や社会の諸要素

も自己の一部になっている。この視点から考えるならば、他者、メディア、および文

化も自己の一部として、または自己物語編成の可能素材として、自己空間に存在して

いる。 

5) 集団的ポジション・社会的ポジションが自己空間に包含されていることによって、社

会的声・集団的声は対話的自己の一部としてみなされて、（自己が認可される範囲で）

自己物語の編成に参与している。 

6) 二つの自己空間の間では、共有できない空間が必ず存在しているゆえ、「想像的対話」

が「実在的対話」と一致している保証はない。その場合、「誤解」を招く。 

7) 自己は分散的自己の統一性と一貫性を維持する能力を持つことによって、通常、自己

の一貫性と統一性を破壊するポジションと、自己物語を編成する、自己定義の中心的

な位置にしめるポジションとの対話の可能性は排除されている。その場合、「危険性」

をもつポジションは、意識されないままに、「語り得ないもの」として存在している。 

8) 自己物語の内側には、「語り得ないもの」が存在している。分散的自己論的に言えば、

それは自己空間に既存するポジションであるが、自己が統一性と一貫性を維持するた
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め、そのポジションは対話的関係性から排除され自己物語の編成から排除されている

ものである。「語り得ないもの」は通常物語ることによって隠蔽されているが、時に

物語る場において、それに光が当たることもある。 

 以上は、新視点の形成というかたちで、対話的自己論と自己物語論をひとつの理論に統

合することを試みてきた。このような視点は、「分散的自己」という視座、および個人の

ナラティブに接近するというスタンスを備えている。 

 こういった理論的視点に基づき、既存の理論枠組み（対話的自己論と自己物語論）に残

されている問題を解決するため、またはマンガ読者の恋愛に関する自己形成を捉えるため、

「個人の自己形成における連続性と変化」をめぐるいくつかの仮説を立てる。 

 

3.  「個人の自己形成における連続性と変化」に関する仮説 

 上述の理論から、諸ポジションの変動とポジション間の相互作用は、状況の変化によっ

て起こるということがわかる。さらに、状況の劇的変化によって、自己空間における激し

い変動が引き起こされる。では、状況のどのような変化が、自己空間における対話や、対

話によって編成・維持される自己物語の変化を引き起こすか。この問いに関しては、自己

における「連続性の維持」と「変化」という二つの状況に分けて、仮説を立てる。 

 

1）「連続性の維持」に関する仮説 

 多くの場合、新しいポジションは既存のポジションの結合に基づいて生成されていると、

ハーマンスは述べている。また、声の付与と対話の認可・排除は、自己の一貫性と統一性

に関連していると考えられる。それらの論説に基づいて、以下の二つの点が分かる。 

 まず、自己は、現時点まで編成・維持されてきた、一貫性と連続性をもつ自己物語に基

づいて、対話的関係性に関与するポジションに声を付与し、または自己物語が断片化され

ないように、自己空間に起こる対話的諸関係を管理する。 

 また、ひとつの認識・知識の領域（たとえば、政治、制度、教育、楽観主義、恋愛、等）

に関するポジションが自己空間に入る場合、そのポジションが自己の一貫性と統一性を脅

かさないかぎり、それを対話的関係性に関わらせ、ないし自己物語編成に参与させること

が十分可能である。ここで、次のように、仮説を提示することができる。 

 仮説 1：外部から自己空間に侵入する情報についての理解（一般的に多くの人々に共有

されている理解）を支える既存のポジション/声（情報・知識・認識など）が存在してい
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ないかぎり、そのポジションに付与される声は、「一般的な理解」から外れる可能性が高

い。 

 

2）「自己変化」に関する仮説 

 自己の変化が起こる事態を捉えるため、「語り得ないもの」と「状況の変化」に焦点を

当て、以下の仮説を立てる。 

 仮説 2：a)ある状況の変化による新しい対話の発生によって、b）「語り得ないもの」に

光が当たる。 

 仮説 3：「語り得ないもの」に光が当たる際、c)不確実性が起きる19。 

 また、「語り得ないもの」に光が当たることによって、自己物語が書き直される過程に

は、少なくとも、ひとつの要件（それが自己変化の正当性を保証することでもある）が要

求されている。すなわち： 

 仮説 4：d)状況が自己物語の再編成を保証してくれる際、e)自己物語は、「語り得ないも

の」の浮上を梃子にして、再編成されていく。それに伴って、f)不確実性が緩和される。 

 d)に関しては、全く新しい環境（すなわち、自己物語を受けてくれてきた他者がほとん

どいない環境）に移住すること、あるいは精神療法を受けること（すなわち、自発的に自

己を変えようとすること）は、その典型的な例になる。 

 仮説 5：最後に、一口に自己物語の編成といっても、それは既存の自己物語を全部消滅

させ、完全な新しいものを編成するわけではない。あくまで、それは、自己物語の一部20

（たとえば、マンガに関する部分、あるいは恋愛に関する部分<以下は、「自己恋愛物語」

と記す>）を書き直すことにすぎない。 

 図 3 は、上述のような自己変化に関する仮説間の連関を示している。 

 

 

 

 

 

                                                   
19 たとえば、前掲の精神療法の事例に見られる“身体の硬直”、あるいは、新しい文化環境に移動する

ときの精神的混乱。後者の事例として、外国に移住している人々の事例だけではなく、あるサブカル

チャーに所属している人が、そのサブカルチャーに対して否定的な感情が表れている環境に移動する

際に感じられる精神的混乱もその事例になる。 
20 浅野の自己物語論によれば、自己物語には、複数の物語が存在している（浅野，2001，14）。 
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図 3 自己変化に関する仮説間の連関 

 

 

 自己変化に関する仮説（仮説2、仮説3、仮説4）間の連関が上図で示されている。すなわち、aはbの前提に

なり、c は bに伴って引き起こされる。bの生起によって eが起こるという過程において、d という条件が必要とな

るのである。また、c によって、e が求められている。e の完成によって、f が達成される。 

 

次章では、マンガが読者の恋愛に関する自己形成に与える影響を明らかにするため、質

的調査のデータ分析をする際、「分散的自己の物語的形成」という視点を導入する。また、

分析と考察をふまえ、仮説の検証を行う。  
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 第三章 マンガと恋愛に関わるライフストーリーに関する質的調査 

 

第一節 調査概要 

 マンガ読者の個々人の人生に接近し、それらの「自己」に、マンガという文化・メディ

アがどのように恋愛に関わる自己形成（物語論的に言えば、それは自己物語の編成でもあ

る）に影響しているかを把握するため、2010 年 12 月から 2011 年 10 月まで、半構造的

聞き取り調査を行った。質問項目は主に対象者のマンガ利用史と恋愛史を中心にして設定

されている。 

 調査データを豊富にするため、調査は日本のみならず、中国においても行った。海外マ

ンガ文化の状況を研究することは、マンガ文化研究全体にとって示唆に富むものである

（たとえば、イー・ヒョンソク，2004）。他国の事例をも考察し、日本人以外の読者たち

の特徴を明らかにすることは、日本文化論的な意味をもつうえ、マンガという文化・メデ

ィアそのものについて客観的に捉える契機を与えるものである。 

 調査は雪玉式サンプリング法を用いて、35 人の対象者（対象者一覧：表 1・表 2）に対

して聞き取り調査を行ってきた。内訳は、日本人 11 名、中国人 24 名である。日本人の

場合、男性 2 名、女性 9 名である。青森県在住者 10 名、群馬県在住者 1 名であり、20

代 7 名、30 代 3 名、50 代 1 名である。全員マンガ愛読者である。中国人の場合、男性 7

名、女性 14 名である。四川省在住者 14 名、広東省在住者 6 名、福建省在住者 1 名、遼

寧省在住者 2 名、湖北省在住者 1 名であり、20 代 20 名、30 代 2 名、50 代 2 名である。

その中には、動漫21を好んでいる/好んでいた対象者が 18 名である。動漫を愛好している

人たちの特徴を客観的に把握するため、動漫を愛好していない 6 人をも対象者にしてい

る。ただ、35 人のなかで、マンガとアニメに完全に接触していない対象者はいない。 

また、マンガの利用状況を考えるならば、マンガとアニメ、ゲームに関わる要素がかな

り混在していることによって、読者のマンガ利用史から、アニメとゲームに関わる要素を

むりやり排除することをしない。分析においては、アニメとゲームに関わる要素が含まれ

ている場合、それらをできるかぎり明記する。

                                                   
21 動漫：中国（大陸）の場合、現代漫画が輸入されたのは、1990 年代初期であった。日本マンガの影響

を受けて、中国内で現代漫画を創作するマンガ家は、2000 年代に入って脚光を浴びるようになった。

現在、日本マンガの輸入とローカル作家の創作は政府の支援によって進行している。こうして発展し

てきた産業は、中国における「動漫産業」である。すなわち、中国において、マンガとアニメを分け

て考えるより、マンガ（漫画）とアニメ（動画）を合わせて「動漫」と名づけている。中国人の日本

マンガ愛読者は、同時に日本アニメを愛好する人が多い。マンガを好んでいる人たちは、自分たちの

ことを「マンガ愛好者」より、「動漫愛好者」と認識している人が少なくない。 
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表 1 日本人対象者一覧表* 

対象者 年齢 性別 出身地 現住地 職業 婚姻状況 

恋愛経験 

（付き合

う経験） 

日本マン

ガ愛読者

であるか 

マンガへ

の没入度

** 

A 21 女 青森県 弘前市 学生 未婚 恋愛中 ○ 高 

B 32 女 青森県 弘前市 マンガ家 未婚 恋愛中 ○ 高 

C 24 女 青森県 青森市 学生 未婚 恋愛中 ○ 中 

D 22 女 青森県 弘前市 学生 未婚 経験ない ○ 中 

E 25 女 秋田県 弘前市 営業 未婚 経験ない ○ 高 

F 32 男 青森県 おいらせ町 公務員 既婚 ―― ○ 高 

G 23 女 秋田県 弘前市 学生 未婚 経験ない ○ 中 

H 30 女 群馬県 弘前市 サービス業 既婚 ―― ○ 中 

I 55 女 群馬県 高崎市 主婦 既婚 ―― ○ 低 

J 29 女 東京都 弘前市 サービス業 未婚 経験ある ○ 中 

K 24 男 青森県 藤崎町 学生 未婚 恋愛中 ○ 中 

＊ 本一覧表は、対象者氏名のアルファベット順によって制作される。 

＊＊没入度の分類基準（以下同じ）： 

低：対象者はマンガを愛読しているが、対象者にとって、マンガを読むことは単純な娯楽である。 

中：マンガは対象者の重要な愛好になっているが、それが唯一の愛好あるいは一番重要な愛好では 

ない。 

高：マンガは対象者にとって、人生の重要な一部になる。対象者はマンガのためにかかる精神力や 

  時間が多い。対象者は、マンガとマンガ文化について、ある程度の研究をしている、あるいは  

    自分から発信している。ほかの対象者より、マンガ事情を詳しく知っている。 
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表 2 中国人対象者一覧表* 

対象者 年齢 性別 現住地 職業 婚姻状況 恋愛経験 
日本語 

能力** 

日本動漫

愛好者で

あるか 

動漫への

没入度 

A' 23 女 遼寧省 学生 未婚 恋愛中 中級 ○ 低 

B' 22 男 四川省 学生 未婚 経験ない 高級 ○ 高 

C' 27 男 広東省 出版 未婚 恋愛中 高級 ○ 中 

D' 51 男 四川省 建築 既婚 ―― ―― × ―― 

E' 28 女 四川省 司法 未婚 経験ない ―― ○ 低 

F' 29 男 四川省 建築 既婚 ―― ―― × ―― 

G' 27 男 広東省 出版 未婚 経験ない 高級 ○ 中 

H' 25 女 四川省 学生 未婚 経験ない 初級 ○ 低 

I' 34 女 広東省 出版 未婚 恋愛中 高級 ○ 高 

J' 29 女 四川省 司法 既婚 ―― ―― ○ 低 

K' 23 女 四川省 学生 未婚 経験ない 高級 ○ 中 

L' 26 男 広東省 出版 未婚 恋愛中 高級 ○ 中 

M' 53 女 四川省 建築 既婚 ―― 中級 × ―― 

N' 25 男 四川省 通信 未婚 経験ある ―― × ―― 

O' 25 女 湖北省 工業 未婚 恋愛中 ―― ○ 中 

P' 26 女 四川省 印刷 未婚 経験ない 初級 ○ 中 

Q' 25 女 四川省 葬儀 未婚 経験ない 初級 ○ 中 

R' 25 女 福建省 出版 未婚 経験ない 中級 ○ 中 

S' 25 女 広東省 出版 未婚 恋愛中 中級 ○ 中 

T' 26 女 四川省 教育 既婚 ―― ―― × ―― 

U' 25 女 四川省 金融 未婚 経験ある 初級 ○ 中 

V' 27 女 遼寧省 金融 未婚 恋愛中 高級 ○ 中 

W' 30 女 広東省 出版 未婚 経験ある 中級 ○ 中 

X' 22 女 四川省 学生 未婚 経験ない ―― × ―― 

＊ 本一覧表は、対象者氏名のピン音のアルファベット順によって制作される。 
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＊＊日本語能力： 

  高級：国際日本語能力試験 1 級合格者、及び 1 級と同様の日本語能力を持つ者 

  中級：国際日本語能力試験 2 級合格者、及び 2 級と同様の日本語能力を持つ者 

初級：国際日本語能力試験 3・4 級合格者、及び 3・4 級と同様の日本語能力を持つ者 

 

 表 1 と表 2 が示しているように、本調査のデータには、性別と世代の偏りが見られる。

すなわち、協力している対象者には、女性と 20 代が著しく多い。とくに日本人対象者の

なかには、男性は 2 名しかいない。世代から見れば、20 代と 30 代の若者が多く、40 代

の対象者がおらず、50 代が 3 名いる。つまり、今回のデータから、性別と世代による自

己形成の差異を読み取ることは困難である。さらに、対象者数が少ないため、データの妥

当性が疑われるだろう。しかし、性別間と世代間の差異を把握できない、または大量なデ

ータを用いて分析できないが、ライフストーリー法では個々の対象者の人生そのものに接

近することができる。調査は対象者のライフストーリーに焦点を当てるため、個々人のマ

ンガ愛好史と恋愛史をより全体的かつ詳細的に捉えることができ、対象者の各人生段階に

おける多様な出来事間の関係性をより横断的に読み取られるだろう。 

 また、現時点（2010 年～2011 年）で収集したデータから得る示唆を用いて、以前のマ

ンガ事情を理解することができるという保証はないが、それが現在のマンガ読者および他

のマンガ事情を把握する際に意義がある。 

 

 第二節では、データ分析を行い、マンガが恋愛に関する自己形成に与える影響を考察し、

第二章に設定されている仮説を検証する。データを理解しようとする際、自己を開放的か

つ分散的に捉えるというスタンスおよび物語論的アプローチを取る。すなわち、自己は文

化やメディアの一部となっている同時に、文化やメディアは分散的自己の一部として存在

している。また、文化とメディアに関わる諸要素は、ほかの要素との対話的相互作用を通

じて、自己物語編成のプロセスに参与している（当然、抑制・排除される可能性もある）。

そして、他者に対して自己物語ることによって、自己というものが産み出されるというこ

とである。 
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第二節 マンガと自己恋愛物語の編成  

 

 聞き取り調査のデータから、マンガと恋愛とのいくつかの関わりが見てとれる。本節は、

対象者の恋愛意識・恋愛行動に影響を及ぼす要因、マンガが自己恋愛物語の編成に与える

影響とその影響に関連する諸要素、および自己変化の生起について考察しながら、第二章

において設定された仮説、すなわち、外部から自己空間に侵入する情報についての理解が

自己空間における既存のポジションの差異によって異なるという仮説（仮説 1）と、自己

変化のプロセスと変化が起こる状況に関する仮説（仮説 2~5）の検証を行う。 

 本調査では、中国と日本の二国のデータを利用する。当初、国家間比較を念頭にデータ

収集を行ったが、分析（第三章）の結論を先どりするならば、二国のデータの間に、際立

った差異が見られなかった。それによって、以下の分析には、比較分析を行わない。ただ、

データから、対象者の自己恋愛物語編成の国家間差異が見られる。たとえば、中国人女性

の対象者は、一定の年齢（20 代後半）になるならば、より「現実性」をもつ条件（たと

えば、「顔が普通」「安定した仕事を持つ人」「本人が優しい」「相手の両親が優しい」など

の条件）を持って恋愛・結婚の相手を選択する人が多い。一方、日本人女性の対象者は相

手を選択する基準について語る際、「二人の関係の平等性」や「お互いに支え合う関係性」

といった二人の関係性について語る傾向がある。しかし、本研究の重点は「マンガが自己

恋愛物語の編成に与える影響」に置いているため、全体的な自己恋愛物語編成における二

国間の比較分析を取り上げない。それによって、以下のデータ分析を行う際、データの国

別分析は行わないこととする。 

  

1. 恋愛意識・恋愛行動に影響を及ぼす要因22
 

 対象者が物語った内容から、自身の恋愛意識・恋愛行動に影響を与えるいくつかの要素

（表 3）が読み取られる。 

 

 

 

 

 

                                                   
22 本文が注目しているのは要因の多様性、およびマンガに関わる要因と他の要因との関係性であるため、

他の要因とそれらの間の関係性を詳しく論じない。 



 

 49 

表 3 対象者の恋愛意識・恋愛行動に影響を及ぼした要因＊ 

 

対象者 年齢 性別 

マンガ・

動漫への

没入度 

マンガにおけ

る恋愛要素へ

の関心を持つ

/持ったか 

恋愛意識・恋愛行動に影響を及ぼした要因 

（左→右：影響を初めて及ぼす時間順） 

A 21 女 高 ○ マンガ 親関係 恋愛経験  

B 32 女 高 ○ マンガ 高校入学+マンガ 恋愛経験 

C 24 女 中 ○ 恋愛経験 

D 22 女 中 × 自分の性格 知人＊＊ 

E 25 女 高 × 母親 小説+マンガ 親関係 卒業 

F 32 男 高 ○ 親関係 

G 23 女 中 ○ 
マンガ 高校入学 同じクラスの男性  

家族関係+マンガ 友人 

H 30 女 中 × 人間関係 家族関係 

I 55 女 低 ○ マンガ 恋愛経験 夫婦生活 

J 29 女 中 ○ マンガ 同級生 卒業 友人 

K 24 男 中 × 知人 自分の人生観 恋愛経験 

A' 23 女 低 ○ 片思い経験 知人 教育環境 恋愛経験 

B' 22 男 高 ○（ゲーム） ゲーム 「好き」という経験 他人の経験 

C' 27 男 中 × 恋愛経験 

D' 51 男 ―― ―― 夫婦生活 

E' 28 女 低 ○ （対象者は語っていない） 

F' 29 男 ―― ―― 恋愛経験 

G' 27 男 中 × あまり恋愛について考えない 「好き」という経験 

H' 25 女 低 × 
家族の性格 家族の婚姻経験 趣味（マンガ+アイ

ドル） 

I' 34 女 高 × 恋愛経験 

J' 29 女 低 ○ マンガ 恋愛経験 父親 成長 
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対象者 年齢 性別 

マンガ・

動漫への

没入度 

マンガにおけ

る恋愛要素へ

の関心を持つ

/持ったか 

恋愛意識・恋愛行動に影響を及ぼした要因 

（左→右：影響を初めて及ぼす時間順） 

L' 26 男 中 × 恋愛経験 

M' 53 女 ―― ―― ドラマ+映画 年齢 

N' 25 男 ―― ―― 人生経験 親関係 

O' 25 女 中 ○ 親関係 知人 

P' 26 女 中 ○ 家族の性格 自由が欲しいという考え 

Q' 25 女 中 ○ マンガ 知人 親関係 年齢 

R' 25 女 中 ○ マンガ 父親の死亡 卒業 

S' 25 女 中 ○ 自分の性格 恋愛経験 

T' 26 女 ―― ―― 韓国ドラマ 結婚対象との出会う 

U' 25 女 中 ○ マンガ 父親 両親の離婚 知人 マンガ 成長 

V' 27 女 中 ○ マンガ 成長 家族の希望 恋愛経験 

W' 30 女 中 × 恋愛経験 

X' 22 女 ―― ―― 人間関係 古典文学+人生経験+親関係 

      

＊本表は対象者の語りから抽出したキーワードによって制作されている。 

＊＊「知人」、「友人」と記入する場合、知人や友人の恋愛経験や恋愛に関する発言を指す。 

 

 表 3 が示しているように、対象者が自分の恋愛史を整理する際、恋愛意識・恋愛行動

に影響を及ぼす要因として、多様な要素が呈示されている。それらの要素において、マン

ガのほかに、環境の変化や、年齢の変化、自分の恋愛経験・その他の人生経験、他人の恋

愛経験・意見、家族（たとえば、家族の性格、特定の家族成員への憧れ、家族成員の恋愛

経験、家族関係、等）、および他のメディア・趣味の影響などの要素が多く見られる。 

 

高校入学以前、マンガが恋愛に関わる自己形成に与える影響 

 

 35 人の対象者（マンガ愛読者 29 名）のなかに、高校入学するまえに、マンガの影響を
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受けたのは 10 人（女性 10 人、男性 0 人）である。事例を見るならば、10 代前半に少女

マンガを読んで、そこから、恋愛の雰囲気、恋愛をしている人々の行動や趣を分かってき

たと語っている対象者がいる。また、一部の女性の対象者によれば、彼女たちは小学校の

頃に少女マンガをたくさん読んで、「かっこいい男性」や「いい相手」を判断する基準が

影響を受けた。それによって、周りの男子を見ると、「かっこよくない」「性格よくない」

「そんな人を好きになれない」と思い、長い間恋愛経験がないという状況に至ったと、彼

女たちが語っている。さらに、Q'さん（女性，25 歳，葬儀業）は、中学生の頃に、マン

ガを読むことに馴染んで、「実際好きな子に告白してから、やっぱり距離感（筆者注：マ

ンガを読む際、読者としての自分が主人公との間に、距離感が感じられることと同じよう

に、Q'さんが好きな人との距離感を享受していた）がなくなって、恋心の面白さもなくな

って、がっかりした…やっぱり、人を好きなモデルもマンガに影響されたかな」と語って

いる。 

 ただ、一部の対象者は、小さい頃に、マンガに描かれている恋愛物語やかっこいい男性

の主人公に憧れたと語っているが、マンガに描写された物語や人物を基準にして好きな人

を決めるという語りはない。 

 要するに、低年齢段階で読んだマンガは、対象者に「少女の恋愛の世界」を見せている。

恋愛に関する実体験がないため、一部の対象者は将来起こりそうな美しい恋愛と完璧な彼

氏に憧れていた（その点に関しては、マンガではなく、ドラマや映画やゲームなども類似

の影響を果たしている）。一部の対象者はマンガの世界から、恋愛の雰囲気・趣を学習し

ていた。 

 

高校入学以降、マンガが恋愛に関わる自己形成に与える影響 

 

 しかし、上述のような「憧れ」や「マンガによって形成した相手を選択する基準」は不

変なものではない。事例を見るならば、高校入学してから、「マンガに描かれた恋愛物語

はうそだ」と意識して、「がっかりした」経験について語っている人がいる。彼女たちが

読んだ少女マンガの設定には、主人公が高校生であるということが多い。このような物語

を読んで、「高校生の恋愛が美しい」と思い込み、実際に高校生になると、高校生活とマ

ンガに描写されているものとが「全然違う」ことを発見して、高校生恋愛についての認識

を修正した。 
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人生経験の積み重ね（たとえば、家族事情、卒業、成長、年齢の増加など）、とりわけ

自分と他者の恋愛経験・婚姻経験の積み重ねによって、対象者たちの恋愛意識・恋愛行動

様式が変わってきた。「憧れ」を抱いた対象者のほぼ全員は、自身の成長に伴って、より

現実的な考え方ができ、「憧れ」の気持ちがどんどんなくなってきた。今でも、昔の少女

マンガを読み返し、そこで描写した恋愛物語を読んでドキドキしている事例が見られるが、

彼女たちは「現実は現実、理想は理想」であると語り、その際、少年少女のドキドキする

恋愛への「憧れ」がただの記号消費になってきた。     

 また、「マンガによって形成した相手を選択する基準」を持った対象者は、一定の年齢

になって、「またそんな男子がいいと思うと、いけない/結婚できない」と考え始め、より

現実性のある恋愛意識を持つことになっている。「距離感を享受していた」Q'さんも、卒

業してから、見合いに参加し、好きな相手に積極的に連絡を取っている。 

 高校入学以降、マンガが恋愛意識・恋愛行動に与える影響を見れば、五つの事例がある

（以下の事例は対象者の完全な恋愛史ではなく、中学校以降の、マンガと関わる恋愛史の

みである）。 

 ・E さん（女性，25 歳，営業職）の事例： 

 E さんは小さい頃から、自分の母親と周りの女性を見て、彼女たちが「誰々ちゃんのお母さん」とし

か見做されていないと思った。しかし、自分の母親は出産する前に、銀行員として働いた経験がある。

少女マンガに描かれた「戦う女性」という女性像に憧れ、「どうして結婚してから自分の戦いをやめるか」

という疑問を持ち、その後、仕事する女性像を描写している小説とマンガを読んで、「結婚しても、働き

続けられる」こと、および「結婚しても、ふたりは対等な立場に立つことができる」といったことを発

見し、現在の恋愛意識に至った。すなわち、結婚しても、仕事を続け、結婚するなら、対等な関係性が

いいという恋愛意識である。実際、現在、E さんが好きな男性がいるが、彼女は恋愛を求めるより、自

分の仕事のために頑張っている。 

 

 ・G さん（女性，23 歳，学生）の事例： 

 高校時代から大学時代にかけて、G さんの妹が夜遊びやタバコ、お酒にはまることによって、親子関

係が緊張した。それから、G さんは穏やかな家族が欲しくなってきた。当時、彼女は『夏目友人帳』と

いうマンガと出会い、そこで描写されている家族関係が自分の理想的な家族関係だと分かった。また、

大学に入って、Gさんは友人の恋愛経験を聞き、それが疲れる経験であると思い、「二人が一緒の部屋に

いて、お互いに別々のことをしても、負担にはならない」という恋愛関係性を求めることになった。自
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分の家族関係を見て、それが反面教師だと思い、マンガに描写される家族関係に憧れ、「自分は恋愛経験

より、穏やかな夫婦関係が欲しい」という恋愛意識に至った。 

 

 ・U'さん（女性，25 歳，金融業）の事例： 

 U'さんは自分の父親のような男性に憧れ、強固な心を持つ人、愛情に対して一心な人、頭のいい人を

求めている。しかし、U'さんの両親は結局離婚した。周りの知り合いの夫婦も離婚したことが多かった。

そのとき、U'さんは『天は赤い川のほとり』を読むことによって、愛情に対して一心であり、お互いを

信頼し、強固な心を持ち、お互いに頑張るというような恋愛関係も存在するということを知り、「私はこ

のような恋愛が欲しい」という恋愛意識に至った。 

 

 以上の 3 つの事例のいずれにおいても、対象者がマンガを読むことによって、自分の

既存の意識が明確にされるということが示されている。すなわち、マンガは対象者の現在

の恋愛意識が形成されるプロセスにおける中心的な要素ではなく、むしろそれが既存の諸

要素を解釈し、既存の意識そのものを明確化させる機能を果たしている。 

 また、他の事例を見れば、マンガおよびほかの趣味（アイドルやお笑い）を愛好するこ

とによって、「恋愛以外の世界が鮮やかだ」と思っている対象者がいる。それによって、

彼女たちは、恋愛より、趣味のほうを求め、恋愛に対する意欲が低い。この場合、マンガ

は恋愛意識を形成する中心的な要素ではなく、対象者の精神力や時間の分配に影響を与え

る一つの要素となっている。 

 「分散的自己の物語的形成」という視点から考えるならば、対象者は聞き取り調査の場

において、今までの恋愛意識・恋愛行動様式の形成を物語っている。それによって、対象

者の恋愛に関わる自己がその場において産み出されている。対象者の自己物語によれば、

彼・彼女たちの恋愛意識・恋愛行動様式の形成に影響を及ぼしたのは多様な要素である。

すなわち、人生において、多様な声/ポジションが自己空間に侵入している。一部の対象

者は、実際に恋愛を体験するまえ、マンガに描写した恋愛物語に惹かれたり、そこで描か

れた恋愛の雰囲気・趣を学習したりしていた。彼女たちにとって、自己空間にはじめて入

った恋愛に関する声（たとえば、理想的な相手がやさしいかつかっこいい男性である。自

分が成長していくと、美しい恋愛を体験できる。あるいは、恋人同士はこんな風に付き合

っている）は、マンガから読み出されたものである。 

 その後、対象者自身の成長や環境の変化に従って、ほかの恋愛に関わる声/ポジション
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も自己空間に入ってきた。それらの声/ポジションにおいて、とくに恋愛認識・恋愛行動

に影響しているのは、実体験であると考えられる。たとえば、マンガっぽい恋愛が高校生

活で起こらないということが発見されると、マンガから得る認識が否定されることがある。

また、恋愛経験などの人生経験の積み重ねに伴って、「友人」、「家族」、「恋人」、「配偶者」

などのポジションが外的自己空間に入り、「その人の友人」、「両親の子ども」、「その人の

恋人」、「その人の配偶者」などのポジションが内的自己空間に入り、友人の声、家族の声、

恋人の声、配偶者の声、メディアの声、社会的声などの多様な声が自己空間に対話しなが

ら、同意や否定、競争などの対話的関係性の発展によって、恋愛意識・恋愛行動様式が形

成される。対象者の現在の恋愛意識・恋愛行動様式を見れば、メディア（マンガを含む）

の声より、実体験によって生起・侵入する声は競争の優位にある。すなわち、実体験に関

わる声によって、マンガに関わる声（たとえば、高校生の美しい恋愛）が対話的関係から

抑制ないし排除されることもある。現在の恋愛認識・恋愛行動に至るプロセスにおいて、

マンガから読み出される要素は中心的な地位を占めていない。対象者は主に、恋愛に関す

る実体験によって生起・侵入する声を用いて、過去の恋愛認識を修正したり補完したりし

てきた。 

 このような対話的関係性が進展することによって、自己は絶えず、対他的あるいは対自

的に、バーバル（たとえば、友人との対話、聞き取りの場での語り）とノン・バーバル（た

とえば、自己空間における対話を通じて、メディアに関する声が抑制され、実体験に関す

る声が強化され既存の自己物語に加えられる）のかたちで、自己物語を語っている。それ

によって、自己が産み出され続ける。 

 以上、自己空間における対話的関係性や自己物語の編成に関わる声は多様であるが、通

常、恋愛に関わる対話的関係性や自己物語の編成において、マンガから読み出される要素

は中心的な位置を占めていない（しかし、個人の恋愛実体験がマンガと関わるならば、マ

ンガから読み出される要素は自己の恋愛物語の編成において、中心的な位置を占める可能

性もあると考えられる）。むしろ実体験に関わる声に比して、マンガに関わる声はより周

辺的な位置にある。この点を前提にして、次は、マンガが自己恋愛物語の編成に与える影

響とその影響に関連する諸要素について考察する。 
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2. マンガが自己恋愛物語の編成に与える影響とその影響に関連する諸要素 

 

 前述のように、マンガが対象者の恋愛意識・恋愛行動に与える影響は、主に以下の三つ

に要約されることができる（しかし、三つの影響がすべての対象者に及ぼされているので

はない）。 

 第一に、マンガは恋愛の世界を対象者に見せている。つまり、対象者の自己空間におけ

る恋愛に関するポジション/声が稀である際、マンガによって、少年少女の美しい恋愛や、

恋愛の雰囲気・趣に関するポジション/声は対象者の自己空間に侵入している。対象者の

実体験の積み重ねによって、前者が自己の恋愛物語編成の周辺に退去していく（あるいは、

記号消費になっていく）が、恋愛の雰囲気・趣は対象者の後日の恋愛経験においても、影

響を与えている。たとえば、V'さん（女性，27 歳，金融業）の語りによれば、彼女は成

長して、はじめて好きな人と付き合った頃、マンガに描かれたデートのシーンや特定の状

況の対応を参照したということである。しかし、注意しなければならないのは、「恋愛世

界」を個人に見せているのは、マンガのみならず、ドラマやゲームも類似している影響を

及ぼしているということである。また、B'さん（男性，22 歳，学生）は小学校の頃から、

ゲームを好んでいる。実際に異性と会う際、どの状況においてどのような振る舞いが適切

なのか、どのように対応すれば面目を失わないのか、といったことを考えるとき、ゲーム

に出ているシーンを参照している。ただ、こういった影響の及ぼす時期がある程度限定さ

れている。さらに、マンガに見せられている「世界」は、恋愛に限らない。 

 第二に、マンガは、対象者の自己空間における既存の諸要素を解釈し、既存の意識を明

確化させる機能を果たしている。すなわち、一部の対象者は、さまざまな実体験（たとえ

ば、環境の変化、恋愛経験の積み重ね、他者との対話など）によって、ある意識を編成し

てきた。マンガの物語によって、対象者は、「これが私の欲しい恋愛/結婚だ」と思い、既

存の意識が解釈され、明確にされている。そのことは、宮台真司らが提案している「関係

性モデル」という概念に類似している。つまり、マンガが提供している「私」や「世界」

に関する諸要素が、読者の自己物語編成のプロセスに吸収され、自己を理解するための図

式・モデルになっている。 

 第三に、自己空間における諸ポジションは、同じ地位に存在しているのではない。全体

的な自己空間において、個人趣味に関わるポジションがより中心的地位にあり、それらの

ポジション間の対話的関係性がより頻繁に活発化するならば、個人は、自分の精神力、時
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間などのより多くの分を趣味のためにかけることになる。その際、恋愛のためにかける精

神力や時間などが少なくなり、恋愛への関心が低くなるかもしれない。 

 さらに、マンガが自己恋愛物語の編成に与える影響は、恋愛意識・恋愛行動に与える影

響に限らない。マンガは、対象者と相手の知り合いの契機、あるいは二人の共通話題の一

つ（ただ、それが一番重要な話題ではないように語られている）になっている。言い換え

れば、マンガは、自分と相手の自己空間が部分的に共有し始める契機になりうる（空間の

共有に関しては、第二章第一節図 2 参照）。そのうえ、マンガという共通話題を持つ対象

者にとって、マンガは自分と相手の自己空間の間の対話的関係が活発化する契機になり、

二つの自己空間の共有できる部分を拡大する契機になる。 

 また、一部の対象者は、恋愛・結婚の相手を選択する際の、「自分のマンガという趣味

を認める」という条件について語っている。つまり、彼女たちにとって、マンガは自己恋

愛物語の展開に関わる非常に重要な要素となっている（恋愛・結婚する際にも、マンガと

いう趣味を放棄しないということについての考察は、「3.自己変化に関する事例分析」参

照）。 

 

 マンガが恋愛に関わる自己形成に与える五つの影響の内容を論じたうえで、これからは、

そういった影響に関係するいくつかのことについて考察する。 

 聞き取り調査のデータから、①マンガにおける恋愛要素への関心の差と、②マンガにお

ける恋愛物語への理解の差、③理想と現実への認識の差、④既存の恋愛意識、⑤マンガへ

の没入度などの、マンガが恋愛に関わる自己形成に与える影響に関連している要素が見ら

れる。 

 ①マンガにおける恋愛要素への関心 

 表 3 が示しているように、対象者のなかに、低年齢段階から、マンガにおける恋愛要

素へ関心を持つ人と持たない人がいる。つまり、さまざまな要因23の複合的影響によって、

人々が持つ恋愛物語への関心が異なっている。関心を持つ点の差異によって、マンガから

読み出されるものも異なっているだろう。表 3 によれば、高校入学前にマンガに描かれ

た恋愛物語に影響された対象者のすべては、当時読んだマンガにおける恋愛要素へ関心を

持った人である。マンガにおける恋愛要素への関心が低い人のほうが、マンガが自己の恋

                                                   
23 たとえば、恋愛心理の発達、成長環境、教育などの多様な要因があると考えられるが、ここでは、そ

れらの要因に議論の重点を置いてないため、その点について論述しない。 
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愛物語の編成に与える影響は少ない。マンガにおける恋愛要素への関心が低いため、マン

ガから読み出されるものにおいて、恋愛に関わる声はより少なく、より周辺的な位置に存

在する。そのため、マンガを読むことによって自己空間に生起・侵入する恋愛に関わるポ

ジション/声がより少数であり、またはより周辺的な位置に存在し、あまり自己物語編成

に関与しない状態にある。 

 ②マンガにおける恋愛物語への理解 

 マンガから読み出されるものは、必ずしもマンガ作者が伝えたいもの、あるいは多くの

読者が読み出しているものと一致していない。なぜなら、人によって、ある物語やある感

情への理解は異なる。明確に、「小さい頃には、恋愛ものをよくわかっていなかった」と

語った対象者がいる。そのうち、一部の対象者はマンガを読む経験における、「大きくな

ってから、昔読んだマンガをもう一度読んだら、こういう話だったかと分かった」という

体験について語っている。たとえば、A さん（女性，21 歳，学生）と B さん（女性，32

歳，マンガ家）によれば、彼女たちは、昔読んだ作品（恋愛を主題とするマンガ）をもう

一度読むと、以前気づいていなかったものを発見し、その物語の意味深さを理解してきた。

また、C さん（女性，24 歳，学生）によれば、彼女は小学校の頃には、恋愛の実体験が

なかったため、少女マンガを読んで、それが面白いと思ったが、そこまではまっていなか

った。「もし、いま同じ作品読めば、好きになるかも」と、彼女が語っている。I さん（女

性，55 歳，主婦）と V'さんの場合、彼女たちは、小学校時代に少女マンガを読んで、そ

れを好きになったが、後に恋愛についての認識が積み重ねられたことで、恋愛への理解の

増加に従って、マンガにおける恋愛物語の面白さをどんどん理解してきた。 

 K さん（男性，24 歳，学生）はマンガを読み始めるまえ、小学校時代に、ゲーム好き

になった。彼が恋愛というものを理解するまえに、ゲームをする際、そのなかの恋愛関係

をすべて他の人間関係と同じものとして認識し、恋愛に関するシーンを恋愛場面としてプ

レーしたことがなかった。 

 典型的な事例として、ここでは B さんの事例を紹介したい。B さんは現在、少女マン

ガ家として活躍している。彼女は、自分の経験のみならず、読者からの手紙から分かるこ

とについても語っている。 
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B さん（女性，32 歳，マンガ家）の事例： 

（以下の内容はインタビューより取られている。筆者：陳；対象者：B） 

 

B：読者さんの手紙とかは、結構な子供な手紙が来るので、例えばこのまえの話とかでも、ネコが出てく

る、タイプなんですけど、「すごい応援しています、うちの猫を見てください」みたいな、あんまり関係

ないみたいな、手紙が来るので、その写真たくさん来るみたいな、嬉しいけど、ありがとうみたいな。 

…… 

陳：年下の読者が理解している物語と、Bさんが描いているものとは、一緒ですか。 

B：まだ、あんまり、そんなに深くは捉えて頂けていないかもと思ったのはあるんですけど。自分も、小

さいときに、マンガ読んでいて、なんとなく楽しいなと思ったものを、年いってから読み返すと、こ

んな深い話だったみたいなことがあるんで、そんな感じで、大事にしてもらえればいいなと思う。 

陳：高校生とか、中学生とか、そのとき、読んだ作品における人間関係とか、ちょっと深い話を完全に

理解することができないですかね。 

B：そうですね、そのときは。 

 

 対象者たちの語りから考えるならば、マンガにおける恋愛要素がそのまま自己空間に入

るのではなく、それが読者自身の読解によって「読み出される恋愛要素」というかたちで

自己空間に侵入している。読者の「読み出す」という行為にとって必要な既存のポジショ

ン/声（恋愛に関する知識・情報・認識など）、すなわち、恋愛についての理解（一般的に

多くの人々に共有している理解）を支えられる既存のポジション/声が欠ける場合、自己

が自己空間に入るポジション（＝恋愛要素）に付与する声が一般的な理解から外れる可能

性がある（＝仮説 1）。また、人のさまざまな経験の積み重ねによって、自己空間におけ

る恋愛に関わるポジション/声が増加し、自分自身の恋愛物語が編成される過程において、

恋愛要素への理解も一般的な理解へ接近していくと考えられる。 

 以上の考察によって、仮説 1 が検証されている。そこから、対象者が低年齢段階で読

んだ恋愛物語は、現在われわれが理解しているものとは一致している保証がないというこ

とが分かる。マンガに描かれた恋愛物語が一見「恋愛もの」であるが、子どもたちは、そ

れが「恋愛もの」であるか、また「恋愛もの」の含意が何かということについては、われ

われのように理解していないかもしれない。人がある事物についての認識において過程が

あるように、恋愛についての理解もそうである。 
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 ③理想と現実への認識の差異 

 ほぼすべての対象者は、自分にとって、「マンガの世界はマンガの世界、現実の世界は

現実の世界」であると述べている。ここでは、分散的自己という概念と用いて、その点を

理解したい。約半数の対象者の語りから、彼・彼女たちのマンガを読むときの好みと現実

における恋愛の希望が異なっているということが読み取られる。たとえば、Iさんの場合、

彼女は結婚した後、あるマンガ（対象者がそのマンガのタイトルを正しく覚えていない）

を読んで、そこに書かれたホストを仕事としている主人公に惹かれ、さまざまな女性と付

き合っている男性が本気に好きな女性、つまりその人の「唯一」かつ「特別」な存在にな

りたいと思った。しかし、マンガを読み終わってから、彼女は現実世界の主婦生活に戻っ

て、家族のために努力してきた。 

 I'さん（女性，34 歳，出版業）の場合、彼女は現実世界において、同性の人を恋愛対象

としている。マンガやアニメを見る際、彼女も女性のキャラクターにより注目しているが、

彼女が交際している相手のタイプ（顔、性格、振る舞いなど）と、彼女がマンガ世界に好

んでいるタイプとは、異なるタイプであることが分かっている。また、B'さんによれば、

彼にとって「ゲームやアニメのなかの、やっぱりすごく外向的、すごく内向的な人が面白

い。けれど、実際に付き合うと、そういう人、無理です」。 

 さらに、小学校の頃に、マンガに描かれた男性に憧れていたが、そのような男性と完全

に異なるタイプの男子を好きになった経験についての語りも見られる。 

 上述の事例から、以下のことが考えられる。マンガに描かれた恋愛物語や人物を理想的

な存在だと認識して憧れたり、あるいはそれらを記号として消費したりする対象者がいる。

彼・彼女たちの自己空間において、「マンガから読み出される要素が存在しているサブ空

間」（以下は「マンガ空間」と記す）があると仮定できる（図 4）。その空間は対象者の日

常生活（＝実体験）の諸要素が動いているサブ空間（以下は「日常空間」と記す）とは、

完全に関連しないとはいえないが、対象者が日常生活に恋愛を体験する際、マンガ空間に

おける諸ポジション/声は日常空間に起きる対話に多く参与していない。逆に、個人がマ

ンガのことや、マンガに基づいて形成された理想的な恋愛について考える際、対話は主に

マンガ空間における声によって進行される。このような自己空間の構造や対話の進展にし

たがって、少なくとも二つの自己の恋愛物語が編み出されている。一つは、マンガを読む

ことによって形成された理想的な恋愛物語であり、もう一つは、日常生活に編成されてい

る恋愛物語である。マンガに関わる恋愛物語が編成されている際、日常空間における声が
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どう参与しているかということはデータから読み取れないが、前述のように、日常の自己

恋愛物語が編成される際、マンガに関わる声がより周辺的な位置にあるということが分か

っている。 

 

図 4 自己空間におけるサブ空間の仮定* 

 

 ＊サブ空間の構造を明確に示すために、ポジションの表示が省略されている。 

 上図では、ハーマンスが提供している自己空間の構造において、「サブ空間」の存在が仮定されている。

つまり、ある主題に関するポジションが主に存在/移動/活発化する範囲を、その主題に関するサブ空間

としてとらえている。自己空間と同じように、各サブ空間において、外部と外的自己、内的自己という

三つの部分がある。さらに、各サブ空間の間に、共有している部分が存在しうる。 

 

 では、なぜ対象者自身は「マンガの世界はマンガの世界、現実の世界は現実の世界」で

あると実感しているのか。それは、異なる状況において、対象者が異なるポジションへ移

動するからである。マンガのことや、マンガに基づいて形成された理想的な恋愛について

考える際、対象者の自己がマンガ空間における「読者」、「第三者」、「マンガ物語の外に立

つ人」（今回のデータから、対象者は「主人公」としてマンガを享受しているという語り

がない）などのポジションに移動することに対し、日常的な恋愛を体験する際、あるいは、

日常的恋愛について語る際、自己が日常空間におけるポジションに移動する。 
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 さらに、対象者が自分の恋愛史について語る際、主に日常生活の恋愛について語ってい

るということから、対象者の自己恋愛物語の編成において、日常（＝実体験）の自己恋愛

物語が中心的位置にあり、マンガなどに基づいて形成されている理想的な自己恋愛物語が

より周辺的な位置にあるということが明らかになる。 

 ④既存の恋愛意識 

 もし、マンガが提供している恋愛に関する情報が、個人の自己空間に既存している恋愛

意識と矛盾しているならば、個人はどうするのか。分析できる事例が二つある。 

 

 X'さん（女性，22 歳，学生）の事例： 

 X'さんは、小学校の頃からいじめられ、人間関係がつらかった経験がある。当時の彼女にとって、恋

愛は考えられないことであった。そのとき、彼女は、少年少女の美しい恋愛を題材としている日本マン

ガを読んで怒り、なぜ自分だけがそんなにひどい目に遭うのかという疑問を抱いて、マンガに描かれた

ものがうそだと考え、マンガを嫌いになった。当時から現在まで、X'さんは二度と日本少女マンガを読

んだことがない。 

 

 X'さんの語りから、マンガへの強い反感が読み取れる。聞き取り調査が行われたときも、

X'さんの表情から、当時読んだ少女マンガへの抵抗感が感じられる。この事例を見れば、

X'さんは少女マンガを読むまえに、人間関係のつらさを経験し、他者への不信を抱いた。

恋愛をするということは、当時の彼女にとっては希望できないものにすぎない。ちょうど

その際、少女マンガによって、美しい恋愛の世界が X'さんに見せられた。それは、彼女

の自己恋愛物語における「自分にとって、恋愛は考えられないことだ」という既存の声と

矛盾した。その場合、彼女の自己空間において、「マンガに関わる理想的自己恋愛物語」

と「日常的自己恋愛物語」の両方が編成されているのではなく、マンガから得た心理的衝

撃が大きすぎるため、彼女はマンガに関わる要素を一切排除しようとしてきた。 

 つまり、マンガの声は、彼女の既存の自己物語をかなり脅かしていた。むしろ、マンガ

によって、彼女自身のつらい状態が反映されていた。さらに、「恋愛は美しい。私はこん

な美しいものへの憧れを抱いている」という「語り得ないもの」が浮上してきた。彼女は

人間関係のつらい状況において、すでに「自分にとって恋愛が考えられない」という自己

物語を編成してきたが、「実は、私もこのような恋愛に憧れている」という「語り得ない

もの」に光があたることによって、彼女は心理的不確実性（たとえば、「これは不公平な
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世界だ。私はどうしたらいいのか。私がいったいどう考えているのか」という不確実感）

を緩和するため、新しい自己物語を編成した。すなわち、少女マンガに描かれたものがう

そである。自分がそういうリアルではないものを読まない。「私」は自分なりに生きてい

く、といったものである。自己物語の再編成をする際、X'さんはマンガに関わる要素を排

除しようとするが、「排除」そのものをも自己物語に編み込んでいる（自己物語の再編成

＝自己変化に関しては、後述する）。 

 上述の X'さんの事例は、マンガに関わる恋愛物語を徹底的に否定する事例であり、次

は、マンガが提供しているいくつかの恋愛語りを否定する事例である。 

 

 E'さん（女性，28 歳，法務職）の事例： 

 13 歳のとき、E'さんは『花音』というマンガを読み、近親間の恋愛をはじめて知って、それを受け取

れなかったため、『花音』のマンガを他人にゆずった。その後、彼女は『火王』という台湾マンガを好ん

だが、そこに描かれた同性愛に関するシーンを受け取れなかった。自分の成長に伴って、E'さんは、「恋

愛感情が、むりやりさせられるものではない。好きになったら、人は自分のことを決める権利を持って

いるのではないか」という認識に至った。「このことを思えば、同性愛のことをなんとく理解できるよう

になってきた」と、彼女が語っている。 

 

 E'さんは最初『花音』を読んだ頃には、近親間の恋愛について知らなかった。しかし、

それが日常生活に見られる恋愛関係や夫婦関係、家族関係とは異なるため、彼女はそうい

う恋愛のあり方を受け取れなかったということが推定される。彼女は近親間の恋愛につい

て理解していなかったが、自己物語に参与してきたほかの恋愛関係、夫婦関係、家族関係

に参照して、近親間の恋愛を異質的なものであると判断して、それを否定していた。 

 また、彼女は同性愛のシーンを読んだとき、既存の同性愛への認識（その認識において、

自己物語に参与してきたほかの関係性への参照や自己空間に侵入した社会的声があると

考えられる）に基づいて、同性愛を否定した。現在、彼女が同性愛を理解できるのは、実

体験によって恋愛のあり方を理解してきたからである。 

 上述の二つの事例のいずれにおいても、マンガが提供している恋愛に関する情報が、個

人の自己空間に既存している恋愛意識と矛盾している場合、対象者は積極的にマンガから

読み出されるものを否定したのである。すなわち、マンガから読み出される要素をどのよ

うに受け取るのかは、自己空間に既存している声、厳密に言うと、語られてきた自己物語
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によって決められる。E'さんは、マンガから近親間の恋愛を読み出したが、それをそのま

ま自己空間に存在させるのではなく、「否定」という声を付け加えてそれを自己空間に存

在させるということである。X'さんの場合も同じく、マンガそのものではなく、「マンガ

に対する排除意識」を付け加えて、それを自己物語編成に関与させているのである。 

 一方、いくつかの事例から、同じマンガあるいはマンガの登場人物をどう受け取ってい

るかということは、主に対象者の既存の自己物語に基づくということが分かる。それによ

って、対象者の自己空間に既存の自己物語が異なる場合、彼・彼女たちが同じ作品/人物

から受け取っているものも異なるだろう。この点について、『名探偵コナン』における「江

戸川コナン」という人物についての認識を語っている U’さんと V’さんの事例を参照する。 

  

U’さん（女性，25 歳，金融業）の事例： 

U'さんは自分の父親のような男性に憧れ、強固な心を持つ人、愛情に対して一心な人、頭のいい人を

求めている。また、彼女は「一番好きな登場人物があるか」と聞かれる際、筆者に対して自分の一番好

きな「江戸川コナン」という人物について次のように語っている。つまり、その人物は、「勇気を持つ人、

愛情に対して一心な人、頭のいい人」であるという。『名探偵コナン』における主人公の「江戸川コナン」

/「工藤新一」24について語る際、彼女はその「二人」を同一人物として考えているということも分かっ

ている。 

 

V’さん（女性，27 歳，金融業）の事例： 

以前、V’さんの両親は、自分たちの娘が年上の男性と交際/結婚することを望んでいた。相手の人が

年上の人であるならば、その人が彼女の心的、または経験的不成熟を許すかもしれないと、V’さん自身

と彼女の両親は思っていた。しかし、後日、実際に知り合った年上の男性の多くは、自分との間に、世

代間のずれがあると、彼女は発見してきた。それによって、V’さんは現在の恋愛意識を編み出してきた。

すなわち、「私の理想的な相手は、見た目が若く、心が成熟した人である」ということである。現在、彼

女の恋人は、そのような人である。 

 一番好きなマンガ人物について語る際、彼女も「江戸川コナン」を提示している。彼女によれば、そ

の人物の特徴は自分の理想的な男性と一致している。「工藤新一」ではなく、「江戸川コナン」という人

物こそが、「見た目が若く、心が成熟した人である」と、彼女が考えている。ここでは、V’さんは「江

                                                   
24 『名探偵コナン』の設定によれば、工藤新一は高校生探偵であり、彼はある事件によって身体を縮小

する薬を飲んで、小学生の様子になった。その後、彼は多くの場合、小学生のような身体と高校生の

頭脳を持ち、江戸川コナンという名前を用い、学校生活や事件解決に絡まれているということである。 
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戸川コナン」と「工藤新一」を異なる人物と認識している。 

 この二つの事例を見れば、二人の対象者の「江戸川コナン」という人物についての認識

は、自分の既存の自己物語に基づくものであるということが分かる。二人の既存の恋愛意

識が異なるため、その人物に対する認識も異なる。さらに、その人物（＝ポジション）を

各自の自己物語に基づいて声を付与ことによって、人物そのもの（＝ポジション）も、各

自の自己恋愛物語に編み込んでいるのである。場合によっては、このようなポジションが

自己恋愛物語に編み込まれることによって、自己の既存の意識が明確化されることもあり

うる。 

 

 ⑤マンガへの没入度 

 一口に「マンガへの没入度」といっても、それは「マンガへの没入度が高いほど、マン

ガが対象者の自己形成に与える影響が大きい」とは意味していない。典型的な事例が二つ

ある。B'さんと Q'さんはほかの対象者に比して、マンガに深く没入した経験を持つ人で

あり、恋愛経験を持たない人である（注：B'さんは動漫愛好者であるが、これから紹介す

る B'さんの事例は主にゲームに関わっている）。また、この二人はマンガ（あるいはゲー

ム）に没入する時期に、自己の恋愛意識形成の過程において、マンガ（あるいはゲーム）

から読み出される要素を多く参照するということが分かる。 

 

 B'さん（男性，22 歳，学生）の事例： 

 B'さんは幼稚園のころから、日本アニメ、マンガを好んできた。中学に入ると、彼は全寮制の学校に

入り、ルームメートと一緒に、アニメの研究を始めた。高校になると、動漫産業に興味をもち、多くの

イベントに参加することになった。また、彼は高校において、動漫のサークルを成立した。当時の B'さ

んの出身都市において、動漫サークルが少なかったため、B'さんたちの活動を報道した新聞記事もあっ

たらしい。大学に入り、IT 技術関係の専門を選択したことによって、日中の動漫産業の情報をより容易

に入手することができた。その後、彼は中国国内における動漫産業の発展を観察し続ける一方、日本へ

の留学を準備して、日本のマンガ・アニメ事情に注目している。現在、B'さんは日本の大学院に入学し、

アニメの音楽監督になるため勉強している。また、ゲームに関しては、彼は小学校のころから、ゲーム

を好んできた。成人したあと、ギャルゲー25をプレーすることになった。大学時代に、ゲームの創作に参

加した経験もある。 

                                                   
25 ギャルゲー：美少女ゲームのことである（窪田，2004）。 
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 B'さんは今まで、恋愛経験がない。「女性と付き合うと、動漫やゲームを参照するかもしれない…たと

えば、どのように問題を処理すればいいのか。でも、自分が参照するのは、現実性を持つものだけだ」

と、彼が語っている。B'さんによれば、彼は「ふさわしい相手」と会ったことがない。むしろ、彼は「ふ

さわしい相手」の定義が分からない。好きな人がいても、自分の抱く感情が「愛」といえるかどうかが

分からなく、いきなり「付き合ってください」といったら失礼だと思い、告白をしなかった。「愛」につ

いての理解はゲームを参照できないと、彼が語っている。「ゲームの設定がとても奥深いものだ。二人は

一緒にいろいろ経験して困難を乗り越えて、恋人関係になる。私の周りには、そういうことがないため、

ゲームを参照できない」と、彼が語っている。彼は、自分が恋愛を展開することに必要なのは、「ひとつ

の契機、ひとつの転換の点」であると思っている。その契機/転換の点によって、自分の感情の変化が呼

び起こされるということを彼は期待している。 

 

Q'さん（女性，25 歳，葬儀業）の事例： 

 Q'さんは中学校時代において、校門の隣にあるマンガ屋・マンガ露天商を利用して、多くのマンガを

読んだ。彼女はほかの対象者と異なり、余暇のみならず、授業を受ける時間や宿題をする時間をもマン

ガのためにかけた。そのため、「すべての時間をマンガにかけることをやめなさい。それは無意味で幼稚

なことだ」と、彼女は親や先生によく言われていた。当時、彼女は、周りの人が醜すぎると思い、特に

好きになれる人がいないと思った。あるとき、彼女は同じクラスのある男子に片思いしたが、告白した

から、「距離感がなくなって、恋心の面白さがなくなって、がっかりし」て、「好き」な気持ちをあきら

めた。「やっぱり、人を好きなモデルもマンガに影響された」と、彼女は考えている。 

 

 上述の二つの事例を見れば、B'さんの生活・勉強においては、ゲームがかなり浸透して

いる。Q'さんの中学校時代には、マンガが彼女の日常生活にかなり関与している。さらに、

ふたりとも、ゲーム/アニメに描かれた恋愛シーンへ、関心を持っている/持っていた。自

分の恋愛意識を形成する際、二人は、恋愛経験がないため、ゲーム/マンガをよく参照し

ている/参照していた。彼・彼女の恋愛意識において、ゲーム/マンガの影響がよく見られ

る。ただ、Q'さんは高校生になると、少女マンガへの熱が低下してきた。現在、彼女が理

想的であると考える異性は、「普通の男性」になり、自分の「考え方が現実的になった。

もう 26 歳だから、このままじゃ結婚できなくなるかも」と、彼女は語っている。見合い

に参加する際、彼女も「距離感を取ること」より、好きな相手に積極的連絡を取ることを

している。一方、B'さんは今でもゲームを好んでいる。これからの恋愛を想像する場合、
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ゲームから読み出した情報をよく参照しているということが分かっている。 

 すなわち、マンガ/ゲームに深く没入する場合、マンガ/ゲームに関わるポジションが自

己空間に多く存在し、それらが同じくマンガ/ゲームに関わるポジションのみならず、ほ

かのポジション（たとえば、勉強や仕事、その他の生活の側面などに関わるポジション）

との間にも対話的関係性の活発化が頻繁であるならば、マンガ/ゲームから得る要素は個

人の生活の多くの側面と関連し、それが複数の自己物語（たとえば、恋愛に関する自己物

語、仕事に関する自己物語、余暇に関する自己物語など）にも関与する可能性が高い。総

体的に見れば、ゲーム/マンガに関する要素が、総体的な自己物語編成のより中心的な位

置にあることもあり得る。 

 自己恋愛物語の編成のプロセスには、とりわけ実体験から参照できる声が少ない（その

理由には、恋愛経験の無さがある一方、自己空間において、マンガ/ゲームが占める空間

が相対的に多いため、参照できるほかの要素が相対的に少ないということもあると考えら

れる。）ため、自己空間を多く占めているマンガ/ゲームに関わる声から、恋愛に関わる声

を参照することになるということが考えられるだろう。 

 すなわち、「没入度」がもたらすのは、自己空間においてマンガ（あるいはゲームなど

のほかの要素）に関わるポジションが大量になることである。人によって、それらのポジ

ションが多くの対話的関係に関与し、自己空間の多くの位置に浸透することがある。その

場合、個人が自己恋愛物語を編成するプロセスにおいて参照できる実体験に関わる恋愛の

声が少ないならば、マンガ/ゲームから得る声は自己恋愛物語の編成に関与すること、な

いしその編成プロセスのより中心的位置を占めることが十分にあり得るということであ

る。 

 一方、マンガへの没入度が高いが、それは個人の自己恋愛物語の編成とのつながりが弱

いという事例も見られる。たとえば、F さん（男性，32 歳，公務員）は幼稚園のころか

ら、マンガを読んでいる。彼はほぼすべてのジャンルのマンガを好んでいる。マンガの描

写されている物語より、彼はマンガという表現の形式を好きなのである。F さんはマンガ

への没入度の高い人であり、マンガという表現形式およびマンガ史について詳しく知って、

マンガに描かれた世界や物語を自分なりに研究している人である。しかし、自分の恋愛史

を語る際、F さんは「マンガ」という要素について語っていない。さらに、マンガと恋愛

との関連性について、「私は、けっこう、マンガと現実を分けて考えている。（中略）理想

とする恋愛……マンガの中だから、それがいいなって思うんだけれども、実際、ちょっと
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マンガの世界って特殊っていうか、一歩離れたところにあるイメージなんですね」と、彼

が語っている。F さんがマンガの物語から距離を取ってマンガを閲覧・研究しているとい

うことは、彼の語りから分かる。彼の自己物語編成のプロセスにおいて、マンガの影響が

あまり見られない。 

 要するに、高い没入度は、自己空間において、マンガに関わるポジションが大量に存在

するということを意味している。人によって、マンガから得る声は自己恋愛物語の編成に

関与すること、ないしその編成プロセスのより中心的位置を占めることが十分にあり得る。

しかし、「マンガへの没入度が高いほど、マンガが対象者の自己形成に与える影響が大き

い」ということが言い難い。この両者の関連性を考える際、自己空間における他ポジショ

ンおよび諸ポジションの関係性をも考察対象にする必要があるということである。 

 

 これまでは、自己恋愛物語の編成に、マンガが与える影響と関係する五つの要素につい

て考察してきた。それらの要素の影響で、マンガの影響は人によって、または時間/状況

の変化によって、小さかったり大きかったりする。 
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3. 自己変化に関する事例分析（自己変化に関する仮説の検証） 

 

 今までの考察は主に、対象者の既存の一貫した、連続性を持つ自己物語を編成し続ける

事例を見てきた。しかし、自己変化（＝自己物語の変化）に関する事例（たとえば、X'

さんの事例）もある。それは、対象者が、それまでの自己（行動や意識など）を部分的に

否定し、新しい要素を導入して自己物語に変化を起こす事例である。 

 自己変化のプロセスを詳しく考察するため、6 人の対象者の事例26を紹介したい。その

なかに、A’さんと H’さんの事例は、状況の変化によってマンガを読み始めた経験に関す

る事例である。A さん（A さんの事例①）、C さん、U’さん、X’さんの事例は、マンガを

読むことをやめた経験に関する事例である。さらに、自己変化にとって必要な「一定の状

況」を考察するため、「不変」に関する事例（A さんの事例②、C さんの事例）を対照的

な事例として参照する。 

 まずは、マンガを読み始めた事例を見よう。 

 

A’さん（女性，23 歳，学生）の事例： 

 大学に入学するまえに、A’さんは内向的な性格の人であり、自分に対して自信を持っていない人で

あった。大学に入って、彼女の性格は変わった。その理由について、「環境が変った。周りの人は、みな

優しかったから」と、彼女が語っている。そのとき、大学のクラスメート（中国の大学の各専攻におい

て、クラスが設置されている）の紹介で動漫を好きになった。「性格が明るくなったから、機嫌もよくな

った。そのため、動漫を好きになった。動漫を楽しむ心をもつことになったから」と、彼女が語ってい

る。 

 

 この事例において、「動漫を好きになった」という変化を引き起こしたのは、大学に進

学するという状況の変化であった。その新たな環境において、それまで「自信を持たない」

自分に親切にしてくれる他者が多くなった。それらの「他者」の出現は、自己変化をもた

らしたと考えられる。しかし、このような自己変化の契機は、浅野が提示している「語り

                                                   
26 以下の事例分析は、主に対象者のマンガ・ライフストーリーにおける変化に注目している。調査デー

タから、それらの変化が 対象者の恋愛意識・恋愛行動の変化に明確に関連しているということを読

みとれないかもしれないが、マンガに対する意識・態度の変化は、「マンガが読者の恋愛にかかわる自

己形成に与える影響」に関係していると考えられる。すなわち、状況の変化に伴って、自己における

マンガに関わるポジション/声が変動し、マンガの影響も変化していくということである。一部の事例

において、こういった影響の変化を考察することができないが、個人マンガ史の変化と連動して、マ

ンガの影響も変化しうるということを言っておきたい。 
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得ないもの」の浮上とは異なる。A’さんの場合、「他者」の出現に伴って、複数の新たな

ポジションが彼女の自己空間に侵入した。その際、彼女の自己空間において、「自信のな

い自己」というポジションは、「周りの人に親切にされる自己」というポジションとの間

に、対話が生じる。ふたつのポジションは対立的な声をもつため、一時的に、A’さんの自

己空間において、不確実性が生起するが、新しい状況に応じて彼女がこれまでの自己物語

を再編成した（すなわち、「自信のない自己」に関わる既存の自己物語を「他人に親切に

される自己」に関わる自己物語に書き直した）ことによって、一時的な不確実性が消滅し、

自己物語のスムーズな変化が達成された。 

 この自己変化が起こった際、一定の状況が見られる。すなわち、大学に入学することに

よって、自己の古い物語を承認する他者がいなくなり、新たな自己物語を認めてくれる他

者が現れるという状況である。さらに、このような状況の変化は持続的であり、一時的な

ものではないということが分かる。 

 また、A’さんの場合、自己変化を引き起こす「外部から侵入するポジション」が A’さん

の既存の自己物語における「不快」を取り除くことができるため、自己はそのポジション

を対話的関係性から排除する必要がない。さらに、そのポジションは一時的に既存の自己

物語とは対峙したが、既存の自己物語を承認する他者の不在によって、既存の自己物語を

維持するため、新たなポジションを否定する必要もない。 

 

H’さん（女性，25 歳，学生）の事例： 

 大学 2年生のとき。H’さんは親友（対象者 P’さん，女性，26 歳，印刷業）と知り合った。P’さん

との出会いは、H’さんのそれまでの友情意識を変えた。当時まで、H’さんが友人としての誰かと深く

付き合ったことがないため、友人という存在は自分にとってあまり重要ではないと、彼女が思った。し

かし、P’さんと出会ったことによって、彼女は友人の重要さを分かった。また、P’さんの影響で、彼

女は動漫を好きになった。動漫を好きになるまえに、彼女は恋愛にあまり関心を持っていなかったが、

動漫を好きになったあと、「恋愛なんか必要ない。恋愛以外の生活も楽しい」と、彼女は思った。 

  

 この事例において、P’さんは外部から H’さんの自己空間に侵入することによって、H’

さんの既存の自己物語（すなわち、友人は重要ではないという物語）と新たな声（すなわ

ち、友人が大切であるという声）との間に、対峙的な対話的関係性が形成された。ふたつ

の声の対峙によって、自己空間において、不確実性が生じるが、A’さんの事例と同じく、
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環境の変化に応じて、H’さんの自己物語が再編成されたことによって、一時的な不確実性

は消滅した。 

 P’さんが H’さんの外的自己になると同時に、P’さんに関わる一連のポジション/声（動

漫に関するポジション/声を含んでいる）も H’さんの自己空間に入った。趣味としての動

漫というポジションの侵入によって、H’さんの自己恋愛物語は、新たな要素、すなわち「恋

愛は必要ない。恋愛以外の生活も楽しい」という声を編み込むことになった。 

 A’さんの場合と同じく、上述の一連の自己変化が発生する状況も、古い自己物語を承認

する他者の不在と、新しい自己物語を承認する他者の出現によって特徴づけることができ

る。また、変化をもたらした状況は持続的であるため、自己変化を引き起こす、外部から

自己に侵入するポジションは、自己に排除・否定される必要がないということが分かった。 

 要するに、新しい要素が自己物語に編み込まれる事例から、「状況の変化→外部のポジ

ションの侵入→不確実性の生起」と「外部のポジションを梃子にして、自己物語を再編成

する→不確実性の緩和」という自己変化のプロセスが見取られる。また、変化する状況お

よび変化を起こす外部ポジションに関しては、いくつかの特徴が見られる。すなわち、自

己変化が起こる際、その状況には、①古い自己物語を承認する他者の減少・不在と、②再

編成された自己物語を承認する他者の存在、③こういった状況の持続性が見られる。さら

に、「外部から侵入するポジション」は、対話的関係性に排除・否定される必要がないと

いうことによって特徴づけられるのである。 

 では、マンガという要素を古い自己物語の一部として否定する事例から、どのような自

己変化のプロセスを見取られるのか。この問いを解くため、次は、マンガを読むことをや

める事例を考察する。 

 

U'さん（女性，25 歳，金融業）の事例： 

（以下の内容はインタビューより取られている。筆者：陳；対象者：U'） 

陳：どうして高校生になってから、動漫という愛好をやめましたか。 

U'：うん。まあ、高校に入って、忙しくなったから。あと、中国で日本動漫を好きならば、いろいろな

工夫が必要でしょう。ネット上でアニメを見ても、字幕が付いていなかったので、意味分からなか

った。ちょうどそのとき、新しい趣味（筆者注：韓国人アイドル）もできて、動漫を一時的にやめ

た。実はね、高校から、大学にかけて、私が成長してきて、価値観などももっと現実的になってき

た。幻の世界はもう私にはふさわしくないものになって、そっちにはまることがいけないと自分が
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思ったりする。自分の世界についての正しい認識が動漫に影響されるかもしれない。たとえば、私

はずっと動漫を好きだったから、人の顔をすごく重視して、周りの人全部気に入らなかった。その

ままじゃいけないかなと、私が思った。 

 

上述の事例を見ると、U'さんは高校に入って、いままで「気付いていなかったこと」に

ついて考え始めた。すなわち、「自分の相手を判断する基準が理想的すぎる。通常、その

基準は現実世界においては適用できない」ということである。ここでは推定できるのは、

高校入学する前に、U'さんが自分の理想的な相手がマンガにおいてしか存在しなかったと

いうことである。しかし、彼女は、実際にそれを恋愛の実体験と関連して考えたことがな

く、それを「私はマンガ主人公のようなかっこいい男性が好きだ」という物語によって隠

蔽したと考えられる。おそらく、彼女が高校に入ってから、周りに恋愛する人が増加し、

それらの人々の様子を見ながら、自分の恋愛意識の非現実性に直面しなければならないと

いうことである。すなわち、対象者が高校に入って、状況の変化によって、「マンガを読

むことで形成されてきた恋愛対象を判断する基準は、現実世界においては適用できない」

という、それまでの自己物語における「語り得ないもの」に光が当たった。その際、これ

から、「私」が恋愛できるかどうか、あるいは、このような非現実的な恋愛意識を持って、

どうなるのか、「私」の考え方が間違っているのか、といった不確実性が生じる。つまり、

自己空間において、多くの声が対話的関係によってお互いの声を賛成/否定したり、競争

したりしていた。こういった対話において、自己の恋愛意識の統合が求められる。結局、

U'さんの自己は、「語り得ないもの」の浮上を梃子にして、「今まで読んできたマンガは幻

を描写したものだ。私はこれから、現実世界に生きていくため、現実世界に適用できない

恋愛意識を持つことがいけない。これから、私は動漫に接触することをやめて、もっと現

実世界を見る」という新たな自己恋愛物語を編成（自己物語を再編成）したということで

ある。自己物語の編成に伴って、不確実性の緩和も達成されることになった。 

この自己変化が起こる状況を見るならば、第一に、高校において、彼女の既存の自己物

語（すなわち、「私はマンガ好きである。私はマンガ主人公のようなかっこいい男性が好

きだ」という自己物語）を承認してくれる他者が少なくなった。第二に、高校時代の友人

において、恋愛に対してかなり関心を持つ人が多かったことによって、彼女の再編成され

た自己物語（すなわち「私は動漫に接触することをやめて、もっと現実世界を見る」とい

う自己物語）を承認する他者が多くなった。第三に、自己変化の梃子となる「語り得ない
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もの」の浮上をもたらす状況は、一時的に存在するわけではない。日常の学校生活におい

て、現実性をもつ恋愛に関する他者の発言や行動は常に存在することによって、それらの

声を自己における対話的関係性から排除することが困難である。第四に、当時の U’さん

にとって、現実における恋愛体験は、マンガという趣味より重要である。つまり、U’さん

の自己物語において、現実恋愛に関わるポジションはマンガに関わるポジションより、中

心的な位置を占めている。第五に、自己変化を促す要素が単一ではない。 

 

 「語り得ないもの」を梃子にして自己物語の再編成を達成する事例として、X’さんの事

例も紹介されている（前節参照）。前節に分析したように、彼女は「美しい恋愛物語」を

描写する少女マンガを読むことによって、つらい人間関係をもつ自分でも「美しい恋愛に

憧れている」という「語り得ないもの」に気づいたのである。したがって、彼女は「語り

得ないもの」の浮上がもたらす不確実性を緩和するため、「マンガへの排除」を含む自己

物語を再編成した。 

 この自己変化が発生する状況を考察すると、第一に、彼女の「美しい恋愛に憧れる」と

いう自己物語を承認する他者は少ないということがある。むしろ、彼女の周りに、彼女の

存在をある程度否定している人たちが多かった。第二に、美しい恋愛を描写するマンガそ

のものを否定し、それまでの自己（すなわち、人間関係のつらい自己、恋愛を考えない自

己）を認めることによって、X’さんの自己物語を承認する他者（＝周りの人々）を獲得し

うる。第三に、X’さんにとって、マンガは重要な存在ではない。したがって、マンガに関

わるポジション/声を否定することは困難ではない。第四に、マンガを読むことをやめた

ことによって、自己変化をもたらした「マンガの声」が抑制される。それによって、自己

変化が起こる状況は、持続的に生じなくなる。 

 

 一方、A’さんと H’さんの事例が示しているように、今回の調査データを見るならば、「語

り得ないもの」の浮上を梃子にして自己物語を再編成する事例のほかに、「外部のポジシ

ョンの侵入」によって、自己変化が起こる事例も見られる。次は、A さんの事例と C さ

んの事例を見る。 
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A さん（女性，21 歳，学生）の事例①： 

（以下の内容はインタビューより取られている。筆者：陳；対象者：A） 

陳：今まで、（筆者注：趣味を）隠したことがないですか。 

A：隠したことありますね。中学校に入ったときに、中学校 2年生のとき、恥ずかしくなっちゃって、マ

ンガ好きっていうか、絵描くのが恥ずかしくなって、あんまり上手じゃないのに、すごい描いていた

ので、自分の過去が恥ずかしくなって。人の前で絵を描くのをしなくなって、高校に入っても、まず、

絵を描かなくなって、うん。別に隠したことがなかったんですけど･･･中学校 2 年から高校にかけて、

人の前に、マンガ好きということを言わずという感じでした。 

陳：絵を描かなくなったことは、マンガを読まなくなることとは、何の関係がありますか。 

A：マンガ好きな人は、絵描くのが結構好きっていうか、なんか結構関連があるっていうか。絵を描かな

くなったら、マンガも読まなくなって、みたいな感じだと思うんですけど。 

…… 

陳：その時期にマンガを読まなかった。 

A：そうですね。忙しかったのがあるんですけど、ぜんぜん読んでませんでした。 

陳：絵以外の理由ないですか。 

A：その、マンガを読まなくなったことですか。うん…部活が結構忙しくて、マンガ読んでる暇がなくて

ですね。 

陳：小学校のとき、マンガの面白さを分かって、なんでそれを諦めることができるんですか。 

A：確かに。どうでしょう。ぜんぜん覚えていないですかね。あっ、そうですね、マンガを描くことより

も、普通に友だちとどっかに遊んだりとか、するのがあったかもしれないですね。そっちのほうが楽

しくなってるかもしれないです。 

…… 

陳：何で大学の漫研に入らなかったのですか。 

A：中学校のころになって、まわりにすごい絵うまいひとが多くて、私マンガ家になりたかったんですよ、

小学校の頃に、けど、まわりに、すごい絵上手な人がいるので、自分がマンガ家になれないなと思っ

て。 

陳：それはマンガを読まなくなる原因のひとつか。 

A：ですかね。私、絵描くのがそんなに強い人じゃないと、中学校のころ分かって。なので、絵描かなく

なって、今も、自分絵描かないと思いますので、漫研に入らなかったんです。描くのが恥ずかしいし、

あんまりうまくはないので。 
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陳：他人に言われたことがあるか？ 

A：言われたことはないですけど。小学校のときから、すごい後輩とかから、「マンガ描いて」とか「絵

描いて」とか、すごい言われて、中学校になると、絵欲しいという人もあんまりなくなるし、絵描く

のが楽しくないなという。周りの人の絵がうまいし、怖いし、とは思って。太刀打ちできないですよ。

恥ずかしくて。 

陳：マンガも読まなくなって。 

A：マンガも読まなくなりましたね。 

 

 A さんの場合は、彼女が小学校の頃からマンガ好きになって、マンガ家になることを希

望していたが、中学校 2 年生になると、周りの子には、絵が上手な人が多く存在し、自

分の絵がその人たちの絵に比して、駄目なものであり、自分がマンガ家になれないと、彼

女は失望した。また、小学校の頃には、自分の絵を望んだ後輩が多かったが、中学校では、

自分の絵を望んだ人がなかった。こういう環境の変化によって、A さんのそれまでの自己

物語（すなわち、「自分がマンガ好きであり、自分の絵が望まれ、自分はマンガ家になる」

という自己物語）が衝撃を受けた。「私はマンガ家になれない。私の絵が上手ではない」

ということが意識された。ここに注意しなければならないのは、「私はマンガ家になれな

い。私の絵が上手ではない」という声は、「語り得ないもの」とはいえない。「語り得ない

もの」は自己物語の内側にあるものであるが、「私はマンガ家になれない。私の絵が上手

ではない」という認識は恐らく A さんの自己物語の外部にあるポジションの侵入によっ

て生起する声である。外部のポジションの侵入によって、それまでの自己物語の一貫性が

脅かされたということである。 

 この事例における「外部から侵入するポジション」の特徴を見れば、そのポジションは、

まず A さんの実体験と関わっている。それによって、A さんの自己空間におけるほかの

声はそのポジションが持つ声を否定することができない。また、そのポジションは一時的

に侵入したものではない。日常の学校生活において、その声が繰り返され、強化されるこ

とによって、A さんはそのポジションを対話的関係性から排除することが困難である。 

 当時、自己変化が起こる状況を見るならば、第一に、中学校において、彼女の既存の自

己物語を承認する他者が少なくなったことによって、既存の自己物語を維持することが難

しくなっていた。第二に、周りの人たちは、再編成された自己物語を承認することができ

る。第三に、自己変化を促したことには、マンガに関するもののみならず、他の時間的・
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状況的理由もあるということが分かっている。第四に、A さんの事例②（後述）に比して、

当時の A さんの自己において、マンガが自己物語における重要性/中心性は弱いというこ

とが分かる。 

 こういった外部から特定のポジションが侵入する際、環境の変化に従う自己空間におけ

る動き/衝突に伴って、不確実性が感じられる。最後に、A さんは同一的な自己物語を編

成するため、「自分がマンガ好きであり、自分がマンガ家になる」という既存の物語を、

「自分がマンガ好きだった。これからはマンガ好きではないため、マンガ家にならなくて

もいい」という自己物語の編成によって、「現在/将来の私とはあまり影響しない、過去の

出来事」として書き直された。それによって、自己物語の一貫性と連続性が保証され、不

確実性が緩和された。 

 同じく外部のポジションの侵入によって起こる自己変化の事例として、C さんの事例も

見られる。 

 

C さん（女性，24 歳，学生）の事例： 

 C さんは中学生になったとき、最初に入ったクラスにおいて、マンガ好きが多かった。当時、彼女は

マンガ、同人誌をたくさん読み、マンガの話題について友人と頻繁に交流した。中学校 2 年生になった

際、彼女は別のクラスに入った。新しいクラスメートに、マンガの話をしたことがあるが、相手に「え？

マンガ？」と言われ、彼女は「自分の趣味がおかしい」と思うことになった。しかし、当時の彼女は 1

年生のときに知り合ったマンガ好きのクラスメートと友人関係を保ったことによって、マンガを読むこ

とを続けた。 

 高校生になる際、C さんはマンガを読まなくなった。その理由について、彼女は「オタクっぽいって

いう感じが当時あって、オタクっぽいと、あんまり、クラスでも馴染めないので、オタクっぽさをなく

してしまおうと思って、（筆者：自分で？）自分で。やめちゃいました」と語っている。 

 

 この事例において、周りの人の発言によって、C さんははじめて「マンガ好きがおかし

い」と思った。すなわち、「マンガ好きを理解してくれないクラスメート」というポジシ

ョンが C さんの自己空間に入り、また、「オタクっぽいと、クラスで馴染めない」という

経験に関わるポジションも C さんの自己空間に侵入した。それによって、「クラスで馴染

めない」ことを恐れる C さんは、不確実性をもつことになった。このような不確実な状

況を変えるため、C さんは高校生になることを契機にして、自己物語を再編成した。すな
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わち、「私はオタクではない。ちゃんとクラスに馴染むことができる」ということになっ

てきた。自己物語の再編成に伴って、C さんはマンガを読むことをやめた。 

 こういった自己変化にも、前述した U’さんと A さん、X’さんの事例に見られる「一定

の状況」を備えている。すなわち、高校生になってから、「マンガ好き」としての自己の

物語を認めてくれる他者（＝中学校時代の友人）は存在しなくなった。また、高校の友人

は、C さんの再編成された自己物語を承認してくれる。第三に、当時の C さんにとって、

自己物語の編成において、クラスに馴染むことは、マンガという趣味を維持することより、

重要である。第四に、「高校」という状況は、一時的ではなく、ある程度持続するのであ

る。 

 また、この事例における「外部から侵入するポジション」の特徴は、A さんの事例に見

られる「外部ポジション」の特徴と一致している。つまり、侵入するポジションは実体験

と関わること、およびそのポジションを自己における対話的関係性から排除することが困

難だということである。 

 

 以上はマンガという趣味をやめる事例を分析し、自己変化のプロセス、および自己変化

が起こる状況を考察してきた。要するに、これらの事例を通じて、「状況の変化→『語り

得ないもの』の浮上/外部のポジションの侵入→不確実性の生起」と「『語り得ないもの』

の浮上/外部のポジションを梃子にして、自己物語を再編成する→不確実性の緩和」とい

う自己変化のプロセスが見取られる。また、上述の事例を見るならば、状況の変化には、

いくつかの共通な特徴がある。①古い自己物語を承認する他者の減少ないし不在と、②再

編成される自己物語を承認する他者の存在、③自己物語の再編成によって否定される古い

自己物語におけるポジションは、自己において、中心的な位置を占めていない。④変化が

起こる状況の持続性である。 

 しかし、このような「一定の状況」は、自己変化にとって要件であるか。この問題を解

明するため、次は、不変（すなわち、状況は変化したが、マンガという趣味を続けたとい

うこと）に関する事例を見よう。 

 まずは C さんの事例を再び考察したい。「変化」ではなく、「不変」に注目するならば、

C さんの事例におけるある重要なポイントが浮かび上がっている。つまり、C さんは中学

校 2 年生のとき、自分の趣味がおかしいと考え始めたが、実際にマンガという趣味を放

棄したのは、高校に入学した後であったのである。なぜこのような「滞り」が現れたか。
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それは、中学校 2 年生のとき、C さんの古い自己物語を承認する他者がいたからである。

逆に、C さんのマンガ好きとしての自己物語を承認する友人が多かったことによって、そ

れらの友人は、C さんのマンガを放棄する自己物語を承認してくれないということがある。 

 このような「マンガという趣味を維持する」ことについて詳細に語った対象者は、A さ

んである。以下は A さんの事例②を考察する。 

 

A さんの事例②： 

（以下の内容はインタビューより取られている。筆者：陳；対象者：A） 

陳：いやな（筆者注：彼氏の）タイプがいますか。 

A：私の話を聞いてくれない人がいやです。（略） 

陳：なんでいやですか。 

A：意見とか、私の話を聞いてくれないっていうのは、なんか、私のこと認めてくれないというか。否定

される気分になっちゃうので。 

…… 

陳：もし、相手がコナン好きな人を認めていないなら、どう思いますか。 

A：好きなひとですか。それが冗談だったら別にいいですけど、本気にコナン好きなのはおかしいといわ

れたら、無理っていうか。 

陳：そうですか。どこかまずいですか。 

A：まず、知っていないと、言っていないと…私がコナン好き好きっていうのを知っていない人はいるん

ですが、知らない人たまにいて。そういう人を好きになったことがあります。でも、私はコナン好き

なことを知らないから、付き合えないなという意味、思っちゃいます。 

陳：もし、付き合うと、やばいと思いますか。 

A：やばいですね。付き合ってから、コナン好きなことがばれるじゃないですか。それを認めてくれれば

いいですけど、それを認めてくれなかったら、悲しいので。 

 この事例において、A さんは、彼女が『名探偵コナン』を好きであるということを知ら

なかった男性を、好きになった経験について語っている。それまで、彼女の既存の自己恋

愛物語（の一部）は、「私の話を聞かない人、私を認めない人が嫌だ」ということであっ

た。その男性を好きになった際、「私の趣味を認めてくれない人がいるかもしれない」と

いう「語り得ないもの」が浮上してきた。もし、彼と付き合ってから、『名探偵コナン』
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という趣味に気付かれ、さらにその趣味を彼が認めてくれないなら、自分がどうしたらい

いのかと、A さんは考えていた。さらに、その際、A さんの恋愛関係において、A さんの

既存の自己物語における重要な部分を承認しうる人が欠如するということが生じる恐れ

があった。それによって、A さんの自己空間において、不確実感が生起したのである。 

 A さんは、自分の生活は勉強と『名探偵コナン』しかないと思い、もしそれを認めてく

れないなら、自分が悲惨すぎるではないかと考え、結局、悲惨な状況（想像的対話におい

て生起している状況）を回避するため、A さんは自己物語を再編成した。言い換えれば、

既存の自己物語が脅かされる際、A さんの自己空間における複数のポジションが対話的関

係性に関わって、その一連の対話の結果のまとめとして、「私は、自分の『名探偵コナン』

という趣味を分かっていない人とは付き合わない」という自己物語が語られている。それ

によって、A さんの想像的対話に発生した悲惨な状況が回避され、不確実性が緩和された。 

 この事例と前述の自己変化に関わる事例との間に、明確な差異がある。すなわち、U'

さんの事例と A さんの事例①において、対象者はマンガという趣味の放棄を自己物語の

再編成に加えたことに対し、A さんの事例②において、対象者が好きな男性より、趣味の

ほうを求めている。A さんは悲惨な状況を回避するため、趣味の放棄を選択することもあ

り得るが、なぜ彼女がそれをできなかったのか。そのような差異を、「状況の差異」でと

らえたい。すなわち、上述の自己変化が起きる状況と見れば、そこには差異があるという

ことである。 

 A さんの事例①において、彼女が新しい環境、つまり、「自分がマンガ好きであり、自

分の絵が望まれ、自分がマンガ家になる」という既存の自己物語を承認してくれる人が少

ない環境に入って、自己変化を遂げたのである。また、当時の彼女にとって、マンガが自

分の愛好であったが、それは後日の自分の『名探偵コナン』への愛好とは異なる次元のも

のである。 

 A さんは高校三年の頃、『名探偵コナン』を好きになったのである。それ以来、彼女は

『名探偵コナン』とその関係作品以外のマンガ・アニメ作品には一切接触していない。原

作を読むのみならず、彼女は作品に関わる情報を大量に収集し、同人作品を愛読し、マン

ガやテレビアニメないし劇場版アニメを繰り返して享受している。すなわち、中学校の頃

より、現在の彼女のマンガへの没入度が高い。彼女の日常生活において、マンガ（『名探

偵コナン』限定）がかなり浸透している。彼女にとって、『名探偵コナン』という作品は

非常に重要な存在である。言い換えれば、彼女の自己空間において、『名探偵コナン』に
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関するポジションが多く生起・侵入していて、ほかのポジションとの間の対話的関係がよ

り頻繁に活発化している。さらに、彼女の現在の自己物語には、『名探偵コナン』に関す

る声がかなり重要な位置を占めているということがわかる。 

 また、現在の A さんにとって、周りの人々はほとんど彼女の趣味を知り、その人々は

長い間に彼女の『名探偵コナン』に関する自己物語を承認してくれてきた他者である。逆

に、現在の彼女の周りに、「『名探偵コナン』という趣味を否定する A さん」という物語

を承認する他者は少ない。さらに、このような状況は長期間に持続するということが分か

る。 

 上述の四つの状況（既存の自己物語を承認する他者の不変、新たな自己物語<それは実

際に編成されていないが>を承認する他者の欠乏、状況の持続性、および自己物語におけ

る『名探偵コナン』に関わる声の重要性）によって、彼女は、「自分が『名探偵コナン』

好きだ」という自己物語を書き換えることができなかったということが考えられる。つま

り、自己物語の再編成にとっては、一定の状況が必要である。それが存在しないと、ある

自己物語の再編成がうまく行われない。 

 自己変化に関して、事例から分かるもう一つのことは、自己物語とは複数の自己物語と

見做されることができ、そのなかの一つの自己物語の再編成は、ほかの自己物語の変化な

いし全体的な自己物語の大規模の変化を意味していないということである。 

 

 以上は、典型的な事例を通して、図 3（第二章第四節）に提示される「自己変化に関す

る仮説間の連関」を部分的に検証した。しかし、事例についての考察から、状況の変化に

よって、変化の契機として個人に意識されるのが、自己の内部における「語り得ないもの」

のみならず、外部から自己に侵入する何らかのポジションでもありえるということが分か

っている。それは野家（2003）が指摘しているように、「物語りのネットワークは境界条

件としての外部に絶えず囲繞されているのであり、そこから越境してくる異他的なるもの

の到来と遭遇を通じて、われわれは物語りを語り直し、更新するダイナミズムのなかへ身

を投ずる」（野家，2003：65）ということである。 

 それによって、自己変化に関する仮説を部分的に書き直す必要がある。 

仮説 2：a)ある状況の変化による新しい対話の発生（たとえば、実在の対話や自己におけ

る想像的対話など）によって、b)「語り得ないもの」に光が当たり、あるいは c)外部

のポジションが侵入する。 
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仮説 3：b)「語り得ないもの」に光が当たる際、あるいは c)外部のポジションが侵入する

際、d)自己には不確実性が生起する。 

仮説 4：e)状況が自己物語の再編成を保証してくれる際、f)自己物語は、「語り得ないもの」

の浮上や外部のポジションの侵入を梃子にして、再編成されていく。それに伴って、

g)不確実性が緩和される。 

仮説 5：自己物語の編成は、既存の自己物語を全部消滅させ、完全な新しいものを編成す

るわけではない。あくまで、それは複数の自己物語のひとつあるいはいくつかを書き

直すことにすぎない。 

 仮説の書き換えによって、図 5 が制作される。 

 

図 5 自己変化に関する仮説間の連関（修正後） 

 

 

自己変化に関する仮説（仮説 2、仮説 3、仮説 4）間の連関が上図で示されている。すなわち、aは b と c の前提

になり、bあるいはcに伴ってdが引き起こされる。Bあるいはcの生起によって fが起こるという過程において、

e という条件が必要となるのである。また、d によって、f が求められている。f の完成によって、g が達成される。 
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第三節 本章のまとめ 

 

 聞き取り調査のデータに基づいて、データ分析と事例考察を行った。本節においては、

考察から分かることをまとめる。 

  

 データ分析から、まず、自己空間における対話的関係性や自己物語の編成に関わる声が

多様であるということが分かった。ただ、自己恋愛物語の編成には、マンガから読み出さ

れる要素がより周辺的な位置を占めている。それに対し、実体験に関わる声がより中心的

な位置にある。 

 しかし、マンガに関わる要素が、対象者の自己恋愛物語の編成に影響しているというこ

とを否定できない。その影響に関しては、主に以下の五つに要約することができる。第一

に、マンガは対象者に、恋愛の世界（それが現実性を持つかどうかは不問）を見せている。

第二に、マンガは、対象者の自己空間における既存の諸要素を解釈し、既存の意識を明確

化させる機能を果たしている。第三に、マンガは、個人の精神力や時間などの分配に影響

するということである。第四に、マンガは、自分と相手の自己空間の間の対話的関係を活

発化する契機になり、さらに、それが二つの自己空間の共有できる部分を拡大する契機な

いし二つの自己空間が重なり始める契機になる場合もある。第五に、マンガは、自己恋愛

物語の展開に関わる非常に重要な要素となりうる。「マンガ好きとしての自分」というポ

ジションの保証は、一部の対象者の恋愛・結婚相手を選択する際の重要な条件になる。 

 また、マンガが自己恋愛物語の編成に与える影響に関連している要素は、五つある。す

なわち、①マンガにおける恋愛要素への関心の差と、②マンガにおける恋愛物語への理解

の差、③理想と現実への認識の差、④既存の恋愛意識、⑤マンガへの没入度といった五つ

の要素である。 

 ②について考察する際、恋愛についての理解（一般的に多くの人々に共有されている理

解）を支える既存のポジション/声が欠けるならば、自己が自己空間に入るポジション（＝

恋愛要素）に付与する声が一般的な理解から外れるということが明らかにされた。それに

よって、仮説 1 が検証されている。 

 また、③を考察するため、ハーマンスが提供している自己空間の構造において、「サブ

空間」の存在を仮定した。つまり、ある主題に関するポジションが主に存在/移動/活発化

する範囲を、その主題に関するサブ空間としてとらえている（図 4 参照）。各サブ空間が
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重なったり、離れたりしているが、それらが完全に一致することはない。各主題に関する

自己物語の編成は、主にその主題に関するサブ空間におけるポジション/声によって完成

されている。実体験とマンガの両方が恋愛に関わることによって、二つのサブ空間におい

て、二つの自己物語が編成されている。ただ、日常の自己恋愛物語が編成される際、マン

ガに関わる声がより周辺的な位置にあるということがデータから分かっている。逆に、マ

ンガに関わる恋愛物語が編成されている際、日常空間における声がどう参与しているかと

いうことはデータから読み取れていない。さらに、通常（少なくとも、対象者全員の場合）、

対象者の総体的な自己恋愛物語の編成において、日常（＝実体験）の自己恋愛物語が中心

的位置にあり、マンガなどに基づいて形成されている理想的な自己恋愛物語がより周辺的

な位置にあるということが理解されている。 

 自己変化について考察する際、6 人の対象者の事例が紹介されている。事例の対比によ

って、自己変化のプロセスがある程度明らかにされている。しかし、それが第二章第四節

に立てられている仮説とは一致していない。すなわち、状況の変化によって、変化の契機

として個人に意識されるのが、自己の内部における「語り得ないもの」のみならず、外部

から自己に侵入する何らかのポジションでもありえるということである。したがって、本

章では、考察に基づいて、自己変化に関する仮説を書き直した。その四つの仮説の関連性

は、図 5 で示されている。要するに、ある状況の変化によって、「語り得ないもの」（そ

れは自己空間に既存するポジションであるが、自己が統一性と一貫性を維持するため、そ

のポジションは対話的関係性から排除され自己物語の編成から排除されている）に光が当

たり、あるいは、外部のポジションが自己空間に侵入する。それに伴って、不確実性が自

己において生起する。もし当時の状況が自己物語の再編成を保証できるならば、自己物語

は、「語り得ないもの」や外部のポジションの侵入を梃子にして、再編成されていく。こ

こで注意しなければならないのは、通常、再編成された自己物語は総体的自己物語の一部

となっている。部分的な再編成は自己物語の全体的な書き直しではない。 

 ここでは、「自己空間に侵入する外部のポジション」と「再編成を保証してくれる一定

の状況」に説明を付ける必要がある。 

 データから、「自己空間に侵入する外部のポジション」が自己変化の契機となることに

は、二つの条件がある。第一に、自己は、そのポジションを対話的関係性から完全に排除

する必要がない、あるいはそれを排除することができない。第二に、自己空間におけるほ

かの声は、そのポジションが持つ声を完全に否定することができない。 
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 また、「再編成を保証してくれる一定の状況」に関しては、四つのことが分かっている。

第一に、既存の自己物語を承認してくれる他者が少なくなるないし不在になるということ

である。第二に、再編成される自己物語を承認してくれる他者が多く存在するということ

である。第三に、変化した状況は持続することである。また、自己空間の内部的状況に関

して、第四に、もし、自己物語の再編成によって、あるポジション/声が否定されると、

その否定されるポジション/声は、既存の自己物語の中心的な位置を占めるものではない

ということである。否定されるポジション/声が、自己空間にかなり浸透/活発化するなら

ば、再編成を遂げることが困難であるということが分かった。 
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第四章 結論 

  

 本研究は以下のようにまとめる。 

 序章では、戦後日本マンガが問題化された歴史を背景にして、「マンガが読者の恋愛に

関わる自己形成にどう影響しているのか」という問題を提起している。 

 さらに、第一章は、先行研究の概観を通して、上述の問題を究明するための視座、すな

わち、個々の対象者のライフストーリーに接近し、自己/文化を開放的かつ分散的な存在

と看做している視座の適切性と必要性について検討してきた。 

 こういった視座を構成するため、文化心理学領域におけるハーマンスの分散的自己論、

および社会学自己論における浅野智彦の自己物語論を参照し、「分散的自己の物語的形成」

という理論枠組みを提案している（第二章）。この枠組みの形成は、ハーマンスの理論に

残されたいくつかの問題を解明し、または自己物語論に詳述されていない自己内部におけ

る動きを把握することができる。 

 また、この枠組みに基づいて、マンガが自己に与える影響に関わる五つの仮説が設定さ

れている。問題を究明するため、または仮説を検証するため、筆者が 2010 年から 2011

年にかけて行った聞き取り調査（対象者 35 人）のデータが分析対象になっている（第三

章）。 

 データの分析をふまえ、「マンガが読者の恋愛に関わる自己形成に与える影響」及びそ

の影響に関連する要素・状況を考察した。考察の結果に従って、仮説 1 は検証された。

つまり、恋愛についての一般的な理解（一般的に多くの人々に共有されている理解）を支

える既存のポジション/声が欠けるならば、自己が自己空間に入るポジション（＝恋愛要

素）に付与する声が一般的な理解から外れるということが明らかにされた。さらに、自己

変化に関する仮説 2~5 は修正された。すなわち、状況の変化によって、「語り得ないもの」

に光が当たるのみならず、外部のポジションが自己空間に侵入することもありえる。そし

て、「語り得ないもの」の浮上あるいは外部のポジションの侵入に伴って、不確実性が自

己において生起する。もし当時の状況が自己物語の再編成を保証できるならば、自己物語

は、「語り得ないもの」や外部のポジションの侵入を梃子にして、再編成されていく。た

だ、通常、再編成された自己物語は総体的自己物語の一部にすぎないということが分かっ

た。 

 本章では、第二章に構成された「分散的自己の物語的形成」という理論枠組みを書き直
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す。さらに、第二章第四節に提起した対話的自己論の図式における問題を乗り越え、最後

に考察の結果をふまえて今後の研究の可能性を検討する。 

 

1.  「分散的自己の物語的形成」という視点の再構成 

 

 まずは、本論の理論枠組みを再構成したい。 

 第二章において、自己形成のプロセスを理解するため、ハーマンスの対話的自己論と浅

野の自己物語論が導入され、「分散的自己の物語的形成」という理論枠組みが形成されて

きたが、調査データの考察を通じて、そういった枠組みを書き直す必要がある。 

 ハーマンスが提案している「自己空間」の図式が示すように（第二章・第一節，図 1

参照）、自己とは、一定の想像的空間として認識されている。そこには、内的自己のみな

らず、外的自己も自己の一部として存在している。そういった空間において、分散的な複

数のポジション（I-positions）が存在している。また、自己（それは自己物語によって産

み出されるものであり、対話的自己論における統一性を持つ自己でもある）は、諸ポジシ

ョンに声を付与することができる（ただ、個人の既存の自己物語が異なることによって、

付与される声も異なる可能性がある）。それによって、諸ポジション間には、対話的関係

性が生じ得る。 

 こういった自己空間において（または自己物語において）、各ポジションが占めている

位置には、差異がある。すなわち、より中心的な位置にあるポジションとより周辺的な位

置にあるポジションがある。このような差異を把握するため、ハーマンスが提供している

自己空間において、「サブ空間」の存在が仮定されている。各主題に関する自己物語の編

成は、主にその主題に関するサブ空間におけるポジション/声によって完成されている。

また、このように編成される複数の自己物語は、総体的な自己物語において、中心‐周辺

という位置の差も存在している。 

 また、自己は、分散的諸ポジションの一貫性・統一性を維持するため、諸ポジション間

の対話的関係性を認可、あるいは排除する能力を持っている。したがって、対話は、一定

の一貫的かつ統一的な範囲で生成して組み合わされていく。それによって、自己において、

（変化を引き起こす事態が起こらないかぎり）一貫性と連続性を持つ、ひとりの自分自身

に関する物語が編成され、語り続けられている。 

 自己空間において、自己物語を語り続けることによって、自己イメージが維持され、そ
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して人々は日常の行為のなかで無意識のうちに一定の自己イメージを抱き、それを前提に

して振舞い方を選択することができる。 

 そして、他者あるいは社会（それらは自己空間の外的自己とは部分的に重なっているが）

に対し、バーバルあるいはノン・バーバルのかたちで、人が自己物語を語ることによって、

自己は産み出される。さらに、一貫的かつ連続的な自己物語を対他的に語る際、「私」は

他者から自己物語の信頼性を得、自己という存在の正当性を獲得している。 

 対自・対他に自己について物語ることによって生み出される自己は、不変な存在ではな

い。ある状況の変化によって、「語り得ないもの」に光が当たり、あるいは、外部のポジ

ションが自己空間に侵入しうる。それに伴って、不確実性が自己において生起する。もし

当時の状況が自己物語の再編成を保証できるならば、自己物語は、「語り得ないもの」や

外部のポジションの侵入を梃子にして、再編成され、不確実性が緩和されることになる。 

 以上は調査データから得る示唆を持ち込み、本論が提案する「分散的自己の物語的形成」

という自己を把握するための理論モデルを書き直してきた。 

 

2.  対話的自己物語論における問題点 

 

 これからは、対話的自己論の図式における問題点とその解決について論じておこう。 

 問題は、①自己がどのような基準で対話を認可/排除しているのか。②どのような状況

や時間の変化が、どの程度、ポジションの劇的動きをもたらすか。③新しいポジションの

侵入・生成が起きる場合、自己はそれに対してどのように声を付与するか。④どのような

状況において不確実性が生起するか。それに対して個々人はどう対応するかという 4 つ

にまとめられる。 

 前章の考察から、以下のことが分かった。 

 ①自己は対話を認可/排除する際、すなわち、自己物語の一貫性と完結性を達成しよう

とする際、「語り得なさ」を隠蔽しなければならない。前章で考察された事例から、「語り

得なさ」の隠蔽と他者の声（集団的声を含む）の関係性が見られる。他者に対して語るこ

とによってはじめて「語り得なさ」を隠蔽することができる。逆に、「語り得ないもの」

の浮上をもたらす状況において、ある他者の声が長期的に持続する場合には、それらの声

を対話的関係性から排除することが困難である。したがって、自己物語の一貫性と完結性

を保つため、「語り得ないもの」を「語り得るもの」にして自己物語を再編成することが
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求められる。要するに、自己は対話を認可/排除する基準は、他者がいかに一貫性と完結

性をもつ自己物語を承認すること、および自己が他者の声を排除する可能性である。 

 ②と④は自己変化についての考察で説明できる。状況や時間の変化が自己変化をもたら

さない場合には、自己空間におけるポジションの劇的動きは見られない。一方、状況や時

間の変化によって、「語り得ないもの」が浮上してくるあるいは特定の外部ポジションが

侵入する可能性もある。その際、自己は不確実性を感じがちである。不確実性を緩和する

ため、自己変化が求められている。その場合、既存の自己物語を承認する他者が減少ない

し不在になるならば、「語り得ないもの」や「外部のポジション」を梃子にして他者の承

認を得られる新たな自己物語の編成が達成される。自己物語が再編成される際、ポジショ

ンの劇的動き、つまり既存のポジションの排除、新たなポジションの侵入、およびポジシ

ョン間の関係性の変化は起こりやすい。 

 ③新しいポジションの侵入・生成が起こる場合、自己は既存の自己物語に基づいてその

ポジションに声を付与する。しかし、新しいポジションが自己物語の一貫性と完結性を脅

かす場合、もしそのポジションが排除可能であれば、ポジションの排除も起こり得るとい

うことである。 

 以上は、「分散的自己の物語的形成」という視点を用いて、語りの分析をふまえてハー

マンスの理論に残される問題を考察してきた。最後は、今後の課題を展望する。 

 

3.  今後の課題 

 

 第三章の考察から、マンガは読者の恋愛に関わる自己形成に影響を与える多様な要因の

一つに過ぎず、マンガが与える影響が実体験の影響より弱いということが分かった。さら

に、マンガの影響が限られ、自己内部と外部の諸要素・状況の差異によって、その影響は

人によって異なる。また、そういった要素と状況の変化によって、影響は変化することも

あり得る。 

 従来のメディア研究やマンガ読者研究と異なり、本論はメディア/文化としてのマンガ

と自己を、開放性と分散性を持つ存在として捉えている。さらに、こういった視座を用い

て物語論的アプローチから人のライフストーリーに接近して個人の恋愛に関わる自己形

成のプロセスを考察してきた。得られた知見は、メディア/文化が個人に与える影響が孤

立的なものではないということである。それはそれまで自己形成に参与してきた多様な要
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素と諸要素間の相互関係と緊密に関わっている。そして、諸要素とそれらの相互関係に基

づいて形成されている自己は、オーディエンスがある情報に対する理解や態度を形成する

基盤となっている。そもそも、メディアや文化の場に身を投じているのは、自己そのもの

である。生まれてから絶えず形成されていく「自己」を論外とするならば、自己形成の時

間的系列や自己形成に関わる多様な要素とそれらの相互関係、および自己内部の変化を無

視して、ある断片、ある点としての行為や意識について認識することにすぎないだろう。

多様な要素を包含している「自己」そのものを通してはじめて、ある文化集団に所属して

いる人や、あるメディアを利用しているオーディエンスの個人をまるごと捉えることがで

きる。今後、このような個人を対象とする質的調査が積み重ねられるならば、メディア・

オーディエンスについての認識は豊富になり、研究対象が集団としてのオーディエンスか

ら個々人の受容図式まで広がるだろう。 

 また、前章の考察の結果をふまえて、序章に提起した「マンガの読者に与える影響」と

いうことを再考したい。 

 序章で述べているように、マンガ有害論の中心になるのは、マンガが本当に読者（とり

わけ青少年たち）に、強い影響（とくに悪影響）を与えるのかということである。「悪影

響」というものは、二層の意味を含んでいる。一つは、悪質な情報の提供である。もう一

つは、読者を実在世界から疎外させることである。 

 今回の恋愛をテーマとする質的調査のデータから見るならば、「マンガは読者に悪影響

を与える」という論説を支持する事例が見当たらない。 

 第一に、対象者の現時点の自己恋愛物語を見るならば、「マンガ」の影響はより弱い。

多くの対象者はマンガにおける恋愛物語に関心を持っていないが、それに関心を持つ/持

った対象者だとしても、恋愛意識・恋愛行動がマンガから強い影響を受けたとは言えない

ということが分かった。彼・彼女たちは、十代前半までに読んだ恋愛物語に憧れ、そこに

描写された恋愛の雰囲気・趣を学習したかもしれないが、憧れの気持ちは、実体験の積み

重ねにともなって自己恋愛物語の周辺に移してきた。一方、マンガから学習したもの（た

とえば、デートのやり方など）は、後日の実体験において参考されていることがあるが、

逆に、実体験によって、以前読んだ恋愛シーンを理解してきたこともある。また、表 3

が示しているように、憧れの対象や恋愛学習対象となっているのは、マンガのみならず、

他のメディア（たとえば、テレビドラマ、映画など）も類似の影響を与えることが分かっ

た。 
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 マンガを通して、自分の恋愛意識が明確化される事例もあるが、それはマンガにおける

恋愛物語が個人の恋愛意識形成に参与して新しい声を提供することではなく、既存の意識

がマンガによって強化・具象化されるのみである。 

 第二に、そういう影響は「悪」とは言えるだろうか。「少年少女の美しい恋愛」や「恋

愛の雰囲気・趣」、「既存の自己恋愛物語を明確化すること」などは、悪質な情報とは言え

ない。さらに、調査データにおいて、実在世界から疎外される人はいないということが分

かっている。対象者たちはマンガを享受していると同時に、自分の生活・仕事・恋愛をも

積極的に展開している。「マンガ世界はマンガ世界、現実世界は現実世界」であることは、

対象者たちの共通の認識である。 

 第三に、われわれ成人がマンガから読み出すものが、子ども・少年たちがマンガから読

み出しているものとは一致していない可能性がある。われわれにとって、「恋愛もの」と

してマンガやゲームに描かれたものは、子ども・少年たちにとっては、「恋愛もの」では

ないということもあり得る。また、「恋愛もの」を読んでも、それを全体的な物語を構成

する一部として読んでいる人も少なくない。 

 第四に、自己形成の過程の差異（＝既存の自己物語の差異）によって、マンガにおける

恋愛物語の読解はかなり多様なものである。マンガは自己形成に影響を与えるが、その影

響は、人のそれまでの人生における多様な要素・状況と関わると考えられる。マンガ影響

は「悪」と「良」のどちらに当たっても、それはマンガに描かれた物語や場面そのものの

単独の影響ではない（むしろ、マンガの影響は他要因より弱い）ということである。 

 要するに、本研究の結果、「マンガの悪影響」は支持できないと結論づけることができ

る。しかし、「マンガ有害論」などの論説に反論するため、以上の考察のみでは足りない。

なぜなら、今回で用いたデータは、対象者が現時点で編成した自己物語である。それは、

対象者が現時点に立って自分の過去を振り返って、聞き取り調査の場において聞き手に向

かって語っているものである。その際、過去のある時点の自己物語編成に関与したマンガ

の影響は、後日の状況や時間の変化によって、自己物語から退去した可能性がある。すな

わち、本研究は、現時点で編成されている自己物語から、「マンガの影響」を物語的時間

系列27において考察するものである。今後、青少年の「現時点」の自己物語を分析する研

                                                   
27 物語に存在する時間的系列は出来事が実際に起こる時間的系列とは異なっている。浅野によれば、自

分自身について語る物語は、その結末部分において今ここにある自分に説得的なやり方で到達する必

要がある。だから語られる出来事はみな、今の自分をどのようなものと考えるかにしたがって、また

その結末を納得の行くものとするように、配置されることになるのである（浅野，2001：9-10）。 
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究が行われるならば、青少年に対するマンガの影響を捉えることができるだろう。その際、

本研究は、成人の自己物語に対するマンガの影響についての研究として、青少年を対象と

する研究とつながり、マンガの影響が個人のレベルにおける全体像を捉える一環となり、

異なる時点で編成される自己物語におけるマンガの影響の比較研究のデータにもなりう

る。 

 それに、本文の分析対象となる事例は限りがあるため、今後の研究を期待している。こ

れから、もっと豊富なデータ（たとえば、18 禁オリジナルマンガや同人誌の創作に没頭

する人、二次元のキャラクターと結婚することを希望している人のライフストーリー）を

収集することができるならば、読者の恋愛に関わる自己形成に対する理解はより全面的に

なるだろう。 

 また、今回のデータ分析から、比較文化論的知見が得られなかった。日中の対象者の恋

愛に関わる自己形成のプロセスの間に、類似性がかなり高い。とくに、マンガが対象者の

自己形成に与える影響を見るならば、日中対象者の間に、大きな差がない。事例を見れば、

差異を見当たるところは一つのみである。すなわち、日本人の事例には、小さい頃、マン

ガを読んだことによって、「かっこいい相手」を判断する基準が形成されてきたという事

例がないが、中国人の場合、そういった対象者が 3 人いる。その差異は、サンプリング

の偏りによって起きる可能性がある一方、日中の対象者の恋愛に関わる自己形成の間に差

があるという可能性もある。今回の調査から、その点を明らかにすることが困難であるた

め、今後の比較研究を期待している。 

 最後に、恋愛のみならず、「マンガが読者の自己に与える影響」を人生の他の出来事に

リンクして研究することも有意である。今回のデータから、マンガと読者の人生設定との

関係性や、マンガと読者の世界観との関係性などに関わる語りが読み取られるが、考察の

重点を恋愛というデータに置いているため、ほかのデータを用いて分析することを割愛し

た。今後、それらの方向性に沿って研究を展開するならば、各側面からマンガと読者との

関係性の全体像を把握することができるのではないだろうか。 
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